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この技術マニュアルの単位につきましてはＳＩ単位{参考値｝で表示
しておりますので，製品の銘板等と多少異なる場合があります。

表示例　：　水道水圧０．０７５MPa｛０．７５㎏f／㎝2｝

【製造年月】
本機右側面下部に，機番の上3桁で製造年月を表示してあります。
上１桁目で製造した西暦年の下１桁を表し，上２，３桁目で製造年月を表します。

　　２０１９年３月製造は　　９０３…となります。

〈本書中の記号について〉



１．安全上のご注意

安全に関する重要な内容です。お読みいただき必ずお守りください。
「     警告」は，取扱いを誤った場合に，人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。

「     注意」は，取扱いを誤った場合に，人が障害を負う危険が想定される場合および，物的損害のみ

 の発生が想定される内容です。

警 告
● 開梱，据付け，移動は，専門の据付け技術者またはお買上げ先に依頼して ください。

不完全な据付けは転倒事故，感電，火災，火傷などの恐れがあります。

● 製品重量に充分たえられる丈夫で水平な床やテーブルに据付けてください。

不完全な据付けは転倒や落下によるけがの恐れがあります。

● 修理は専門の修理技術者またはお買上げ先に依頼してください。

修理部品は純正部品をご使用ください。

修理に不備があると感電，火災，けがの恐れがあり

ます。

● 周辺で，都市ガスなどのガス漏れが発生した場合は

製品や電源プラグには触れずに窓を開けて換気を

行ってください。

爆発，火災，火傷の恐れがあります。

● ご使用期間中は，本書のメンテナンスガイドライン

に沿って点検や部品交換をしてください。

この点検や部品交換を実施しない場合，経年劣化に

よる発火・けが等の事故につながる恐れがあります｡

製造年月につきましては扉裏側左下にあるラベルに

てご確認ください。

● 安全のため，アースを必ず接続して下さい。

アースが不完全な場合は，感電の恐れがあります。

● アースは,ガス管や水道管,電話回線のアース,避雷針などに接続しないでください。

感電や火災の恐れがあります。

● この製品は水を扱う機械であり，未然に事故を防止するために漏電しゃ断器を設けて

います。

  　漏電しゃ断器は漏電した事を察知すると直ちに電気を止めるために安全です。  

● アースを取付けないと，漏電しゃ断器が正しく働きません。

 　 必ず取付けてください。

● アース工事はお買い上げの販売店または電気工事店にご依頼ください。

アース付
コンセント

アース端子

機械背面

アース線

アース端子

ﾗﾍﾞﾙ
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１. 安全上のご注意

安全上のご注意

警 告
● 上に乗ったり，揺すったり，傾けたりしないでください。

    転倒事故の恐れがあります。

● 子供達の遊び場に放置しないでください。

    転倒事故によるけがの恐れがあります。

● 水害等で水に浸かった電気部品は，そのまま使用しないでください。

    水分，泥，ごみ等を完全に除去して絶縁が回復していることを確認してから修理専門

　  技術者が組立ててください。

    感電や火災の恐れがあります。

● 無断で本機を改造しないでください。

    事故発生の恐れがあります。

● 異臭・発煙・発火などの異常時は，直ちに電源プラグを抜き，専門の修理技術者

    またはお買上げ先に連絡してください｡

    異常のまま運転を続けると感電，火災の恐れがあります。

● 濡れた手で電源プラグや内部のスイッチを操作しないでください。

    感電の恐れがあります。

● 重いものを乗せたり，加工したり，引っぱったりしないでください。

    破損して，感電や火災の恐れがあります。

● シンナーなどの可燃物や可燃性ガスを本機近くで使用しないでください。

    爆発や火災の恐れがあります。

● 内部にラッカー，ペイント，シンナー，可燃性スプレーなどの可燃物を入れないで

    ください。

    爆発や火災の恐れがあります。

(Ｒ１２３４ｙｆ用冷却ユニット搭載機)

● 修理および廃棄時には，火気を使用しないでください。

　　（可燃性冷媒使用：R１２３４ｙｆ）

● 配管を傷つけたり，破損させたりしないでください。

● この製品を廃棄する場合には，換気装置などのある風通しの良い場所で冷媒を放出

   してください。

   火災の恐れがあります。

１－０２



１. 安全上のご注意

安全上のご注意

注 意
● つぎのような場所に据付けるときは，お買上げ先にご相談ください。

・潮風や腐食性ガスにさらされる場所

・揺れや振動の多い場所

● つぎのような場所に設置するときは，法律に適合しなければなりません。

適合場所が不明なときには，所轄の官庁にご相談ください。

・防災の妨げとなる場所

・消防用設備の周辺

・可燃物や可燃性ガスを扱う場所（ガソリンスタンド等）

・避難用の道路及び施設

● 警告表示類は常に正しく読めるように清掃や貼り替えをしてください。

見にくくなると事故発生の原因になります。

● ６か月に１度及び震度５以上の地震が発生したときは据付け面のがたつきや固定金具

のゆるみなどを点検してください。

異常がある場合は専門の据付け技術者または，お買上げ先へ修理を依頼してください。

不完全な据付け状態のまま使用すると転倒事故の原因になります。

● 清掃するときは，電源を切ってください。

電源を切らずに作業すると感電，火傷，けがの原因になります。

● 排水スイッチのフロートの上昇をさまたげないようにセットしてください。

水もれ事故の原因になります。

● 作業が終了したら，排水バルブは「通常」側に戻してください。

水もれ事故の原因になります。

● 清掃などで取りはずした配管部品(飲料ホースなど)は，元の状態に戻してください。

ホースは１５㎜以上差し込んでください。

水もれ事故の原因になります。

● カセットタンクの水は毎日入れ替えてください。

水が腐敗し，事故の原因になります。

● 湯弁及び温水タンク給水ラインの部品の交換時は電源を切り，温水タンクの湯を抜いて

から行ってください。

湯を抜いた後も温水タンクや止めリングが冷えていることを確認してください。

止めリングは確実に差し込んでください。

火傷や水もれの原因になります。

● 子供だけで使用したり，幼児の手が届く所で使用しないでください。

火傷の原因になります。

● 本機を廃棄するときは，専門の業者またはお買上げ先へ依頼してください。

放置による環境汚染や事故発生の原因になります。

● ２日以上冷水をご使用にならないときは，オートリンス設定等で冷水を出して新しい水に

交換してください。

不適正な日常衛生管理は事故の発生の原因になります。
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１. 安全上のご注意

安全上のご注意

注 意
● 国内で使用する目的で設計されています。

    国外で使用すると，電源電圧が異なり，発火，発煙，焼損の原因になります。

● 次のような場所の機外配管は保護をしてください。

    ・50℃以上の高温部や湯のかかる場所

    ・踏みつける恐れのある場所

    ・ねずみ等にかじられる場所

    配管の破れ等により，液もれの原因になります。

● 電気部品は水や湯をかけたり，洗ったりしないでください。

    感電の恐れがあります。

● 電源容量は必ず機器の定格に合わせてください。

    許容電圧・電流の小さい電源を使用すると，火災の原因になります。

● 電源コンセントは他の製品と共用しないでください。

    延長コードの使用やたこ足配線は，火災の原因になります。

● 電源コードは束ねて使用しないでください。

    発熱して火災や感電の原因になります。

● 電源プラグは１年に１度定期的に点検し，ほこりを拭き取り，根元まで確実に

    差し込んでください。

    ほこりが付着したり，接続が不完全な場合は感電や火災の原因になります。

● 電源コードの被覆が溶けることがありますので熱器具を近づけないでください。

    火災，感電の原因になります。

● 漏電しゃ断器は月に１回以上テストボタンを押して電源が切れることを確認して

    ください。

    切れない場合は専門の修理技術者またはお買上げ先へ修理を依頼してください。

    使用を続けると感電の原因になります。

● 漏電しゃ断器がたびたび動作したときは，専門の修理技術者またはお買上げ先へ

    修理を依頼してください。

    使用を続けると感電や火災の原因になります。

● 内部の動作部に触れないでください。

    けがの原因になります。

● 温水タンク，加熱装置およびその接触部分にさわらないでください。

    高温のため火傷の原因になります。

● 熱湯が出ますのでそそぎ終わるまで手を入れないでください。

    火傷の原因になります。

● テスト販売時，またはリンススイッチを押したとき，給茶ステージに手を入れないで

    ください。

    熱湯が出て火傷の原因になります。

● 排水コック（温水）は排水直後は熱くなりますのでご注意ください｡

    火傷の原因になります。
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２．製品の仕様

仕様表

ＢＨＫ４８０ＲＴ，ＢＨＫ４８０ＲＳ，ＢＨＫ４８０ＲＳＢ，ＢＨＫ４８０ＲＣ

種 類 粉末自動給茶機

形 名 ＢＨＫ４８０ＲＴ ＢＨＫ４８０ＲＳ ＢＨＫ４８０ＲＳＢ ＢＨＫ４８０ＲＣ

外 形 寸 法 （㎜） 幅450×奥行500×高さ845 幅450×奥行500×高さ1500

レベリング脚調整範囲 ５１～６０㎜ ３５～４５㎜

製 品 質 量（㎏） ４４ ６０ ６２ ６５

電　　　　源 単相　１００Ｖ　５０／６０Hz　１５Ａ

給茶機部 １０１３Ｗ

冷水機部 １７３Ｗ／２００Ｗ

ｶｾｯﾄ給水部 ７６Ｗ／８８Ｗ

カセット給水方式

(15L×2)

水送水圧

水送水圧 ：0.075～0.6MPa{0.75～6㎏f／㎝2} :0.2MPa{2㎏f/㎝2}

　　水送給水量：最低１．９Ｌ／分　　　　　　　　 水送給水量

：1.9～2.1L/分

流 量 セ ン サ 有

標　　準 外部排水方式 排水ﾊﾞｹﾂ貯水方式(13L)

オプション 外部排水方式

水フィルター 取付可能（本体背面） ｵﾌﾟｼｮﾝ（殺菌水ﾌｨﾙﾀｰ） 標準（殺菌水ﾌｨﾙﾀｰ）

選 択 ボ タ ン 選択ボタン数：１０

ファンクションボタン ３(熱めボタン，濃いめボタン，ロック解除ボタン)

原料 搬出 方式 スクリュー搬出式

原料 収 容 量 粉末原料：１.０Ｌ（約３００ｇ）×４キャニスタ

給湯口寸法(㎜) 幅３２０㎜ × 奥行１３０㎜ × 高さ１８０㎜

圧　 縮　 機 呼称出力９２Ｗ　全密閉式圧縮機

冷　　　  媒 ＨＦＯ１２３４ｙｆ　封入量：９５ｇ

温水タンク容量 有効容量：７．０Ｌ

ヒ　　ー　　タ １０００Ｗ

湯　　温　　度 標準設定９６℃（１０～９６℃設定可能）

温度過昇防止装置 沸とう防止サーモスタット，過昇防止サーモスタット

制御方式 リモコン制御

簡易設定機能 液量設定，原料増減量設定

表示機能 液晶表示器付き，各種売切，故障表示

リンス機能 オートリンス，手動リンス機能付き

電子カウンタ 累計販売杯数，期間販売杯数

　　　週間予約設定：１日１回曜日毎，毎日設定可能

　　　オートリンス：１日２回曜日毎，毎日設定可能

・排気ファンフィルタアラーム ・３年メンテナンスアラーム

・水フィルタアラーム　　　　　 ・５年メンテナンスアラーム

・冷却ユニットフィルタアラーム ・１０年メンテナンスアラーム

・水槽水アラーム　　　　　

制
　
御
　
装
　
置

アラーム機能

タイマ機能

水道直結方式

給　　　　水

水 槽 容 量 有効容量：４．５Ｌ

定
　
格

排
水

給
茶
機
構

冷
却
装
置

加
熱
装
置

給
　
　
排
　
　
水

消費
電力
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２．製品の仕様

仕様表

ＢＨＫ３８０ＲＴ，ＢＨＫ３８０ＲＳ，ＢＨＫ３８０ＲＳＢ，ＢＨＫ３８０ＲＣ

種           類 粉末自動給茶機

形           名 ＢＨＫ３８０ＲＴ ＢＨＫ３８０ＲＳ ＢＨＫ３８０ＲＳＢ ＢＨＫ３８０ＲＣ

外 形 寸 法 （㎜） 幅450×奥行500×高さ845 幅450×奥行500×高さ1500

レベリング脚調整範囲 ５１～６０㎜ ３５～４５㎜

製 品 質 量（㎏） ４３ ５９ ６１ ６４

電　　　　源 単相　１００Ｖ　５０／６０Hz　１５Ａ

給茶機部 １０１３Ｗ

冷水機部 １７３Ｗ／２００Ｗ

ｶｾｯﾄ給水部 ７６Ｗ／８８Ｗ

カセット給水方式

(15L×2)

水送水圧

水送水圧 ：0.075～0.6MPa{0.75～6㎏f／㎝2} :0.2MPa{2㎏f/㎝2}

　　水送給水量：最低１．９Ｌ／分　　　　　　　　 水送給水量

：1.9～2.1L/分

流 量 セ ン サ 有

標　　準 外部排水方式 排水ﾊﾞｹﾂ貯水方式(13L)

オプション 外部排水方式

水フィルター 取付可能（本体背面） ｵﾌﾟｼｮﾝ（殺菌水ﾌｨﾙﾀｰ） 標準（殺菌水ﾌｨﾙﾀｰ）

選 択 ボ タ ン 選択ボタン数：８

原料 搬出 方式 スクリュー搬出式

原料 収 容 量 粉末原料：１.０Ｌ（約３００ｇ）×３キャニスタ

給湯口寸法(㎜) 幅３２０㎜ × 奥行１３０㎜ × 高さ１８０㎜

圧　 縮　 機 呼称出力９２Ｗ　全密閉式圧縮機

冷　　　  媒 ＨＦＯ１２３４ｙｆ　封入量：９５ｇ

温水タンク容量 有効容量：７．０Ｌ

ヒ　　ー　　タ １０００Ｗ

湯　　温　　度 標準設定９６℃（１０～９６℃設定可能）

温度過昇防止装置 沸とう防止サーモスタット，過昇防止サーモスタット

制御方式 リモコン制御

簡易設定機能 液量設定，原料増減量設定

表示機能 液晶表示器付き，各種売切，故障表示

リンス機能 オートリンス，手動リンス機能付き

電子カウンタ 累計販売杯数，期間販売杯数

　　　週間予約設定：１日１回曜日毎，毎日設定可能

　　　オートリンス：１日２回曜日毎，毎日設定可能

・排気ファンフィルタアラーム ・３年メンテナンスアラーム

・水フィルタアラーム　　　　　 ・５年メンテナンスアラーム

・冷却ユニットフィルタアラーム ・１０年メンテナンスアラーム

・水槽水アラーム　　　　　

定
　
格

排
水

給
茶
機
構

冷
却
装
置

加
熱
装
置

給
　
　
排
　
　
水

消費
電力

制
　
御
　
装
　
置

アラーム機能

タイマ機能

水道直結方式

給　　　　水

水 槽 容 量 有効容量：４．５Ｌ
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２．製品の仕様

仕様表

ＢＨＫ２８０ＲＴ，ＢＨＫ２８０ＲＳ，ＢＨＫ２８０ＲＳＢ，ＢＨＫ２８０ＲＣ

種 類 粉末自動給茶機

形 名 ＢＨＫ２８０ＲＴ ＢＨＫ２８０ＲＳ ＢＨＫ２８０ＲＳＢ ＢＨＫ２８０ＲＣ

外 形 寸 法 （㎜） 幅450×奥行500×高さ845 幅450×奥行500×高さ1500

レベリング脚調整範囲 ５１～６０㎜ ３５～４５㎜

製 品 質 量（㎏） ４２ ５８ ６０ ６３

電　　　　源 単相　１００Ｖ　５０／６０Hz　１５Ａ

給茶機部 １０１３Ｗ

冷水機部 １７３Ｗ／２００Ｗ

ｶｾｯﾄ給水部 ７６Ｗ／８８Ｗ

カセット給水方式

(15L×2)

水送水圧

水送水圧 ：0.075～0.6MPa{0.75～6㎏f／㎝2} :0.2MPa{2㎏f/㎝2}

　　水送給水量：最低１．９Ｌ／分　　　　　　　　 水送給水量

：1.9～2.1L/分

流 量 セ ン サ 有

標　　準 外部排水方式 排水ﾊﾞｹﾂ貯水方式(13L)

オプション 外部排水方式

水フィルター 取付可能（本体背面） ｵﾌﾟｼｮﾝ（殺菌水ﾌｨﾙﾀｰ） 標準（殺菌水ﾌｨﾙﾀｰ）

選 択 ボ タ ン 選択ボタン数：６

原料 搬出 方式 スクリュー搬出式

原料 収 容 量 粉末原料：１.０Ｌ（約３００ｇ）×２キャニスタ

給湯口寸法(㎜) 幅３２０㎜ × 奥行１３０㎜ × 高さ１８０㎜

圧　 縮　 機 呼称出力９２Ｗ　全密閉式圧縮機

冷　　　  媒 ＨＦＯ１２３４ｙｆ　封入量：９５ｇ

温水タンク容量 有効容量：７．０Ｌ

ヒ　　ー　　タ １０００Ｗ

湯　　温　　度 標準設定９６℃（１０～９６℃設定可能）

温度過昇防止装置 沸とう防止サーモスタット，過昇防止サーモスタット

制御方式 リモコン制御

簡易設定機能 液量設定，原料増減量設定

表示機能 液晶表示器付き，各種売切，故障表示

リンス機能 オートリンス，手動リンス機能付き

電子カウンタ 累計販売杯数，期間販売杯数

　　　週間予約設定：１日１回曜日毎，毎日設定可能

　　　オートリンス：１日２回曜日毎，毎日設定可能

・排気ファンフィルタアラーム ・３年メンテナンスアラーム

・水フィルタアラーム　　　　　 ・５年メンテナンスアラーム

・冷却ユニットフィルタアラーム ・１０年メンテナンスアラーム

・水槽水アラーム　　　　　

制
　
御
　
装
　
置

アラーム機能

タイマ機能

水道直結方式

給　　　　水

水 槽 容 量 有効容量：４．５Ｌ

定
　
格

排
水

給
茶
機
構

冷
却
装
置

加
熱
装
置

給
　
　
排
　
　
水

消費
電力
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２．製品の仕様

仕様表

ホット飲料 約８秒／８０mL（粉末）

コールド飲料 約１０秒／８０mL（粉末）（カセット給水時）

・コインメック機構（カップホルダ付）…………………………… (CHA-CMPA)   

・漏水検知装置１（金属，手順書）………………………………… 5FE0C11001300  

・漏水検知装置２（受皿，ﾓｰﾀﾊﾞﾙﾌﾞ，ｾﾝｻ，しゃ断器）…………

・カップテーブル（カセット，置台用）…………………………… 5FE0H57000700  

・排水バケツキット（置台用）………………………………………YDM42X4A804 C01 

・水フィルタキット（置台用）……………………………………… 5FE0W20002400  

・アッパーキャビネット(５oz：２４０個)………………………… (CHA-UPA-W2)  

・耐震金属キット（背面側板金）……………………………………YDM42X4A779 C01 

・耐震金属キット（背面側鎖）………………………………………YDM42X4A780 C01 

・オリフィス…………………………………………………………… 5FE0W57003700  

・排水ホース（卓上時必要）…………………………………………YDM42X4A818 C01 

・外部排水キット（カセット用）…………………………………… 5FE0C14000400  

・冷水配管洗浄用キット……………………………………………… 5FE0C11005500  

・カップディスペンサ………………………………………………… (CP480A)    

・粉砕茶用キャニスタ…………………………………………………YDM42Z4B944 C01 

※　粉砕茶用キャニスタはＢＨＫ３８０，２８０シリーズのみ対応

本仕様は，改良のため予告なく変更することがありますが，ご了承ください。

抽出時間

主要オプション部品
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２．製品の仕様

外形寸法図

ＢＨＫ４８０ＲＴ，ＢＨＫ３８０ＲＴ，ＢＨＫ２８０ＲＴ：卓上形

※　本図はＢＨＫ４８０ＲＴを示します。

側 面 図

正 面 図

背 面 図

２－０５



２．製品の仕様

外形寸法図

ＢＨＫ４８０ＲＳ，ＢＨＫ３８０ＲＳ，ＢＨＫ２８０ＲＳ：床置形

ＢＨＫ４８０ＲＳＢ，ＢＨＫ３８０ＲＳＢ，ＢＨＫ２８０ＲＳＢ：床置形(排水バケツ)

ＢＨＫ４８０ＲＣ，ＢＨＫ３８０ＲＣ，ＢＨＫ２８０ＲＣ：床置カセット給水形

※　本図はＢＨＫ４８０シリーズを示します。

側 面 図正 面 図

背面図(ＢＨＫ４８０ＲＣ)背面図(ＢＨＫ４８０ＲＳ・ＲＳＢ)
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２．製品の仕様

内部構造図
(1)構造図

ＢＨＫ４８０ＲＴ，ＢＨＫ３８０ＲＴ，ＢＨＫ２８０ＲＴ：卓上形

断水ﾗﾝﾌﾟ

排水満水ﾗﾝﾌﾟ

点検ﾗﾝﾌﾟ

選択ﾎﾞﾀﾝ

給湯口

電源ﾎﾞｯｸｽ

温水ﾀﾝｸ

ﾏｽﾀﾎﾞｯｸｽ

ﾘﾓｺﾝ

原料ｼｭｰﾄ 冷却ﾕﾆｯﾄ

ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙ

ﾉｽﾞﾙﾄﾚｲ

排気ﾌｧﾝ

給茶ｽﾃｰｼﾞ 排水皿 排水ｺｯｸ(水槽) 排水ｺｯｸ(温水ﾀﾝｸ)

※　本図はＢＨＫ４８０ＲＴを示します。

扉ｷｰ

水槽

ｷｬﾆｽﾀ

ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ･ｽﾚｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ
(漏電しゃ断器)
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２．製品の仕様

内部構造図
(1)構造図（つづき）

ＢＨＫ４８０ＲＳ，ＢＨＫ３８０ＲＳ，ＢＨＫ２８０ＲＳ：床置形

断水ﾗﾝﾌﾟ

排水満水ﾗﾝﾌﾟ

点検ﾗﾝﾌﾟ

選択ﾎﾞﾀﾝ

給湯口
扉ｷｰ

電源ﾎﾞｯｸｽ
温水ﾀﾝｸ

ﾏｽﾀﾎﾞｯｸｽ

ﾘﾓｺﾝ
冷却ﾕﾆｯﾄ

原料ｼｭｰﾄ

ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙ
ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ･ｽﾚｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

ﾉｽﾞﾙﾄﾚｲ (漏電しゃ断器)

排気ﾌｧﾝ

給茶ｽﾃｰｼﾞ
排水ｺｯｸ(温水ﾀﾝｸ)

排水ｺｯｸ(水槽)

置台
排水皿

※　本図はＢＨＫ４８０ＲＳを示します。

水槽

ｷｬﾆｽﾀ
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２．製品の仕様

内部構造図
(1)構造図（つづき）

ＢＨＫ４８０ＲＳＢ，ＢＨＫ３８０ＲＳＢ，ＢＨＫ２８０ＲＳＢ：床置形(排水バケツ)

断水ﾗﾝﾌﾟ

排水満水ﾗﾝﾌﾟ

点検ﾗﾝﾌﾟ

選択ﾎﾞﾀﾝ

給湯口 扉ｷｰ

電源ﾎﾞｯｸｽ

温水ﾀﾝｸ

ﾏｽﾀﾎﾞｯｸｽ

ﾘﾓｺﾝ

原料ｼｭｰﾄ 冷却ﾕﾆｯﾄ

ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙ

ﾉｽﾞﾙﾄﾚｲ ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ･ｽﾚｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ
(漏電しゃ断器)

排気ﾌｧﾝ

給茶ｽﾃｰｼﾞ 排水ｺｯｸ(温水ﾀﾝｸ)

排水ｽｲｯﾁ
排水ﾊﾞｹﾂｾｯﾄｽｲｯﾁ 排水ｺｯｸ(水槽)

　 

排水皿

※　本図はＢＨＫ４８０ＲＳＢを示します。

水槽

ｷｬﾆｽﾀ

排水ﾊﾞｹﾂ
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２．製品の仕様

内部構造図
(1)構造図（つづき）

ＢＨＫ４８０ＲＣ，ＢＨＫ３８０ＲＣ，ＢＨＫ２８０ＲＣ：床置カセット給水形

断水ﾗﾝﾌﾟ

排水満水ﾗﾝﾌﾟ

点検ﾗﾝﾌﾟ

選択ﾎﾞﾀﾝ

給湯口 扉ｷｰ

温水ﾀﾝｸ

ﾘﾓｺﾝ

原料ｼｭｰﾄ
冷却ﾕﾆｯﾄ

ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙ
ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ･ｽﾚｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

ﾉｽﾞﾙﾄﾚｲ (漏電しゃ断器)

排気ﾌｧﾝ

給茶ｽﾃｰｼﾞ 水ﾎﾟﾝﾌﾟ

排水ｽｲｯﾁ
排水ﾊﾞｹﾂｾｯﾄｽｲｯﾁ 排水ｺｯｸ(温水ﾀﾝｸ)

水ﾌｨﾙﾀ
　 排水皿

排水ﾊﾞｹﾂ 排水ｺｯｸ(水槽)

※　本図はＢＨＫ４８０ＲＣを示します。

水槽

ｷｬﾆｽﾀ

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ式給水ﾀﾝｸ
(ｶｾｯﾄﾀﾝｸ)

ﾏｽﾀﾎﾞｯｸｽ

電源ﾎﾞｯｸｽ
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２．製品の仕様

操作部の仕様
(1)操作部の名称

ＢＨＫ４８０シリーズ

ファンクションボタン ファンクションボタン ファンクションボタン

　(濃いめボタン) (熱めボタン) 　(ロック解除ボタン)

表示ランプ

断水ﾗﾝﾌﾟ(赤)
排水満水ﾗﾝﾌﾟ(赤)
点検ﾗﾝﾌﾟ(赤)

選択ボタン　　 選択ボタン

（コールド飲料１）　 （ホット飲料１）

選択ボタン　　 選択ボタン

（コールド飲料２）　 （ホット飲料２）

選択ボタン　　 選択ボタン

（コールド飲料３）　 （ホット飲料３）

選択ボタン　　 選択ボタン

（コールド飲料４）　 （ホット飲料４）

選択ボタン 選択ボタン

（冷水） （湯）

■ ファンクションボタンの機能（ＢＨＫ４８０シリーズのみ）

ファンクションボタン

濃いめボタン [機能]１３：販売機能設定の｢濃いめ機能｣が｢有効｣時に[機能]０１～０８の

｢濃いめ増加量｣に設定された分量の原料を増加します。

熱めボタン [機能]１３：販売機能設定の｢飲み頃機能｣が｢有効｣時に[機能]０１～０４の

｢飲み頃温｣に合わせて湯，冷水の吐出量を調整します。

本ボタンを押すことで冷水添加を無くし，湯のみで飲料を吐出します。

ロック解除ボタン [機能]１３：販売機能設定の｢チャイルドロック｣が次の設定の際にロック解

除ボタンを押してから選択ボタンを押さないと飲料が吐出されません。

Ｈ＆Ｃ湯：ＨＯＴ飲料１～４，お湯，湯添加してあるＣＯＬＤ飲料１～４

　　　　　は直接販売不可(チャイルドロックＯＮが必要)

ＨＯＴ　：ＨＯＴ飲料１～４，お湯は直接販売不可

オユノミ：お湯は直接販売不可

ムコウ　：直接販売可能
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２．製品の仕様

操作部の仕様
(1)操作部の名称（つづき）

ＢＨＫ３８０シリーズ

表示ランプ

断水ﾗﾝﾌﾟ(赤)
排水満水ﾗﾝﾌﾟ(赤)
点検ﾗﾝﾌﾟ(赤)

選択ボタン　　

（ホット飲料２）

選択ボタン　　

（ホット飲料３）

選択ボタン　　 選択ボタン

（コールド飲料２） （ホット飲料１）

選択ボタン　　 選択ボタン

（コールド飲料３） （コールド飲料１）

選択ボタン 選択ボタン

（冷水） （湯）

ＢＨＫ２８０シリーズ

表示ランプ

断水ﾗﾝﾌﾟ(赤)
排水満水ﾗﾝﾌﾟ(赤)
点検ﾗﾝﾌﾟ(赤)

選択ボタン　　 選択ボタン

（湯） （ホット飲料１）

選択ボタン　　 選択ボタン

（ホット飲料２） （コールド飲料１）

選択ボタン　　

（コールド飲料２）

選択ボタン　　

（冷水）
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２．製品の仕様

操作部の仕様
(2)選択ボタンの機能（例：ＢＨＫ４８０シリーズ時）

・選択ボタン(ホット飲料１～４)，
  選択ボタン(コールド飲料１～４)……選択ボタンを押すと，［機能］01～08，「エキリョウ」設定量

分の飲料を注出します。
・選択ボタン(湯)，(冷水)………………［飲料］36，37にて「レンゾク」に設定すると，選択ボタンを

押している時間だけ湯，または冷水を注出します。
「テイリョウ」に設定すると，選択ボタンを押した時「テイ
リョウジ」に設定した量だけ湯，または冷水を注出します。

各選択ボタンのランプの点灯条件はつぎの通りです。

［点灯条件一覧表］

[機能]１５：「非適温時販売可／不可設定」 ヒテキオンＮＧ ヒテキオンＯＫ

適温時 (※１) 販売ランプ ○ ○

非適温時 (※１) 販売ランプ × ○

カセット給水方式 × ×

(※2) 水道直結方式 ○ ○

排水満水時 販売ランプ × ×

故障時 販売ランプ × ×

リンス中・注出中 販売ランプ △ △

○：点灯，△：点滅，×：消灯
※１：適温，非適温はつぎの表のように設定により，温度条件が異なります。
※２：給水方式の切替えは[機能]２７の設定によります。

選　択　ボ　タ　ン 適　温　条　件

選択ボタン [機能]１３： 湯温≧[機能]０１～０４「ノミゴロオン」設定温度

(ホット飲料１～４) 飲みごろ温有効／無効設定 ＋１４℃

「ユウコウ」設定時

[機能]１３： 湯温≧[機能]１７：適温設定「ユテキオン」設定

飲みごろ温有効／無効設定 温度

「ムコウ」設定時

選択ボタン(コールド飲料１～４) 冷水温(水槽水温)≦[機能]１７：適温設定「レイス

イテキオン」設定温度

選択ボタン(湯) 湯温≧[機能]１７：適温設定「ユテキオン」設定

温度

選択ボタン(冷水) 冷水温(水槽水温)≦[機能]１７：適温設定「レイス

イテキオン」設定温度

(3)表示ランプの機能
表　示　ボ　タ　ン 点　灯　・　点　滅　条　件

断水ランプ 【水道直結方式】

・給水異常を検知した場合に点灯します。

（流量センサが水無しを検知した時）

【カセット給水方式】

・カセットタンク内に水が無い場合や給水異常を検知した場合に点灯します。

（流量センサが水無しを検知した時）

排水満水ランプ ・排水検知スイッチにて排水バケツの満水を検知した場合点灯します。

・排水バケツを正しい位置にセットしていない場合点灯します。

点検ランプ ・各種アラームが発生している場合に点灯します。

・各種故障発生時に点滅します。

※ 売切・故障によるランプの点灯／点滅の詳細は「売切内容一覧表」と

「故障モニタ一覧表」を参照してください。

販売ランプ断水時
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２．製品の仕様

原理図

※　本図はＢＨＫ４８０シリーズを示します。
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３．据付け

設置・立上げの作業手順

設置・立上げに必要な作業内容と作業順序を示します。作業の詳しい内容は本文をごらんください。

作業順序Ｎｏ． チェック欄：作業が完了したら「∨」印を入れてください。

１ ２ ３
据付場所の選定 製品の形式確認 製品上下の連結

輸送テープの取外し （卓上形以外）
●環境条件
●振動のない水平なところ ●レベリング脚の取付け ●給茶機本体とキャビネット
●製品の周囲スペース ●原料シュートの取付け ●カプラ接続
（３－０２ページ） （３－０３，０４ページ）

６ ５ ４
電源ＯＮ 電源・アースの接続 給・排水管の接続

(1)給水配管の接続
●漏電しゃ断器ＯＮ ●専用コンセントへ ●水道直結方式
（４－０１ページ） （100V±10V，15A） ●カセット給水方式

　●アースの取付け (2)排水配管の接続
　（３－０８ページ） ●外部排水方式

●排水バケツ貯水方式
（３－０４～０７ページ）

７ ８ ９
制御の立上げ 本機への給水 配管洗浄

(1)給水方式の設定(機能27) (1)温水タンクが沸くまで待つ｡
(2)現在時刻の設定(ﾀｲﾏ01) (1)カセットタンクへの給水 (2)リンスキーを押して配管内
(3)排気ﾌｨﾙﾀｱﾗｰﾑの設定(ﾀｲﾏ27) (2)［給水］キーを押す 　 を洗浄します。
(4)水ﾌｨﾙﾀｱﾗｰﾑの設定(ﾀｲﾏ28) 　（４－０３ページ） (3)温水タンクのバルブを開く｡
(5)水槽水ｱﾗｰﾑの設定(ﾀｲﾏ29) (3)食衛売切ホールドの解除 （４－０３ページ）
(6)冷却ﾕﾆｯﾄﾌｨﾙﾀｱﾗｰﾑの設定    リモコンの[食衛リセット]

  （ﾀｲﾏ30）    キーを押して解除

12 11 10
飲料を出す 標準データを変更 原料の充てん

(1)売切表示及び動作の確認 ●液量設定切換（機能12）
　　をします。 ●流量調整テスト(機能09) ●粉末原料
(2)確認を終了したら一度排 ●飲料設定(機能01～08) （４－０４ページ）
　 水皿や排水タンクの水を ●週間予約設定(ﾀｲﾏ02～09)
　 捨ててください。 ●ｵｰﾄﾘﾝｽ開始時刻設定

(ﾀｲﾏ10,12～18) など

変更する
変更しない

標準データ

以上で作業完了です。
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３．据付け

据付け場所

この自動給茶機は　屋内設置専用　につくられてい
ます。
設置・据付けについては，つぎの点にご注意くださ
い。据付けは販売店に依頼してください。

(1)据付け場所の選定

◆ 環境条件の悪い所は避けてください。

① 通路や防災機器(消火栓等)を使用するのにじゃ
　 まになる場所には据付けしないでください。

② 直射日光の当たる場所や，熱器具のそばには据
　 付けしないでください。

③ 水がかかるところ。

④ 給排水が不便なところ。

⑤ 周囲温度が３５℃以上になったり,５℃以下に
　 なったりするところ。

[！] 環境の悪いところでは，表示類の変色，塗
装の劣化，部品の腐食などを早めます。
また３５℃以上になると冷却能力が低下し，
故障の原因となります。

◆ 振動のない水平なところに据付けてください。

① 傾斜がある床や弱い卓上は避け，振動のない所
　 に据付けてください。

② 製品の傾きは前後左右１°以内になるように設
　 置してください。

[！] 製品の傾きは，扉下がりや製品の転倒およ
び誤動作の原因となることがあります。

◆ 製品の周囲のスペース

① 製品の背面および上面は１０㎝以上，左側面は
　 １５㎝以上必ずあけてください。
　 配管を行う上で必要です。
　 また冷水機の通風や吸気フィルタの取付け，取
　 りはずしのために必要です。

[！] スペースが確保されない場合は，冷却不良
を起こす原因となることがあります。

② オプション部品のカップホルダを取付ける場合，
　 取付側の側面は１０㎝以上あけてください。
　 

◆ 標高の高い所に設置するとき

① およそ６００ｍの高度で沸点が１℃下がるため，標高の高い所で温水設定を高めにすると沸騰する
恐れがあります。標高に合った設定温度でご使用ください。
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３．据付け

製品の据付け作業
(1)製品の形名がご希望のものか確認します

用途により組み合わせが異なりますので，据付け前に形名をチェックしてください。

ＢＨＫ４８０ＲＴ ＢＨＫ４８０ＲＳ ＢＨＫ４８０ＲＳＢ ＢＨＫ４８０ＲＣ

形　　　 名 ＢＨＫ３８０ＲＴ ＢＨＫ３８０ＲＳ ＢＨＫ３８０ＲＳＢ ＢＨＫ３８０ＲＣ

ＢＨＫ２８０ＲＴ ＢＨＫ２８０ＲＳ ＢＨＫ２８０ＲＳＢ ＢＨＫ２８０ＲＣ

構 成 名 称 卓上形 床置形 床置形(排水ﾊﾞｹﾂ) 床置カセット給水形

給 水 方 式 水道直結方式 水道直結方式 水道直結方式 カセット給水方式

排水 標　　　準 機外排水方式 機外排水方式 排水バケツ方式 排水バケツ方式

方式 オプション － － － 機外排水方式

(2)カプラの接続

BHK480RT・BHK380RT・BHK280RT：卓上形

給茶機本体の配線の収納が必要です。

① 給茶機下部よりの配線を機内に収納し，付属の
シールにて穴をふさぎます。

配線を穴の中にまとめる

BHK480RC・BHK380RC・BHK280RC：床置ｶｾｯﾄ給水形

給茶機本体と置台（カセット給水機側）の配線の接
続が必要です。

① 給茶機下部よりの配線に接続されている白６Ｐ
の短絡カプラをはずします。

② 短絡カプラをはずした配線を置台よりの配線と
接続します。

[！] 配線がポンプに接続しないよう，置台側のク
ランプにてまとめてください。

BHK480RSB・BHK380RSB・BHK280RSB：床置形（排水ﾊﾞｹﾂ）
給茶機

置台
(ｶｾｯﾄ給水機側)

短絡ｶﾌﾟﾗをはずし,
置台側からの白6P
ｶﾌﾟﾗに接続する

給茶機

ｼｰﾙ

３－０３



３．据付け

製品の据付け作業
(3)製品上下の連結（給茶機との連結）

BHK480RS・BHK380RS・BHK280RS：床置形

BHK480RC・BHK430RC・BHK280RC：床置ｶｾｯﾄ給水形

① 給茶機を置台の上に乗せ，置台内部の連結部と給
　 茶機底面をねじで固定してください。
　 置台の連結部(２ヶ所)とねじ(４×10 ２本)で連
　 結します。

② 背面より付属の連結板(１個)とねじ(４×10 ４本)
　 で連結します。

③ 給茶機背面に転倒防止板を取付け，壁面に固定し
　 ます。 （正面） （側面） （背面）

(4)給水配管の接続

BHK480RT・BHK380RT・BHK280RT：卓上形 床置形の場合

◆　水道直結方式（卓上形）

① 給水口はＧ１／２，排水口はＧ３／４になってい
　 ます。位置については外形寸法図にてご確認くだ
　 さい。（２－０５～０６ページ）
　 
② 給茶機の近くに必ず専用の止水栓を取り付けてく
　 ださい。

[！] より美味しく，安心して飲んでいただく為に水
フィルターの取付けをお勧めします。

BHK480RS・BHK380RS・BHK280RS：床置形　　

◆　水道直結方式（床置形）

① 卓上形と同じ方法で配管の接続を行ってください。

給水配管工事上のご注意

[！] 水道直結方式の場合で水圧が０．３MPa｛３㎏f／㎝2｝以上の場合は必ずジョイント（オリフィス）
を取付けてください。水圧が高いと水漏れの恐れがあります。
水圧を測定する器材が無い場合，簡易的に水圧を測定する方法として，冷水連続出し釦と
５オンスカップを利用し，測定することができます。
［簡易測定方法］
・必要部材　　　５オンスカップ，ストップウォッチ
・方法
　給茶機にジョイントを接続しない状態で冷水連続出し釦を連続押しして５オンスカップから
　溢れる時間を測定してください。６秒以内に溢れるなら水圧は０．３Mpa｛３㎏f／㎝2｝以上
　ですので，ジョイント（オリフィス）を取付ける必要があります。

① 給水する水は水道法による公営水道を使用してください。それ以外の水を使用する場合は水道法に
　 定める水質基準以上の水を使用してください。

② 水道水圧は最低0.075MPa{0.75㎏f/㎝2}です。また最高水圧が0.6MPa{6㎏f/㎝2}を越える場合は減圧
　 弁を取り付けてください。

③ 水道給水量は機械入口にて最低１．９Ｌ／分必要です。

④ 水道配管工事は水道局の指定工事店に依頼して行ってください。

BHK480RSB・BHK380RSB・BHK280RSB：床置形(排水ﾊﾞｹﾂ)

BHK480RSB・BHK380RSB・BHK280RSB：床置形(排水ﾊﾞｹﾂ)

給水口
(G1/2)

給水配管

止水栓

ｼﾞｮｲﾝﾄ
(ｵﾘﾌｨｽ)

給茶機

置 台

連結部(前)×2ｹ所 連結板(後)

転倒防止板

３－０４



３．据付け

製品の据付け作業
(4)給水配管の接続（つづき）

BHK480RT・BHK380RT・BHK280RT：床置ｶｾｯﾄ給水形

◆　カセット給水方式

① 右図のようにカセット給水部に付属されているフ
レキシブルパイプの曲げてある方の接続部を背面
右側の丸穴から水フィルタの出口側に接続します。

② フレキシブルパイプのもう片側の接続部を給茶機
側の給水口に接続します。

[！] ①②の接続には，付属の平パッキンを忘れ
ずに挿入してください。

[！] フレキシブルパイプ取付時,接続部から２０㎜の範囲では曲げないでください。
接続部付近で無理に曲げると水漏れの恐れがあります。

[！] フレキシブルパイプを取り回す際の曲げはＲ５０㎜程度にして大きく取り回してください。
曲げが小さいとパイプが破損し，水漏れの恐れがあります。

殺菌水フィルタの取付け

〈カートリッジの取りはずしかた〉

① レバーを最後まで起こしてください。

② カートリッジを左へ回します。

③ カートリッジを下方向に引き抜いてはずしてくだ
　 さい。

〈カートリッジの取り付けかた〉

① ヘッドカバーを片手で押えながらヘッドカバーの
　 ラベルにカートリッジの凸部を合わせて，凸部が
　 見えなくなるまでカートリッジを強く垂直に差し
　 込みます。

[！] カートリッジを斜めに無理に差し込むと，カー
トリッジの先端のプラスチック部やＯリングが
損傷し水の漏れる恐れがあります。

② カートリッジを右方向に止まるまで回します。
　  (９０°)

③ レバーを止まるまで下に降ろします。
　 バルブが開き，通水します。

[！] レバーを降ろす位置がヘッドカバーの上に当
たるようでしたら，カートリッジのかん合が悪
い状態ですので再度行ってください。

給水口

給茶機

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ
ﾊﾟｲﾌﾟ

右の穴
を通す

ｶｾｯﾄ給水部
水ﾌｨﾙﾀ出口側

ﾚﾊﾞｰ

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

ﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰのﾗﾍﾞﾙ

凸部

ﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ
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３．据付け

製品の据付け作業
(5)排水配管の接続

BHK480RT・BHK380RT・BHK280RT：卓上形

◆　外部排水方式

① オプションの排水ホース（１ｍ）を差し込んで
　 ホースバンドで取り付けてください。

② 建屋側への排水配管に排水ホースを差し込んで
　 ください。
　 この時，排水ホースがはずれないように固定し
　 てください。

排水皿

[！] 排水する方向に応じて排水皿の前後を入れ 排水配管

換えてください。

[！] 排水配管工事は，配管工事専門の業者に
依頼して規定の配管を行ってください。 排水皿

BHK480RS・BHK380RS・BHK280RS：床置形 排水受け

◆　外部排水方式 排水口

① 給茶機本体と置台を連結していただければ右図 排水ﾎｰｽ
　 の状態で使用できます。

② 排水口のねじ部にシールテープを巻いて，付属
　 の給水せんエルボを取り付けてください。

③ 建屋側への排水配管を行ってください。
　 この時，必ずトラップを設けてください。 排水口
　 使用配管は呼び20以上の管を使用してください。 G3/4（給茶機用）
　 給茶機

[！] 排水配管工事は，配管工事専門の業者に
依頼して規定の配管を行ってください。

置台

ﾄﾗｯﾌﾟ

建屋排水配管へ

ｴﾙﾎﾞ

500
50

ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ

排水ﾎｰｽ
(1m)
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

接続
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３．据付け

製品の据付け作業
(5)排水配管の接続（つづき）

BHK480RC・BHK480RC・BHK480RC：床置ｶｾｯﾄ給水形 排水皿

◆　排水バケツ貯水方式
排水ﾎｰｽ

① 排水皿に付属の排水ホースを差し込んで取付け
てください。

排水ﾊﾞｹﾂ
② 排水ホースが排水バケツに確実に入るように角

度に注意して取付けてください。

排水皿

排水ﾎｰｽ

ﾊﾞｹﾂｾﾝﾀ

排水ﾊﾞｹﾂ

BHK480RSB・BHK480RSB・BHK480RSB：床置形(排水ﾊﾞｹﾂ)
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３．据付け

製品の据付け作業
(6)電源の接続

① 電源は必ず専用回路からとってください。

② 電源は必ず専用コンセント（単相100V±10V，電
　 流容量15A以上）からとってください。
　 お使いになる前や使用中は電源コードを点検し
　 てください。

[！] 接続が緩んだり，痛んだまま使用しますと感
電，火災，やけどの原因になります。

[！] タコ足配線はしないでください。
火災，電圧降下の原因となります。

(7)アース線の接続

アースは万一の感電事故を防ぐためのものです。
安全のため必ず取り付けてください。

[！] ガス管や水道管には絶対アースしないでくだ
さい。

アース工事はお買い上げの販売店または電気工事
店にご依頼ください。

[！] 床置形及び床置カセット給水形は製品の上 ｱｰｽ端子

下連結金具をネジにて必ず固定してください。
固定がしっかりされていないと置台側の漏電
事故が発生する恐れがあります｡

(8)こんなことにもご注意ください

◆ 感電にご注意ください

① 製品に直接水をかけないでください。
　 感電する恐れがあります。
　 また故障の原因になります。

② 感電するおそれがありますので，内部の電気装置
　 や配線をさわる場合は漏電しゃ断器を切って運転
　 を中止し，電源プラグを抜いてから行ってくださ
　 い。

◆ やけどにご注意ください

① 全選択ボタンの抽出中ランプが点滅しているとき
　 はオートリンス中です。
　 熱湯が出ますので，給湯口に手を入れないでくだ
   さい。

② 湯，冷水または飲料を出すときは，カップをスノ
コに正しく置いてから選択ボタンを押してくださ
い。

　 不用意に手を入れると熱湯がかかります。

ｱｰｽ付
ｺﾝｾﾝﾄ

ｱｰｽ端子

機械背面

ｱｰｽ線
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３．据付け

製品の据付け作業
(9)転倒防止用鉄板を使用する場合

①本機の前脚から転倒防止用鉄板端面までの寸法（Ａ寸法）は(10)｢据付け仕様」を参照ください。

②転倒防止用鉄板は裏表紙に掲載してある最寄りの弊社サービス機関窓口にご用命ください。

(10)据付け仕様 床置形・床置ｶｾｯﾄ給水形

商品なし 商品満載 Ａ寸法（㎜）
Ｇ ： 製品質量 ㎏ 66  前転倒角度15度を満足   Ａ寸法  ：  45
ｈ ： 重心高さ ㎜ 906 するための寸法 Ａ0   鉄板型式： 900型
ＣＤ ： 重心から前側の脚の  地階および１階   Ａ寸法  ： 244

中心部までの距離 ㎜ Ａ１＝0.5ｈ－Ｃ   鉄板型式： 900型
ＣＷ ： 重心から左側の脚の  ２階以上   Ａ寸法  ： 570

中心部までの距離 ㎜ Ａ２＝0.86ｈ－Ｃ   鉄板型式： 1300型
ＤＰＤ ： 前後の脚の距離 ㎜ 420  最上階および屋上  据付施工は
ＤＰＷ ： 左右の脚の距離 ㎜ ＡＵ＝２ｈ－Ｃ   　    別途協議
h’ ： 面中心の高さ ㎜ 776.5 ●Ｃは前倒れに対するＡ寸法としてＣ＝ＣＤ

Ｈ×Ｗ×Ｄ　：　外形寸法 ㎜ 1500× 450× 500  　で算出しています。後倒れ・横倒れによる
●Ａ，ｈ，ｈ'は最大高さとなるﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｽｸﾘｭの高さを    危険が想定される場合は別途計算するか，
　４４㎜にしたときの値です。  　当社にご相談ください。
　また商品満載時の質量は，最大質量の商品を装填した ●Ｗ＞Ｄの場合，ＣＷおよびＤＰＷは省略する

　ものです。ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｽｸﾘｭを縮めた場合や転倒防止用鉄 　 場合があります。
　板(おもりの搭載)を使用した場合は重心高さが改善さ ●鉄板型式の記号は据付基準マニュアル参照｡
　れるため別途計算してください。Ａ寸法は設置条件に Ａ0は，扉開などの最悪条件下での電安法の

 合せて別途計算し，適切な設置をしてください。 前転倒角度を満足するためのＡ寸法です。
●本機内におもり等を用いてＡ寸法を改善する際には，
　扉を開いたときの前倒れには十分な注意をしてくださ
  い。

※下記は上表の“商品満載”時のデータにて算出しています。
必要となる据付の概要（地震力により本機脚部に生じる地上面における引張荷重について）
後側脚部について（前方転倒への対応）

・固定金具　　× 1 枚
（固定金具の引張荷重 ⇒　１枚　： 389 [N])
・M10あと施工アンカー： １ 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 40 ㎜以上
　M12あと施工アンカー： １ 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 50 ㎜以上
（アンカーの引張荷重　⇒　１本 ： 778 [N])

前側脚部について（後方転倒への対応）
・固定金具　　× 1 枚
（固定金具の引張荷重 ⇒　１枚　： 389 [N])
・M10あと施工アンカー： １ 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 40 ㎜以上
　M12あと施工アンカー： １ 本　　⇒　最小へりあき寸法 　： 50 ㎜以上
（アンカーの引張荷重　⇒　１本 ： 778 [N])

　※固定金具とあと施工アンカーの必要数量が異なるときは多い方の数に合わせています。
基本的には4箇所固定を推奨します。

208 199

420

209

81
932

232

ＤＰＷ

ＣＤ

ＤＰＤ

Ａ

設置面

重心

Ｇ

Ｄ

後

側面

ｈ

Ｈ前Ｈ１

設置面

Ｗ

重心
Ｇ

Ｃw

正面

ｈ’

面中心
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４．販売準備

製品の立上げ作業
(1)電源の投入

① 漏電しゃ断器のレバーをＯＮ側にします。

(2)制御の立上げ

① ［機能］27：給水方式の設定を行います。

② ［タイマー］01：現在年月日の設定を行います。

　　(6-22,23ページ参照)

③ ［タイマー］27：排気フィルタアラームの設定を
　 行います。

④ ［タイマー］28：水フィルタアラームの設定を行
　 います。　 (6-28ページ参照)

⑤ ［タイマー］29：水槽水アラームの設定を行いま
す。

⑥ ［タイマー］30：冷却ユニットフィルタアラーム
　 の設定を行います。

⑦ ［タイマー］10：オートリンス設定を行います。
（6-26ページ参照）

【お勧めの設定例】

夜間販売を休止しているロケーションにつきましては，販売終了後と販売開始前にオートリンスを
設定して頂くとより衛生的にご使用頂けます。

【オートリンス設定時の排水量について】

２回／１日まで設定可能です。
※１回当たりの排水量は，下記の排水量となりますので，極端に排水量が多くなることはありま
 せん。

排水量（オートリンス１回分)：標準データの吐出量（１４０ｍＬ）
ＢＨＫ４８０系（４フレ）⇒約６００ｍＬ
ＢＨＫ３８０系（３フレ）⇒約４５０ｍＬ
ＢＨＫ２８０系（２フレ）⇒約３００ｍＬ

[！] 原料の種類・吐出量や飲料の販売設定（撹はんの設定等）によっては，販売が終了した時点
でミキシングボール内に少し飲料が残る場合があり，その状態で放置された場合，ミキシング
ボールの撹はんが不十分となり，放置後の飲料が薄くなることがありますので，オートリンス
の設定をお勧めします。

ＯＮ

ＯＦＦ
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４．販売準備

製品の立上げ作業
(3)カセットタンクの水の補給方法

① ジョイントのツメを押しながら，カセットタンク
   のコネクタより取りはずします。

② カセットタンクを引き出してください。 ｼﾞｮｲﾝﾄ

③ タンクキャップを回転させ，取りはずしてくださ
   い。 ｺﾈｸﾀ

④ 別の容器で水を補給してください。

[！] 水は必ず左右両方のタンクに満水になるま
で補給してください。

⑤ 補給後，タンクキャップを取付け，機械内にカ
   セットタンクを入れてください。

⑥ コネクタを取付けてホースのくびれがないか，確
   認を行ってください。

[！] ・カセットタンクの水は，毎日交換してください。
・水フィルタの交換は，定期的に行ってくださ
  い。
・カセットタンクには，絶対に湯を入れないで
  ください。（水温３５℃以下） ｼﾞｮｲﾝﾄ

[！] カセットタンクは必ず２個とも水を入れ，コネ
クタを接続してください。 ｸｲｯｸｺﾈｸﾄ
片側が空の状態，又は接続していない状態 ｶｾｯﾄﾀﾝｸ
ですと給水できません。 給水ﾎｰｽ

満水時の水位

3
㎝

ﾀﾝｸｷｬｯﾌﾟ

給水ﾎｰｽ

ﾂﾒ
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４．販売準備

製品の立上げ作業
(4)給水のしかた

給水ランプ点滅時には機内への給水が必要です。
つぎの手順で行います。

① リモコンの[給水]キーを押します。
   温水タンクへの給水が開始されます。

② 断水ランプが点灯していてカセットタンク内に水
　 が残っていない場合は水を補給し，再度[給水]
　 キーを押してください。

③ 温水タンクの水量が適量になりますと水槽への給
   水に切替わります。

◇ 温水タンクが運転し，注出可能になるまで約30
分かかります。（水温15℃時）

④ 水槽の水量が適量になりますと，給水は自動的に
   停止します。

⑤ 冷水が出てくるまで選択ボタン(冷水)を押して配
   管内に給水します。

[！] 水ポンプ動作中にカセットタンクの水がなく
なると３秒間程度，水ポンプが空運転します
が異常ではありません。

[！] 据付け後，初めての運転時にポンプ内が
乾燥していて水をくみ上げない場合がありま
す。
その場合は１本の給水タンクを持ち上げ給水
するか，フィルタをはずし，フィルタヘッド下側
をバケツ等で受けて，ポンプ内に通水を行っ
てください。 [食衛ﾘｾｯﾄ]ｷｰ

一度ポンプ内に水が通ると水で濡れている
状態が持続され，その後はポンプ能力が上
がり，正常に給水されます。

(5)食衛売切ホールドの解除

リモコンの[食衛リセット]キーを押して，湯の食衛売切ホールドを解除してください｡

◇キーを押すと食衛ランプが消え，温度により食衛売切を解除するか，もしくは解除予約します。

[！] 食衛売切ホールドの解除をしないと，売切動作のままで販売ができません。

[！] 本機設置作業後に再度，食衛売切ホールドが発生した際は，一度温水タンク内の湯を全て
抜いて新しく給水してから[食衛リセット]キーを押してください。

[給水]ｷｰﾘﾓｺﾝ

ｶｾｯﾄ給水ﾗﾝﾌﾟ

食衛ﾗﾝﾌﾟ
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４．販売準備

製品の立上げ作業
(6)配管洗浄

出荷時に実施しておりますが，臭い取り，配管の洗
浄のために行ってください。

① 温水タンクを設定温度まで沸かします。

② 温度が設定温度に達したら，選択ボタンを押し
　 コップ４～５杯分の湯を出して配管内の洗浄を
　 する作業を全部の選択ボタンでくり返し行って
　 ください。

③ 漏電しゃ断器をＯＦＦし，温水タンクの排水コッ
　 クを開いて，湯を捨ててください。

④ 再度，漏電しゃ断器をＯＮし，(4)項の給水のし
　 かたにより再給水してください。

[！] 排水満水，温水タンク低水位のときは，選択
ボタンを押しても動作しません。

ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙ
排水ｺｯｸ(温水ﾀﾝｸ)

(7)原料の充てん
ｷｬﾆｽﾀふた

① キャニスタのふたをあけて，原料を上から静かに
　 入れてください。
　 （ふたにはストッパが付いています。）

原料
② 飲料設定キー長押しで原料連続出しモードになり
　 ます。連続出ししたい原料№の数字キーを押して
　 ください。
　 数字キーを押している間連続出しを行いますので
　 キャニスタの吐出口まで原料を充てんしてくださ
   い。

[！] 原料は無理に詰め込みますと，内部で固まっ
て出なくなることがあります。

ｷｬﾆｽﾀ
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４．販売準備

製品の立上げ作業
(7)原料の充てん（つづき）

キャニスタ配列
[！] 各キャニスタと選択ボタンの関係は右図のよ

うになっています。まちがいのないように入
れてください｡

[！] 原料補給量は１～２日分の量としてください｡
長時間入っている原料は固まりやすくなりま
す。 粉末1 粉末1

[！] 原料が外にこぼれないように入れてください｡ 粉末2 粉末2

[！] 原料投入後は必ず，リンスを行ってください。 粉末3 粉末3

こぼれた原料がミキシングボール内に残っ
ていると固着の原因になります。 粉末4 粉末4

[！] リンス中は熱湯が出ますので給茶ステージ 冷水 湯

に手を入れないでください。

◇ 原料固着防止のため夜間や休日でも電源をＯＦＦ
   しないでください。
   やむをえず電源をＯＦＦする場合は原料を１度キ
   ャニスタより別の袋に移し，吸湿しないよう保管
   ください。

粉末2

粉末1
粉末3

冷水 湯

湯

(8)飲料を出す 粉末2

粉末1
① 給湯ステージにカップを置きお好みの選択ボタ
   ンを押してください。 冷水

[！] 上記設定終了後，再度ＨＯＴ飲料を販売する場合には配管およびタンク内洗浄のため，温水タ
ンクを一度加熱(温調温度設定：９６℃)し，温水タンク内の湯をすべて排出してから，ご使用くだ
さい。

[！] ＢＨＫ４８０シリーズは，集合ノズルトレイ構造により１口での販売となっています。
短い間隔でカップ等の容器をノズルの下に置いた場合，前回販売された飲料の後ダレが容器
内に滴下する場合があります。

※特定アレルギー物質を含む商品の併売は行わないでください。

粉
末
１

 ■ BHK480ｼﾘｰｽﾞ

 ■ BHK380ｼﾘｰｽﾞ

 ■ BHK280ｼﾘｰｽﾞ

粉
末
１

粉
末
３

粉
末
２

粉
末
１

粉
末
２

粉
末
４

粉
末
３

粉
末
２
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４．販売準備

流量調整

冷水，湯，原料の流量調整は，リモコン操作と弁調整で行います。ここでは，おもに，原料ごとの流量
測定と弁調整について説明します。

(1)冷水，湯の流量調整テスト
湯弁の配置

① リモコンの［機能］09で流量調整テストを行い，
   湯や冷水を一定時間吐出します。

② ノズルからの湯または冷水をメスシリンダで受け， 温水タンク
   流量を測定します。 湯

③ 流量が許容範囲内であれば，データをリモコン入
   力します。この場合は，弁の調整はいりません。 ﾎｯﾄ飲料4 ﾎｯﾄ飲料1

   
④ 湯の場合，流量が許容範囲をはずれたときは，原
   料ごとに弁の調整をします。

ﾎｯﾄ飲料3 ﾎｯﾄ飲料2

⑤ ①～④を繰り返し，流量調整します。

[！] 冷水の流量調整は約４℃以下になってから
行ってください。

＜流量の許容範囲＞

原      料 基準値 許容範囲 吐出時間

mL mL

ホット１湯 150 145～155 5.0秒

ホット２湯 150 145～155 5.0秒 湯

ホット３湯 150 145～155 5.0秒 湯弁

ホット４湯 150 145～155 5.0秒

お      湯 150 145～155 5.0秒 増 減

冷      水 140 － －

(2)湯弁の調整

① 湯弁の調整ねじを回して，湯の流量調整をしま
　 す。

調　整　の　目　安

湯弁 調整ねじ１回転で約３０ｍＬ

調整ねじ

※　本配置はＢＨＫ４８０シリーズを示します。
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４．販売準備

流量調整
(3)粉系原料の流量調整テスト

① あらかじめ，キャニスタ吐出口から原料を直接受
   けるための容器（紙カップなど）と，はかりを用
   意します。

② 原料シュートを取りはずします。

③ リモコンの［機能］09にて流量調整テストを行い，
   原料を10秒間吐出します。

④ 吐出した原料調整量を測定します。

⑤ ③・④を数回行い，平均吐出データを求めます。

⑥ 平均吐出データをリモコン入力します。

⑦ 以上の手順を粉系原料全部について行います。

原料吐出口

容器(紙ｶｯﾌﾟなど)

ｷｬﾆｽﾀ
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４．販売準備

オプション
(1)コイン販売機構

◆ 仕　様

形 式 ＣＨＡ－ＣＭＰＡ

製 品 質 量 １２㎏

形　　式 ＦＥＶＴ４５１

使用硬貨 １０円・５０円・１００円・５００円

価格設定範囲 １０円～９９０円(１０円毎に設定可)

硬貨保留枚数 　１０円 約９０枚

　５０円 約７２枚

１００円 約７７枚

５００円 約６８枚

◆ 販売可否表示

・コイン投入後選択ボタンの抽出中ランプが点灯 ……………… 販売可能
・コイン投入後選択ボタンの抽出中ランプが点灯しない ……… 販売不可

◆ リモコン設定

［機能］９１「コインメック有り／無し設定」を「コインメック有り」に設定し，［機能］９９
「販売価格設定」の設定が必要です。

コ
イ
ン
メ
カ
ニ
ズ
ム
仕
様
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５．定期的清掃と点検

清掃周期と清掃箇所

販売商品の衛生管理及び製品機能の保持のため，機械などのお手入れを定期的に行うことが必要です。
つぎのお手入れを実施してください。

周　　期 箇　　所 周　　期 箇　　所

(1)毎日 ●飲料回路 (3)１か月 ●キャニスタ
●排水皿，排水バケツ ●カセットタンク
●給茶ステージ， ●温水タンク
　ノズルトレイ ●冷却ユニットフィルタ
●本体の内外部の汚れ ●排気ファン

●排気トレイ

(2)毎週 ●原料シュート (4)６か月 ●水槽
●ミキシングボール ●殺菌水フィルタ
●排気ファンのフィルタ ●湯弁

(5)販売を長期間 (1)～(4)を全て行う
　　　停止する場合

基本的な洗浄殺菌の手順

原料，飲料，カップとふれる部品は，常に清浄にしなければなりません。これらの部品を洗浄するとき
は，次の手順で行ってください。

① 洗浄しようとする部品を水洗いします。

② 洗浄剤を投入した容器内で，充分ブラシ洗浄し
　 た後簡単に水洗いします。

③ 殺菌性洗浄剤の溶液中に10分間浸漬します。

④ 殺菌性洗浄剤が完全になくなるまで水道水で充
　 分水洗いします。

⑤ 乾燥を必要とする部品（キャニスタなど）は乾
　 いた布で水分を拭き取った後，充分乾燥してく
　 ださい。

◇ 洗浄剤，殺菌性洗浄剤はつぎのものをご使用く
   ださい。

市 販 の 洗 浄 剤 市販の殺菌性洗浄剤
食器洗い用の中性洗剤 ピューラックス－Ｓ

クリンクロンＳ２
など

洗浄剤

殺菌性洗浄剤
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５．定期的清掃と点検

毎日のお手入れ
(1)飲料回路

① リモコンのリンススイッチを２秒間以上押してく
　 ださい。

② 湯リンスにてミキシングボールラインの飲料回路
　 を洗浄してください。

[！] 清掃を怠りますと廃液の悪臭が販売飲料に
移ったり，カビが発生することがありますの
で，常に清潔にしてください。

[！] リンス中は熱湯が出ますので給茶ステージ
に手を入れないでください。

(2)排水皿，排水バケツ
排水皿

① 排水検知スイッチのフロートを外してください。

② 排水皿，排水バケツを外に取り出して，廃液を捨
　 ててください。

③ 排水皿，排水バケツを水道水にて水洗いします。

④ 排水皿，排水バケツを元の場所に戻し，必ず排水
　 検知スイッチのフロートを中に入れてください。

[！] 清掃を怠りますと廃液の悪臭が販売飲料に
移ったり，カビが発生することがありますの
で，常に清潔にしてください。

[！] 廃液がこぼれますので排水皿や排水バケツ
は抽出排水中に抜かないでください。 排水ﾊﾞｹﾂ

[！] 排水バケツを取り出す際に排水検知スイッチ 排水検知ｽｲｯﾁ

のフロートのひもを引っ張らないようにしてく
ださい。
故障の原因となります。

[！] 排水バケツを元の場所に戻した際に排水検
知スイッチが正常なセット状態になっている
か確認してください。

排水ﾊﾞｹﾂ ﾌﾛｰﾄ

排水検知スイッチの正常なセット状態

ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙ ﾉｽﾞﾙﾄﾚｲ

ﾘﾓｺﾝ
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５．定期的清掃と点検

毎日のお手入れ
(3)給茶ステージ・ノズルトレイ

① ノズルトレイごと給茶ステージを取りはずしま
   す。

② スノコを取り出します。

③ ふたの右のレバーを広げ，給茶ステージよりノ
   ズルトレイごと取りはずします。

④ ふたの爪２箇所を持ち上げ，ノズルトレイを後
   方向にスライドして取りはずします。

⑤ 各部品をブラシ等を使ってきれいに水洗いして
　 ください。

⑥ 充分乾燥させてから元の位置に取付けます。

[！] 清掃を怠りますと廃液の悪臭が販売飲料
に移ったり，カビが発生することがありま
すので，常に清潔にしてください。 ﾉｽﾞﾙﾄﾚｲ 給茶ﾄﾚｲ ｽﾉｺ

ﾉｽﾞﾙﾄﾚｲ

(4)本体の内外部の汚れ

① 内部の原料こぼれ，内外部の汚れがあれば，湯
   を含ませた布でよく拭き取ります。

爪

[！] 湯や水が電気部品やリード線カプラ部にか (2箇所)

からないよう注意してください。

② その後，乾いた布で水分を拭き取ります。

◇ 汚れがひどいときは，ぬるま湯か水でうすめた
中性洗剤をしみ込ませた布で拭いてください。

ｽﾉｺ

毎週のお手入れ
(1)原料シュート

① 原料シュートを，少し上に持ち上げながら角穴よ
　 りつめをはずします。

② 取り出した原料シュートを水道水にて洗浄します。

③ 水分を乾いた布でよく拭き取り，充分乾燥させま
　 す。

[！] ぬれたままの原料シュートを使用すると，原
料が吸湿・固着して原料づまりの原因となり
ます。

角穴
つめ

原料ｼｭｰﾄ

ふた

ﾚﾊﾞｰ

給茶ｽﾃｰｼﾞ
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５．定期的清掃と点検

毎週のお手入れ
(2)ミキシングボール

[！] 訪問時には［リンス］キーにてミキシングボー
ルの清掃を行ってください。

① 原料シュートをはずします。

② キャニスタのキャップを吐出部に取り付けます。

③ 取付けベースのレバー（緑色）を押します。

④ ミキシングボールを下に取りはずします。

⑤ ミキシングボール本体よりふた，撹はん羽根を取
　 りはずし，水道水にてきれいに洗浄します。

⑥ 元の様にミキシングボールを組立てます。
　 撹はん羽根の先端がミキシングボール本体の差込
　 穴部に確実に差込まれていることを確認し，ふた
　 前側を引掛け，ふた後側とミキシングボール本体
　 とに隙間が無い事を確認してください。

[！] 隙間がある場合は撹はん羽根が正常に取付
されてませんので，再度差込み状態を確認し
てください。

⑦ ミキシングボールを取付ベースに差込みます。
   取付後，下記チェックをお願いします。

・ヨークが撹はんモータの軸に確実にセットされ
　ているか

・ミキシングボールのダクト部が取付ベースの角
  穴にセットされているか

・原料シュートを取付けた時ミキシングボールの ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙを上から見る
　原料投入口に確実に入るか

(3)排気ファンのフィルタ

① 排気フィルタ（緑色）を前方へ引き抜きます。

② 排気フィルタを，水道水にて水洗いします。

③ 水切をしてよく乾燥させてから取り付けてくださ
　 い。

[！] 排気フィルタを長時間洗浄せずに放置すると
原料の固着により目詰まりして，排気が出来
なくなります。

排気ﾌｨﾙﾀ

ふた

取付ﾍﾞｰｽ

撹はん羽根

ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙ本体

排気ﾌｧﾝ

ふた

ｹｰｼﾝｸﾞ

排気ﾄﾚｲ

撹はん羽根先端差込穴部

前

ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙ
ﾀﾞｸﾄ部

押

撹はんﾓｰﾀ

ﾖｰｸ
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５．定期的清掃と点検

１か月毎のお手入れ
(1)キャニスタ

[！] スペースヒータ部は高温のため，やけどに ｷｬﾆｽﾀ

ご注意ください。 ｷｬｯﾌﾟ

① 原料シュートを取りはずします。

② キャップをはずし，吐出部に取り付けます。

③ キャニスタを手前に引き出します。

④ 中の原料を清潔な原料袋に移します。

⑤ 基本的な洗浄殺菌の手順に従い洗浄してくださ
　 い。

⑥ 乾いた布で水分を拭き取り，よく乾燥させます。

⑦ キャニスタを元の位置にセットする際，ヨーク
　 とモータの軸のピンを合わせて確実に奥まで入
　 れます。

[！] キャニスタがぬれたままで原料を投入すると，
原料が吸湿・固化しますのでご注意ください。

原料ｼｭｰﾄ

(2)カセットタンク
給水ﾎｰｽ

① ジョイントのツメを押しながら，カセットタン
クのコネクタより取りはずします。

② カセットタンクを引き出します。

③ タンクキャップを取り，中の水を全て排出して
　 ください。

ｺﾈｸﾀ
④ カセットタンクの内外面を水で洗います。

⑤ カセットタンク内に洗浄液を一杯に満たし，
　 １０分程放置します。

⑥ 充分水洗いを行ってください。

[！] カセットタンクは２個とも水を入れてください。
１個空の状態ですと給水できません。

ｼﾞｮｲﾝﾄ

ｸｲｯｸｺﾈｸﾄ ｶｾｯﾄﾀﾝｸ
給水ﾎｰｽ

吐出部

ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀ部

ﾓｰﾀ軸

ﾀﾝｸｷｬｯﾌﾟ

ﾂﾒ

ｼﾞｮｲﾝﾄ
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５．定期的清掃と点検

１か月毎のお手入れ
(3)温水タンク

① 電源を切ります。 温水ﾀﾝｸ
水槽

② 排水コック(温水タンク)を右へ90°廻して，温
　 水タンク内の湯を全部排出します。

③ 電源を入れて，[給水]キーを押して給水します。

④ ①～③の操作を２～３回繰り返してください。

[！] 水質が悪くて付着物が多い場合は，１年に
１回以上温水タンク内の付着物を取り除き
充分水洗いしてください。

[！] 排水される場合は，排水皿・排水容器また
は排水バケツから水があふれさせないよう
ご注意ください。

[！] 湯を排水するときは，熱湯が出ますのでご
注意ください。

[！] 温水タンクの湯は毎日ご使用される場合，
１週間に１度排水してください。
２日以上ご使用にならない場合は，必ず一
度排水してからお使いください。

[！] 温水タンクの排水コックは，お湯が通るため
熱いので，取扱いに注意してください。

排水ｺｯｸ(水槽) 排水ｺｯｸ(温水ﾀﾝｸ)

(4)冷却ユニットフィルタ
冷却ﾕﾆｯﾄﾌｨﾙﾀ

① 本機背面の冷却ユニットフィルタを取りはずして
　 ください。

② フィルタをきれいに水洗いしてください。

③ 乾いた布で水分をよくふき取ってください。

[！] 冷却ユニットフィルタが目づまりしてくると冷
却能力を落としますので定期的に清掃して
ください。

[！] 取付けの際は冷却ユニットフィルタの向き
(縦と横)が正しいことを確認して取付けて
ください。

閉

開
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５．定期的清掃と点検

１か月毎のお手入れ
(5)排気ファン

① 漏電しゃ断器をＯＦＦします。

② 排気トレイを取りはずしてください。

③ 排気ファンのふたをはずします。

④ 排気ファンのふたとケーシングの内側を湯を含
ませた布で拭き取ります。

[！] 排気ファンには水や湯をかけたり，洗ったりし
ないでください。
感電の恐れがあります。

(6)排気トレイ

① 排気トレイ両側の爪を軽く外側に開き，下に取り
はずします。

[！] 開きすぎると爪が変形し，取付けが出来なく
なります。

② 水道水にて水洗いします。

③ 汚れのひどいときはぬるま湯を使用し，ブラシに
　 て汚れを落とします。

[！] 排気トレイを長時間洗浄せずに放置すると原
料固着などによる目づまりが生じ，排気でき
なくなります。 <排気トレイの取付け方>

④ 再度排気ダクトに取付ける場合は排気トレイを
　 斜めにして左右どちらかから爪を引っ掛けると
　 取付け易くなります。

※ 排気トレイの清掃に合わせて排気ダクトの分解
　 清掃をされる場合は取付け，取りはずしの際に
　 ご注意ください。

<取りはずし方>

排気ダクト右側の爪を外側に開き，取付金角穴か
ら外すと左側の引掛けが外れます。

<排気ダクトの取付け／取りはずし方>
<取付け方>

排気ダクト左側の引掛けを取付金角穴に入れ，右
側の爪を外側に開きながら角穴に入れます。

<排気ダクトを上より見る>

②その後
もう一方
を引っ掛
ける

①片方の
爪を引っ
掛ける

排気ﾄﾚｲ

排気ﾀﾞｸﾄ

引掛部

取付金

排気ﾀﾞｸﾄ

爪

左側引掛け部

取付金 右側爪部
ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙ
(手前)側

排気ﾌｧﾝ

ふた

ｹｰｼﾝｸﾞ

排気ﾄﾚｲ

排気ﾀﾞｸﾄ

爪

排気ﾌｨﾙﾀ

排気ﾀﾞｸﾄ
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５．定期的清掃と点検

６か月毎のお手入れ
(1)水槽

① 電源を切ってください。 水槽

② 排水コック(水槽)を左へ９０°廻して，水槽内の
　 水を全部排出してください。

③ 電源を入れて[給水]キーを押して給水します。

④ ①～③の操作を２～３回繰り返してください。

[！] 水質が悪くて付着物が多い場合は，１年に１
回以上水槽内の付着物を取り除き充分水洗
いしてください。

[！] 排水される場合は，排水皿・排水容器または
排水タンクから水があふれさせないようご注
意ください。

排水ｺｯｸ(水槽) 排水ｺｯｸ(温水ﾀﾝｸ)

(2)殺菌水フィルタ
ﾚﾊﾞｰ

殺菌水フィルタは１年に１回以上,または3000Ｌの
使用を目安につぎの手順にて交換します。

① ケーシングのレバーを上に上げます。 殺菌水ﾌｨﾙﾀ

② ケーシングのリングを左に廻し，カートリッジを ｹｰｼﾝｸﾞ
　 取り外します。

③ ①,②の逆手順でカートリッジを取り付けます。 ﾘﾝｸﾞ

[！] カートリッジを交換する際に水が多少こぼれ
ます。ご注意ください。 ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

(3)湯弁

① 水・湯あかなどが弁に付着すると，湯量のバラ
　 ツキや内部リークの発生原因となります。
　 水質の悪い場合は，弁を分解洗浄してください。

湯弁

温水ﾀﾝｸ

止めﾘﾝｸﾞ

Oﾘﾝｸﾞ

ﾎｰｽ

流量
調整部

閉

開
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５．定期的清掃と点検

販売を長期間停止する場合

① 「毎日のお手入れ｣～｢６か月毎のお手入れ」まで
　 のすべてについて行ってください。

② 粉原料，水は機械内から抜いてください。

③ 洗浄・殺菌終了後，本体内・外部とも充分乾燥さ
　 せてください。

④ ビニールカバーなどを本体にかけます。
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６．リモコン

リモコンの外観

リモコンはデータ表示器と各種キー(操作キー，テンキー)で構成されています。

表示部
  キャラクタ
  ディスプレイ
  16文字×4桁

[ｅｃｏキー]
省エネモードに強制的に切替えるキーです。
次の設定項目に従って省エネ運転を行います。
・[タイマ]０２：｢時間外ヒータ｣｢運転温度｣
・[機能]１９：｢レイキャク・・・週間予約｣設定時同期

操作キー部

簡易設定部

設定ロック機能について

本機は，飲料の詳細設定を変更できなくする設定ロック機能を搭載しています。
ロックが働きますと，つぎの設定項目画面自体が表示されなくなります。

◇ロック対象設定項目：・[機能]０１～０８｢各飲料設定」
　　　　　　　　　　　・[機能]０９「流量調整テスト」
　　　　　　　　　　　・[機能]９０「標準データパターン設定」

リモコンの

設定ロックを行う場合 キーを３秒間長押しする

リモコンの

設定ロックを解除する場合 → → → キーを順番に押す

テンキー部

２１ ７
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６．リモコン

リモコンの表示
(1)操作キー及びモニタランプ

操作キー及びモニタランプの機能は次のとおりです。

・省エネモードに強制的に切替え，販売を停止します。
（[タイマー]０２～０９；週間予約設定より優先順位は上位になります）

・省エネモード時は次の設定項目に従います。
[タイマー]０２：「時間外ヒータ」「運転温度」
[機能]１９：「レイキャク」･･･「週間予約」に設定している際は同期

・再度キーを押すと省エネモードを解除し，販売を再開します。
・設定によっては，食衛売切ホールドが発生する場合があります。
設定時のポイントは，｢食衛機能と省エネ機能を設定する際の注意点｣を参照ください。

・キーを押すと,その日だけ[タイマー]０２～０９の週間予約設定を強制的に解除します｡
(終日通常運転)

・週間予約設定が有効設定の際，通常運転時間内(開始～終了)の場合はモニタを点灯,
運転時間外(終了～開始)の場合は点滅します。

・断水ランプ点灯時の給水動作を行うのに使用します。
・カセット水無売切の解除や，流量異常，給水異常の解除も行います。

・食衛売切ホールドの解除または ・手動リンスを行うのに使用
解除予約を行うのに使用 ・２秒間以上押し続けてください｡

・リンス動作中に再度押すとリン
スが中止されます。

・現在時刻，各種予約タイマの設定及
び確認などに使用 ・カーソルキーと呼ぶ

・画面中のカーソルを移動させ，
・各種飲料関係，リンス，給排水など 項目またはデータを選択すると
の設定及び確認などに使用 きに使用

・売切及び故障内容，電子カウンタの
表示と各種チェック動作などに使用

・通常設定から簡易設定に切替え
・設定値の入力を可能にします。 る際，または簡易設定から通常

設定に戻る際に使用

・タイマ，機能，点検の設定データを ・増量キーと呼ぶ
記憶させるときに使用 ・簡易設定時に液量や原料量を増

量方向に移動させるときに使用
・キーボードの操作を終了させ，待機
状態に戻すときに使用 ・減量キーと呼ぶ

・簡易設定時に液量や原料量を減
・過去の故障をクリアします。 量方向に移動させるときに使用
・期間集計のクリアを行います。
・テスト動作中に終了させるときにも
使用します。

・データを入力するときに使用 ・故障ランプと呼ぶ
・故障発生時に点滅します。

・売切ランプと呼ぶ
・売切発生時に点滅します。

簡
　
易
　
設
　
定
　
部

モ
ニ
タ
ラ
ン
プ

テ
ン
キ
ー

部

操
　
作
　
キ
　
ー

　
部

タイマー

機 能

点 検

動 作

記 憶

終 了

データ
入 力

週間
予約

停 止

クリア

食衛
ﾘｾｯﾄ

ｅｃｏ

減

飲料
設定

増

給水

０

９

故障

売切

リンス

２秒押す
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６．リモコン

キーの基本操作

【簡易設定】

メニューの表示 設定データの選択 増減の設定 終了

または または

【機能・タイマーキー設定・表示】

メニューの表示 項目の選択 設定データの選択 設定可能状態

または または

～

設定データの変更
設定データの記憶

終了

または

～

テンキーは数値データ
入力のときのみ使用可

【点検キーの表示・クリア】

メニューの表示 項目の選択 表示データの選択 終了

表示だけの場合

または

～

クリア

クリア
する場合

長押し

データ
入 力

動 作

記 憶

０ ９

０ ９

タイマー

機 能

点 検

停 止
クリア

０ ９

終 了減

増
飲料
設定

飲料
設定

終 了

終 了
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６．リモコン

キーの基本操作

【各種テスト・表示】

メニューの表示 項目の選択

または

～

テスト内容の選択 テスト開始 テスト停止 終了

手動停止が
必要な物のみ

各種テストの場合

扉の
選択ボタン 操作部チェックの場合

表示確認の場合

【原料連続出しモード】

メニューの表示 連続出し開始 終了

～
または

長押し 押している間連続動作する

０ ９

終 了

１ ４

動 作

記 憶

点 検

停 止
クリア

終 了

飲料
設定飲料

設定

６－０４



６．リモコン

リモコンの操作項目

飲 料
設 定

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

－ 簡単飲料設定 ・ 飲料の簡易設定を行います。

> ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 1 ﾋ ﾖ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 2 ﾋ ﾖ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 3 ﾋ ﾖ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

> ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 4 ﾋ ﾖ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

長押し 原料連続出し ・ [飲料設定]キーを長押しする事により本モードに入ります｡

・ 吐出したい原料№の「数字」キーを押している間，原料を ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ

連続出しする事ができます。 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ N o . ﾉ

ｽ ｳ ｼ ﾞ ｷ ｰ ｦ

ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ

タイマー

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

01 現在時刻設定 ・ 現在の年，月，日，曜日，時，分の設定をする画面です。

・ 曜日データは年，月，日から自動的に設定されます。 0 1 ) ｼ ﾞ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> 2 0 1 9 - 0 0 - 0 0 S U N

0 0 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

02 週間予約設定(毎日) ・ 毎日の週間予約タイマの運転開始時刻と運転終了時刻

を設定します。 0 2 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ﾏ ｲ ﾆ ﾁ

・ タイマ機能の有効／無効の設定ができます。 > ﾀ ｲ ﾏ ｷ ﾉ ｳ ﾑ ｺ ｳ

・ 運転終了状態ではヒータ制御はＯＦＦか省エネになります｡ ｶ ｲ ｼ 9 9 : 0 0

・ ２４時の分の入力は００分のみ可能，２４時は翌日の０時 ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 9 9 : 0 0

のことです。

・ 終了時刻が開始時刻より早い時間の場合は終了時刻は

翌日の時刻となります。 0 2 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ﾏ ｲ ﾆ ﾁ

・ ９９時設定もしくは開始時刻と終了時刻が同一の時はタイ > ｼ ﾞ ｶ ﾝ ｶ ﾞ ｲ ﾋ ｰ ﾀ ﾃ ｲ ｼ

マ無効設定とします。 ｳ ﾝ ﾃ ﾝ ｵ ﾝ ﾄ ﾞ 6 8 ﾟ C

・ この項目の時刻設定をすると，全ての曜日の時刻のデー ｵ ﾜ ﾘ

タが自動的に設定された値に書き換わります。

・ 日～土のデータが全て同一のときは，その内容を表示し，

同一でないときは－－：－－表示します。

・ 週間予約で停止モード中のヒーター制御の停止／運転を

切替えます。

また，運転時の温調温度を設定します。

03 曜日別週間予約設定(日) ・ 曜日別に運転開始時刻と運転終了時刻を設定します。

04 曜日別週間予約設定(月) ・ 運転終了状態ではヒータはＯＦＦか省エネとなります。 0 3 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ﾆ ﾁ ﾖ ｳ

05 曜日別週間予約設定(火) ・ ２４時の分の入力は００分のみ可能，２４時は翌日の０時 > ｶ ｲ ｼ 9 9 : 0 0

06 曜日別週間予約設定(水) のことです。 ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 9 9 : 0 0

07 曜日別週間予約設定(木) ・ 終了時刻が開始時刻より早い時間の場合は終了時刻は ｵ ﾜ ﾘ

08 曜日別週間予約設定(金) 翌日の時刻となります。

09 曜日別週間予約設定(土) ・ ９９時設定もしくは開始時刻と終了時刻が同一の時はタイ

マ無効設定とします。

※　操作項目はＢＨＫ４８０シリーズを示します。
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６．リモコン

リモコンの操作項目

タイマー

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

10 オートリンス設定 (毎日) ・ 毎日のオートリンスの開始時刻を１日２回まで設定します。

・ ９９時設定の時はタイマ無効設定とします。 1 0 ) ｵ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｽ ﾏ ｲ ﾆ ﾁ

> 1 ｶ ｲ ﾒ 0 5 : 0 0

2 ｶ ｲ ﾒ 9 9 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

12 オートリンス曜日別設定(日) ・ 曜日別にオートリンスの開始時刻を１日２回まで設定

13 オートリンス曜日別設定(月) します。 1 2 ) ｵ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｽ ﾆ ﾁ ﾖ ｳ

14 オートリンス曜日別設定(火) ・ ９９時設定の時はタイマ無効設定とします。 > ﾘ ﾝ ｽ 1 ｶ ｲ ﾒ 0 5 : 0 0

15 オートリンス曜日別設定(水) ﾘ ﾝ ｽ 2 ｶ ｲ ﾒ 9 9 : 0 0

16 オートリンス曜日別設定(木) ｵ ﾜ ﾘ

17 オートリンス曜日別設定(金)

18 オートリンス曜日別設定(土)

27 排気フィルタアラーム ・ 排気フィルタの清掃時期をお知らせするアラーム機能の

有／無とアラーム検知する粉系飲料の販売数を設定し 2 7 ) ﾊ ｲ ｷ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

ます。 2 0 1 9 - 0 3 - 1 7 ｶ ﾗ

アラーム機能…アラームを出す／出さないの設定を > ｱ ﾗ ｰ ﾑ ｷ ﾉ ｳ ﾑ ｺ ｳ

します。 ﾊ ｲ ｽ ｳ ｱ ﾄ 1 0 0 0 ﾊ ｲ

アラーム杯数…アラームを出すまでの販売杯数を表示

します。

データ入力時は前回設定した杯数が 2 7 ) ﾊ ｲ ｷ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

表示されます。 ｵ ﾜ ﾘ

杯数は粉系飲料の定量販売のみカウ

ントします。

28 水フィルタアラーム ・ 水フィルタの交換時期をお知らせするアラーム

機能の有／無とアラーム検知する方法（日数／流量／ 2 8 ) ﾐ ｽ ﾞ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

日数流量併用）を選択します。 2 0 1 9 - 0 3 - 1 7 ｶ ﾗ

アラーム機能…アラームを出す／出さないの設定をしま > ｱ ﾗ ｰ ﾑ ｷ ﾉ ｳ ﾕ ｳ ｺ ｳ

す。 ｱ ﾗ ｰ ﾑ ﾎ ｳ ｼ ｷ ﾆ ｯ ｽ ｳ

アラーム方式…アラームを出す方式の日数／流量／

日数流量併用を切替えます。

日数流量併用モードは，日数または 2 8 ) ﾐ ｽ ﾞ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

流量どちらか早いタイミングでアラーム > ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 5 ﾆ ﾁ

を出します。 ｵ ﾜ ﾘ

この設定により２画面目の表示内容が

変わります。

アラーム日数…アラームを出すまでの残日数を表示し

ます。 2 8 ) ﾐ ｽ ﾞ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

データ入力時は前回設定した日数が > ﾘ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ ｱ ﾄ 3 0 0 0 L

表示されます。 ｵ ﾜ ﾘ

アラーム流量…アラームを出すまでの水使用量を表示

します。

データ入力時は前回設定した流量が

表示されます。 2 8 ) ﾐ ｽ ﾞ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

> ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 5 ﾆ ﾁ

ﾘ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ ｱ ﾄ 3 0 0 0 L

ｵ ﾜ ﾘ

29 水槽水アラーム ・ 水槽水の交換時期をお知らせするアラーム機能の有／

無とアラーム検知する日数を設定します。 2 9 ) ｽ ｲ ｿ ｳ ｽ ｲ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

アラーム機能…アラームを出す／出さないの設定をしま 2 0 1 9 - 0 3 - 1 7 ｶ ﾗ

す。 > ｱ ﾗ ｰ ﾑ ｷ ﾉ ｳ ﾑ ｺ ｳ

アラーム日数…アラームを出すまでの日数を表示しま ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 5 ﾆ ﾁ

す。

データ入力時は前回設定した日数が

表示されます。 2 9 ) ｽ ｲ ｿ ｳ ｽ ｲ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

ｵ ﾜ ﾘ

<アラーム方式が流量の場合>

<アラーム方式が併用の場合>

<アラーム方式が日数の場合>
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６．リモコン

リモコンの操作項目

タイマー

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

30 冷却ユニットフィルタ ・ 冷却ユニットフィルタの清掃時期をお知らせするアラーム

アラーム 機能の有／無とアラーム検知する日数を設定します。 3 0 ) ﾕ ﾆ ｯ ﾄ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

アラーム機能…アラームを出す／出さないの設定をしま 2 0 1 9 - 0 3 - 1 7 ｶ ﾗ

す。 > ｱ ﾗ ｰ ﾑ ｷ ﾉ ｳ ﾑ ｺ ｳ

アラーム日数…アラームを出すまでの日数を表示しま ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 5 ﾆ ﾁ

す。

データ入力時は前回設定した日数が

表示されます。 3 0 ) ﾕ ﾆ ｯ ﾄ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

ｵ ﾜ ﾘ

機 能

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

01 ホット飲料設定０１ ・ 販売量や販売湯温などの設定を確認・変更できます。

02 ホット飲料設定０２ 0 1 ) H O T ｲ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 0 1

03 ホット飲料設定０３ 原料量(標準)…… 標準の販売で使用する原料量を設定しま > ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾘ ｮ ｳ  0 . 7 0 g

04 ホット飲料設定０４ す。  ｺ ｲ ﾒ ｿ ﾞ ｳ ﾘ ｮ ｳ 0 . 1 0 g

濃いめ増加量……濃いめボタンを押した販売で増加する原料 ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L

量を設定します。

液量………………販売で使用する液量を設定します。

[機能]１２で“ｶﾝｲｾｯﾃｲﾆｼﾀｶﾞｳ”の設定の場 0 1 ) H O T ｲ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 0 1

合，表示しません。 > ﾉ ﾐ ｺ ﾞ ﾛ ｵ ﾝ 7 0 °C

飲みごろ温度……[機能]１３：飲みごろ機能有効設定時に販売 ｶ ｸ ﾊ ﾝ ｼ ﾞ ｶ ﾝ 1 1 . 0 s

する飲料温度を設定します。 ｶ ｸ ﾊ ﾝ ｼ ﾞ ｶ ﾝ 2 0 . 0 s

飲みごろ機能無効設定時は表示しません。

撹はん時間１…… １回目の撹はん時間を設定します。

撹はん時間２…… ２回目の撹はん時間を設定します。 0 1 ) H O T ｲ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 0 1

撹はんスピード……ミキシングボールの撹はんスピードを設定 > ｶ ｸ ﾊ ﾝ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ﾄ ﾞ ﾌ ﾂ ｳ

します。 ｵ ﾜ ﾘ

05 コールド飲料設定０１ ・ 販売量などの設定を確認・変更できます。

06 コールド飲料設定０２ 0 5 ) C O L D ｲ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 0 1

07 コールド飲料設定０３ 原料量(標準)…… 標準の販売で使用する原料量を設定 > ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾘ ｮ ｳ  0 . 7 0 g

08 コールド飲料設定０４ します。  ｺ ｲ ﾒ ｿ ﾞ ｳ ﾘ ｮ ｳ 0 . 1 0 g

濃いめ増加量……濃いめボタンを押した販売で増加する原料 ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L

量を設定します。

液量………………販売で使用する液量を設定します。

[機能]１２で“ｶﾝｲｾｯﾃｲﾆｼﾀｶﾞｳ”の設定の 0 5 ) C O L D ｲ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 0 1

場合，表示しません。 > ﾕ ﾃ ﾝ ｶ 0 0 m L

湯添加……………原料を溶けやすくするために加える湯量を ｶ ｸ ﾊ ﾝ ｼ ﾞ ｶ ﾝ 1 2 . 0 s

設定します。 ｶ ｸ ﾊ ﾝ ｼ ﾞ ｶ ﾝ 2 1 . 0 s

撹はん時間１…… １回目の撹はん時間を設定します。

撹はん時間２…… ２回目の撹はん時間を設定します。

撹はんスピード……ミキシングボールの撹はんスピードを設定 0 5 ) C O L D ｲ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 0 1

します。 > ｶ ｸ ﾊ ﾝ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ﾄ ﾞ ﾌ ﾂ ｳ

ｵ ﾜ ﾘ

６－０７



６．リモコン

リモコンの操作項目

機 能

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

09 流量調整テスト ・ 本項目により各原料や湯，冷水を一定時間吐出し，その

吐出量を人が測定し設定します。 0 9 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

・ 矢印カーソルを吐出させたい物に移動させて，[記憶／ > ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 1 2 0 . 5 0 g

動作]キーを押すことにより，その物を一定時間吐出しま ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 2 2 0 . 5 0 g

す。 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 3 1 5 . 0 0 g

・ 本項目に設定された量を基に飲料の販売データを求め

ます。

0 9 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 4 1 4 . 0 0 g

H O T 1 ﾕ 1 5 0 m L

H O T 2 ﾕ 1 5 0 m L

0 9 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

> H O T 3 ﾕ 1 5 0 m L

H O T 4 ﾕ 1 5 0 m L

ｵ ﾕ 1 5 0 m L

0 9 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

> ﾚ ｲ ｽ ｲ 1 4 0 m L

ｵ ﾜ ﾘ

10 単位液量設定 ・ [機能]１１を「有効」に設定した時，[機能]０１～０８で設定

した各飲料の原料量に対して，それを溶かす液量を設定 1 0 ) ﾀ ﾝ ｲ ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ

します。 > ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 1 8 0 m L

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 2 8 0 m L

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 3 8 0 m L

1 0 ) ﾀ ﾝ ｲ ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 4 9 0 m L

ｵ ﾜ ﾘ

11 原料吐出比例有効／ ・ 液量を変更した時，液量に比例して原料量を変化させ，

無効設定 飲料の濃さを一定にする機能の有効／無効を切換えま 1 1 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾋ ﾚ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ

す。 > ﾕ ｳ ｺ ｳ

ｵ ﾜ ﾘ

12 液量設定切換え ・ 飲料の液量の設定を[飲料設定]キーによる簡易設定で

全飲料一括で行うか，[機能]０１～０８で飲料毎に行うか 1 2 ) ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ ｷ ﾘ ｶ ｴ

を切換えます。 > ｶ ﾝ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾆ ｼ ﾀ ｶ ﾞ ｳ

ｵ ﾜ ﾘ

６－０８



６．リモコン

リモコンの操作項目

機 能

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

13 販売機能設定 ・ 販売に関する機能を設定します。

飲み頃機能……有効：ＨＯＴ販売は湯＋冷水，熱めボタン 1 3 ) ﾊ ﾝ ﾊ ﾞ ｲ ｷ ﾉ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ

→ＨＯＴ販売は湯を吐出します。 > ﾉ ﾐ ｺ ﾞ ﾛ ｷ ﾉ ｳ ﾕ ｳ ｺ ｳ

無効：ＨＯＴ販売は湯を吐出します。 ｺ ｲ ﾒ ｷ ﾉ ｳ ﾕ ｳ ｺ ｳ

冷水は吐出しません。 ﾁ ｬ ｲ ﾙ ﾄ ﾞ ﾛ ｯ ｸ ﾑ ｺ ｳ

※濃いめ機能とチャイルド 濃いめ機能……有効：濃いめボタンにより，ＨＯＴ,ＣＯＬＤ

ロックはBHK380シリーズ 販売の原料量を変更します。

とBHK280シリーズでは 無効：濃いめ増加量は使用しません。 1 3 ) ﾊ ﾝ ﾊ ﾞ ｲ ｷ ﾉ ｳ ｾ ｯ ﾃ ｲ

表示されません。 チャイルドロック > ﾊ ﾝ ﾊ ﾞ ｲ ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ ﾕ ｳ ｺ ｳ

…… Ｈ＆Ｃ湯：ＨＯＴ飲料１～４，お湯，湯添加してある ｵ ﾜ ﾘ

　　　　　　ＣＯＬＤ飲料１～４は直接販売不可

　　　　　　　(チャイルドロックＯＮが必要)

ＨＯＴ：ＨＯＴ飲料１～４，お湯は直接販売不可

オユノミ：お湯は直接販売不可

ムコウ：直接販売可能

販売中ブザー……有効：販売中にブザーを鳴らします。

無効：販売中はブザーを鳴らしません｡

14 販売釦／複数杯販売設定 ・ 各ボタンの設定を切換えます。

1 4 ) ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ＨＯＴ，ＣＯＬＤ………… ０は“無効” > H O T 1 1 ﾊ ｲ

１～９は複数杯販売(続けて販売 H O T 2 1 ﾊ ｲ

する杯数)を切換えます。 H O T 3 1 ﾊ ｲ

上記以外のボタン………“有効”／“無効”を切換えます。

※販売中は湯温の低下を防ぐため，温水タンクへの給水 1 4 ) ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ

をしない制御としています。 > H O T 4 1 ﾊ ｲ

そのため，販売設定数×販売量＝約８５０ｍｌを超えると， C O L D 1 1 ﾊ ｲ

低水位を検知し，販売中止となりますので，設定時には C O L D 2 1 ﾊ ｲ

ご注意ください。

設定例） 1 4 ) ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ

飲料設定量：８０ｍｌ > C O L D 3 1 ﾊ ｲ

複数杯販売設定：９杯 C O L D 4 1 ﾊ ｲ

　⇒上記の設定の場合， ｵ ﾕ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ﾕ ｳ ｺ ｳ

      販売総量は７２０ｍｌとなり販売可能です。

[！] 販売時の総量が８５０ｍｌ以下になるような設定で 1 4 ) ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ

お願い致します。 > ﾚ ｲ ｽ ｲ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ﾕ ｳ ｺ ｳ

ｵ ﾜ ﾘ

15 非適温時，販売可／ ・ [機能]１７で設定する適温外の時の販売禁止／可能を

不可設定 切換えます。 1 5 ) ﾋ ﾃ ｷ ｵ ﾝ ｼ ﾞ ｾ ｯ ﾃ ｲ

・ ヒテキオンＯＫ：適温外でも販売可能 > H O T ﾋ ﾃ ｷ ｵ ﾝ O K

・ ヒテキオンＮＧ：適温外では販売不可 C O L D ﾋ ﾃ ｷ ｵ ﾝ O K

ｵ ﾜ ﾘ

16 温調温度設定 ・ 温水タンクの温調温度を設定します。

1 6 ) ｵ ﾝ ﾁ ｮ ｳ ｵ ﾝ ﾄ ﾞ ｾ ｯ ﾃ ｲ

[！] 設定を６８℃以下とした場合には，衛生上の問題 > ﾕ ｵ ﾝ 9 6 °C

から，ＨＯＴ飲料の販売は停止してください。 ｵ ﾜ ﾘ

(湯添加含)

17 適温設定 ・ 湯と冷水（水槽）の適温温度を設定します。

1 7 ) ﾃ ｷ ｵ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ

湯適温………湯の適温温度を設定します。 > ﾕ ﾃ ｷ ｵ ﾝ 7 5 °C

冷水適温……冷水の適温温度を設定します。 ﾚ ｲ ｽ ｲ ﾃ ｷ ｵ ﾝ 0 5 °C

ｵ ﾜ ﾘ

６－０９



６．リモコン

リモコンの操作項目

機 能

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

18 リンス設定 ・ オートリンス，マニュアルリンスの各種設定をします。

1 8 ) ﾘ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ  

リンス湯量…… オートリンス，マニュアルリンスの各飲料 > ﾕ ﾘ ｮ ｳ 1 4 0 m L

ラインの湯量を設定します。 ｶ ｲ ｼ ｵ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｽ

オートリンス開始パターン……オートリンスの開始方法を ﾊ ﾝ ﾊ ﾞ ｲ ｽ ｳ 5 0 ﾊ ｲ

設定します。

ｵｰﾄﾘﾝｽ：ｵｰﾄﾘﾝｽの開始時刻と同期。

ｼｭｳｶﾝﾖﾔｸ：週間予約の運転終了時刻と同期。 1 8 ) ﾘ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ  

ﾊｲｽｳ+ｵｰﾄﾘﾝｽ：粉系飲料販売数が設定値以上となっ > ﾘ ﾝ ｽ ｵ ﾝ ﾄ ﾞ ｺ ｳ ｵ ﾝ

たときｵｰﾄﾘﾝｽの開始時刻と同期。 ｵ ﾜ ﾘ

ﾊｲｽｳ+ｼｭｳｶﾝ：粉系飲料販売数が設定値以上となった

とき週間予約の運転終了時刻と同期。

ﾑｺｳ：ｵｰﾄﾘﾝｽ機能を無効とします。

粉系飲料販売数…ｵｰﾄﾘﾝｽ開始方法を“ﾊｲｽｳ+ｵｰﾄﾘﾝｽ”

“ﾊｲｽｳ+ｼｭｳｶﾝ”に設定した場合の粉

系飲料販売数を設定します。

リンス温度……… 低温リンス，高温リンスを設定します｡

マニュアルリンス，オートリンスに

反映されます。

※低温リンス設定時でも単独出しノズル部は，高温のお湯

が吐出します。

19 省エネ設定 ・ 冷水機の運転／停止／週間予約と同期を切換えます。

・ 湯タンクヒータの運転／停止を切換えます。 1 9 ) ｼ ｮ ｳ ｴ ﾈ ｾ ｯ ﾃ ｲ

・ 棚ヒータの運転／停止を切換えます。 > ﾚ ｲ ｷ ｬ ｸ ｳ ﾝ ﾃ ﾝ

ﾕ ﾀ ﾝ ｸ ﾋ ｰ ﾀ ｳ ﾝ ﾃ ﾝ

※湯タンクヒータ停止時は，温水タンク内の湯を排水してく ﾀ ﾅ ﾋ ｰ ﾀ ｳ ﾝ ﾃ ﾝ

ださい。また，ミキシングボールは日々の手洗いによる

清掃をしてください。

※棚ヒータ停止時は，原料固着発生の恐れがあります。 1 9 ) ｼ ｮ ｳ ｴ ﾈ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ｵ ﾜ ﾘ

20 学習省エネ設定 ・ 学習省エネの設定を行います。

2 0 ) ｶ ﾞ ｸ ｼ ｭ ｳ ｼ ｮ ｳ ｴ ﾈ

> ｶ ﾞ ｸ ｼ ｭ ｳ ｼ ｮ ｳ ｴ ﾈ ｼ ﾅ ｲ

ｼ ｷ ｲ ﾁ ﾊ ｲ ｽ ｳ 0 0 ﾊ ｲ

ｼ ｮ ｳ ｴ ﾈ ｵ ﾝ 8 7 °C

2 0 ) ｶ ﾞ ｸ ｼ ｭ ｳ ｼ ｮ ｳ ｴ ﾈ

ｵ ﾜ ﾘ

26 同時販売 ・ 同時販売の可能／禁止を切換えます。

2 6 ) ﾄ ﾞ ｳ ｼ ﾞ ﾊ ﾝ ﾊ ﾞ ｲ

> ﾄ ﾞ ｳ ｼ ﾞ ﾊ ﾝ ﾊ ﾞ ｲ ｶ ﾉ ｳ

ｵ ﾜ ﾘ

27 給水方式設定 ・ 給水方式の水道直結／カセット給水を切換えます。

2 7 ) ｷ ﾕ ｳ ｽ ｲ ﾎ ｳ ｼ ｷ

> ｶ ｾ ｯ ﾄ

ｵ ﾜ ﾘ

６－１０



６．リモコン

リモコンの操作項目

機 能

項
目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例
№

30 食衛売切れ設定 ・ 食衛機能の有効(売切ホールド)／無効(テスト)を切換え

ます。 3 0 ) ｼ ｮ ｸ ｴ ｲ ｳ ﾘ ｷ ﾚ ｷ ﾉ ｳ

> ｳ ﾘ ｷ ﾚ ﾎ ｰ ﾙ ﾄ ﾞ

ｵ ﾜ ﾘ

36 お湯ボタン設定 ・ お湯ボタンを定量販売するか連続販売をするかの切換え

と，定量販売する時の販売量を設定します。 3 6 ) ｵ ﾕ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ  

> ｷ ﾉ ｳ ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ

ﾃ ｲ ﾘ ｮ ｳ ｼ ﾞ 0 4 0 m L

ｵ ﾜ ﾘ

37 冷水ボタン設定 ・ 冷水ボタンを定量販売するか連続販売をするかの切換え

と，定量販売する時の販売量を設定します。 3 7 ) ﾚ ｲ ｽ ｲ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> ｷ ﾉ ｳ ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ

ﾃ ｲ ﾘ ｮ ｳ ｼ ﾞ 0 4 0 m L

ｵ ﾜ ﾘ

80 押しボタン設定 ・ 押ボタン交換時などで設定する画面

・ 初期設定にカーソルを合わせて｢記憶／動作キー｣を押す 8 0 ) ｵ ｼ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ことにより，押ボタン設定を開始します。 > ｼ ｮ ｷ ｾ ｯ ﾃ ｲ

開始後，ＩＳＳリセットが1回発生します。 ｵ ﾜ ﾘ

リセット解除後，｢押ボタン設定中画面｣を表示します。
・ ｢押しボタン設定中画面｣にて，設定タイマのタイムアップ 

または｢クリア／停止｣キーが押された場合，選択画面を 8 0 ) ｵ ｼ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ

表示します。 ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾁ ｭ ｳ

・ ｢押しボタン設定中画面｣にて終了キーが押された場合，

待機画面を表示します。

90 標準データパターン設定 ・ [機能]０１～１０，１３，３６，３７，簡易設定の液量の標準

データを再度ロードし直すことができます。 9 0 ) ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾊ ﾟ ﾀ ｰ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ

・ データパターンを設定後，[記憶]キーを３秒間押す事に ｷ ｵ ｸ / ﾄ ﾞ ｳ ｻ ｷ ｰ ｦ

より設定されたデータパターン№の標準データをロードし, 3 ﾋ ﾞ ｮ ｳ ｶ ﾝ ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ

再起動します。 > ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾊ ﾟ ﾀ ｰ ﾝ 1

91 コインメック有り／無し設定 ・ コインメックの有り／無しを切替えます。

・ データを入力し，[記憶]キーでデータ記憶すると再起動し 9 1 ) ｺ ｲ ﾝ ﾒ ｯ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ます。 > ｺ ｲ ﾝ ﾒ ｯ ｸ ﾅ ｼ

・ コインメック有り設定の場合，コインメック有り時に表示 ｵ ﾜ ﾘ

する画面を表示します。

※本設定は，コインメックが無応答となった場合でもただ

　 売りを防止するために設定します。

   そのため，コインメック有り設定でコインメックが接続され

   ていない場合は有料設定の飲料は販売できません。
99 販売価格設定 ・ 各ボタンの価格を設定します。

(コインメック無し時は表示されません) 9 9 ) ｶ ｶ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

・ ００円設定を行うとフリーベンド販売となります。 > H O T 1 0 5 0 ｴ ﾝ

・ [機能]３６，３７にてお湯，冷水を連続販売にした場合で H O T 2 0 5 0 ｴ ﾝ

も１回の販売価格となります。 H O T 3 0 5 0 ｴ ﾝ

(販売量毎で価格設定を行いたい場合は[機能]３６，３７
にて｢定量｣に設定し，販売量を入力してください) 9 9 ) ｶ ｶ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> H O T 4 0 5 0 ｴ ﾝ

C O L D 1 0 5 0 ｴ ﾝ

C O L D 2 0 5 0 ｴ ﾝ

9 9 ) ｶ ｶ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ
> C O L D 3 0 5 0 ｴ ﾝ

C O L D 4 0 5 0 ｴ ﾝ

ｵ ﾕ 0 1 0 ｴ ﾝ

9 9 ) ｶ ｶ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ
> ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 0 ｴ ﾝ

ｵ ﾜ ﾘ

６－１１



６．リモコン

リモコンの操作項目

点 検

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

01 現在の売切れ ・ 現在発生している売切れの内容をカナ１５文字で表示し

ます。 0 1 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｳ ﾘ ｷ ﾚ

それと同時に売切れの発生した年，月，日，時，分表示も 2 0 1 9 - 0 3 - 1 8

します。 1 5 : 2 0

・ 表示は売切れ番号順に表示します。一番最後は“オワリ” ﾕ ﾉ ﾐ ｵ ﾝ ﾄ ﾞ ｳ ﾘ ｷ ﾚ

の表示となります。

・ 売切れが複数発生している場合は，上下キーを押すこと

により他の売切れを確認することができます。 0 1 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｳ ﾘ ｷ ﾚ

・ 現在売切れが発生していない場合は，“ウリキレナシ”の ｵ ﾜ ﾘ

表示をします。

0 1 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｳ ﾘ ｷ ﾚ

ｳ ﾘ ｷ ﾚ ﾅ ｼ

02 現在の故障 ・ 現在発生している故障の内容をカナ１５文字で表示しま

す。 0 2 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ

それと同時に故障の発生した年，月，日，時，分表示も 2 0 1 9 - 0 3 - 1 8

します。 1 5 : 2 0

・ 表示は故障番号順に表示します。一番最後は“オワリ” ﾌ ｯ ﾄ ｳ ｹ ﾝ ﾁ

の表示となります。

・ 故障が複数発生している場合は，上下キーを押すことに

より他の故障を確認することができます。 0 2 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ

・ 現在故障が発生していない場合は，“コショウナシ”の ｵ ﾜ ﾘ

表示をします。

0 2 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ

ｺ ｼ ｮ ｳ ﾅ ｼ

03 累計トータル販売杯数 ・ 全飲料トータルの累計販売数を表示します。

カウンタ (湯，冷水ボタンも含みます) 0 3 ) ﾙ ｲ ｹ ｲ ﾄ ｰ ﾀ ﾙ ﾊ ｲ ｽ ｳ

ﾄ ｰ ﾀ ﾙ 3 6 7 ﾊ ｲ

ｵ ﾜ ﾘ

04 期間トータル販売杯数 ・ 全飲料トータルの期間販売数を表示します。

カウンタ (湯，冷水ボタンも含みます) 0 4 ) ｷ ｶ ﾝ ﾄ ｰ ﾀ ﾙ ﾊ ｲ ｽ ｳ

期間トータル販売数データをクリアした年月日を表示しま 2 0 1 9 - 0 3 - 1 7 ｶ ﾗ

す。(時計データ異常解除時はその年月日を表示します。) ﾄ ｰ ﾀ ﾙ 2 1 2 ﾊ ｲ

・ 本項目表示中にクリア／停止キーを３秒間押すことにより, ｵ ﾜ ﾘ

トータル杯数をクリアすることができます。

(同時に[点検]０５「期間販売杯数カウンタ」の全てのカウ

ンタも一括でクリアされます)
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６．リモコン

リモコンの操作項目

点 検

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

05 期間販売杯数カウンタ ・ 各釦ごとの期間の販売数を表示します。

期間販売数データをクリアした年月日を表示します。 0 5 ) ｷ ｶ ﾝ ﾊ ｲ ｽ ｳ

(時計データ異常解除時はその年月日を表示します｡) 2 0 0 9 - 0 3 - 1 7 ｶ ﾗ

H O T 1 1 4 0 0 0 ﾊ ｲ

・ 本項目表示中にクリア／停止キーを３秒間押すことに H O T 2 9 4 5 6 ﾊ ｲ

より，期間販売杯数をクリアすることができます。（期間

販売杯数の全てのカウンタが一括でクリアされます。

[点検]０４「期間トータル販売杯数カウンタ」はクリアされ 0 5 ) ｷ ｶ ﾝ ﾊ ｲ ｽ ｳ

ません。) H O T 3 2 3 4 5 ﾊ ｲ

H O T 4 4 3 2 1 ﾊ ｲ

C O L D 1 1 7 6 5 5 ﾊ ｲ

0 5 ) ｷ ｶ ﾝ ﾊ ｲ ｽ ｳ

C O L D 2 2 6 7 5 2 ﾊ ｲ

C O L D 3 5 3 2 4 8 ﾊ ｲ

C O L D 4 6 5 4 3 2 ﾊ ｲ

0 5 ) ｷ ｶ ﾝ ﾊ ｲ ｽ ｳ

ｵ ﾕ 7 6 5 4 3 ﾊ ｲ

ﾚ ｲ ｽ ｲ 8 7 6 5 4 ﾊ ｲ

ｵ ﾜ ﾘ

06 操作部チェック ・ 販売ボタンやランプの動作確認ができます。

・ 各ボタンを押すことにより，そのボタンに対応したランプ 0 6 ) ｿ ｳ ｻ ﾌ ﾞ ﾁ ｪ ｯ ｸ

が点灯します。 ｷ ｵ ｸ / ﾄ ﾞ ｳ ｻ ｷ ｰ ｦ ｵ ｽ ﾄ

ﾃ ｽ ﾄ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ ﾆ ﾊ ｲ ﾘ ﾏ ｽ

〈操作部チェック中の表示〉

0 6 ) ｿ ｳ ｻ ﾌ ﾞ ﾁ ｪ ｯ ｸ

H O T 1 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ

07 出力動作チェック ・ 各モーターやバルブの出力テストを行うことができます。

・ テストモード中，テストする負荷名にカーソルを持ってきて 0 7 ) ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ

[記憶／動作]キーを押すことによりテスト開始します。 ｷ ｵ ｸ / ﾄ ﾞ ｳ ｻ ｷ ｰ ｦ ｵ ｽ ﾄ

(この時，「ドウサチュウ」表示も行います) ﾃ ｽ ﾄ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ ﾆ ﾊ ｲ ﾘ ﾏ ｽ

一定時間動作するか，[クリア／停止]キーが押されたら

動作を停止します。

0 7 ) ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ

> ｺ ﾅ 1 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

ｺ ﾅ 2 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

ｺ ﾅ 3 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

0 7 ) ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ

ﾄ ﾞ ｳ ｻ ﾁ ｭ ｳ

…
…
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６．リモコン

リモコンの操作項目

点 検

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

08 過去の故障 ・ 過去の故障の内容をカナ１５文字で表示します。

表示は一番最近に発生した故障順に表示し，最大２０件 0 8 ) ｶ ｺ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ

まで表示可能とします。 2 0 1 9 - 0 3 - 1 7

一番最後は“オワリ”の表示となります。 1 0 : 0 0

・ 故障の履歴が複数ある場合は，上下キーを押すことによ ﾌ ｯ ﾄ ｳ ｹ ﾝ ﾁ

り他の故障を確認することができます。

(下キーで履歴の古い方へ，上キーで履歴の新しい方へ

進みます) 0 8 ) ｶ ｺ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ

・ 故障履歴が２０件を超えたら一番古い物より消去されま ｵ ﾜ ﾘ

す。

・ 現在故障が発生していない場合は，“コショウナシ”の

表示をします。

・ 本項目表示中に[クリア／停止]キーを３秒間押すこと

により過去の故障履歴をクリアすることができます。 0 8 ) ｶ ｺ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ

ｺ ｼ ｮ ｳ ﾅ ｼ

09 入力テスト ・ 各入力のＯＮ／ＯＦＦ状態を確認することができます。

・ 入力状態は０／１で表示します。 0 9 ) ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ

・ カーソルは表示しませんが↑↓キーで１ページごとの順 C O M 0 : 0 0 0 0 0 0 0 0

送り逆送りが可能です。 C O M 1 : 0 0 0 0 0 0 0 0

C O M 2 : 0 1 0 0 0 0 0 0

0 9 ) ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ

C O M 6 : 0 0 0 0 0 0 0 0

C O M 7 : 0 0 0 0 0 0 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

10 連続出しテスト ・ 本項目により各原料や湯，冷水の連続出しテストを行いま

す。 1 0 ) ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ ﾀ ﾞ ｼ ﾃ ｽ ﾄ

・ 矢印カーソルを吐出させたい物に移動させて，[記憶／動 > ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 1

作]キーを押すことにより，その物を連続出しします。 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 2

・ 連続出し動作中に[クリア／停止]キーを押すことにより， ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 3

連続出しを停止します。

1 0 ) ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ ﾀ ﾞ ｼ ﾃ ｽ ﾄ

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 4

H O T 1 ﾕ

H O T 2 ﾕ

1 0 ) ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ ﾀ ﾞ ｼ ﾃ ｽ ﾄ

> H O T 3 ﾕ

H O T 4 ﾕ

ｵ ﾕ

1 0 ) ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ ﾀ ﾞ ｼ ﾃ ｽ ﾄ

> C O L D 1 ﾚ ｲ ｽ ｲ

C O L D 2 ﾚ ｲ ｽ ｲ

C O L D 3 ﾚ ｲ ｽ ｲ

1 0 ) ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ ﾀ ﾞ ｼ ﾃ ｽ ﾄ

> C O L D 4 ﾚ ｲ ｽ ｲ

ﾚ ｲ ｽ ｲ

ｵ ﾜ ﾘ

…
…

６－１４



６．リモコン

リモコンの操作項目

点 検

項

目 項     目     名 内　　　　　容 液　晶　表　示　例

№

11 順次動作テスト ・ 原料モータ，冷水弁，湯弁，撹はんモータの順に動作

テストを行います。 1 1 ) ｼ ﾞ ｭ ﾝ ｼ ﾞ ﾄ ﾞ ｳ ｻ ﾃ ｽ ﾄ

・ [記憶／動作]キーＯＮで順次動作テストを開始します。 > ｼ ﾞ ｭ ﾝ ｼ ﾞ ﾄ ﾞ ｳ ｻ

・ 動作中に[クリア／停止]キーＯＮで順次動作停止し， ｵ ﾜ ﾘ

元の画面を表示します。

・ 動作中に[終了]キーＯＮで順次動作停止し，待機画面

を表示します。

81 定期メンテナンス ・ 部品交換後，[記憶／動作]キーを押すと３年メンテナン

スアラーム，５年メンテナンスアラームを解除します。 8 1 ) ﾃ ｲ ｷ ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ

> ﾌ ﾞ ﾋ ﾝ ｺ ｳ ｶ ﾝ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ

ｵ ﾜ ﾘ

82 稼働時間表示 ・ 電源ＯＮしている年数と月数(累積稼働年月)を表示しま

す。 8 2 ) ｶ ﾄ ﾞ ｳ ｼ ﾞ ｶ ﾝ

また，３年メンテナンス，５年メンテナンスまでの残り年 3 ﾈ ﾝ 5 ｶ ｹ ﾞ ﾂ

数・月数を表示します。 3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 2 Y 7 M

5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 1 Y 7 M

１年７ヶ月

8 2 ) ｶ ﾄ ﾞ ｳ ｼ ﾞ ｶ ﾝ

ｵ ﾜ ﾘ

90 プログラム情報表示 ・ プログラム名称や機種№バージョンを表示します。

9 0 ) ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ ｼ ﾞ ｮ ｳ ﾎ ｳ

1 6 T E A 4 1 ﾏ ｽ ﾀ ｰ

0 0 3 7 0 0 3 3 0 0 9 0

V 0 1

9 0 ) ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ ｼ ﾞ ｮ ｳ ﾎ ｳ

1 6 T E A V ﾍ ﾞ ﾝ ﾄ ﾞ

V 0 1
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６．リモコン

設定項目と標準データ

飲 料
設 定

項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　　　　考 項目№及び項目名 種　　　類 備　　　考

－ 簡単飲料設定 液量(mL) ８０ ８０～２００ 長押し 原料連続出し － － －
粉１増減割合(%) ﾋｮｳｼﾞｭﾝ -10，ﾋｮｳｼﾞｭﾝ，+10，+20，+30
粉２増減割合(%) ﾋｮｳｼﾞｭﾝ -10，ﾋｮｳｼﾞｭﾝ，+10，+20，+30
粉３増減割合(%) ﾋｮｳｼﾞｭﾝ -10，ﾋｮｳｼﾞｭﾝ，+10，+20，+30
粉４増減割合(%) ﾋｮｳｼﾞｭﾝ -10，ﾋｮｳｼﾞｭﾝ，+10，+20，+30

タイマー

項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　考 項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　考

01 現在時刻設定 年 ２０１６ ２０００～２０９９ 12 ｵｰﾄﾘﾝｽ曜日別 時（ﾘﾝｽ１回目） ０５ ００～２３，９９
月 ００ ０１～１２ 設定(日) 分（ﾘﾝｽ１回目） ００ ００～５９
日 ００ ０１～３１ 時（ﾘﾝｽ２回目） ９９ ００～２３，９９
曜日 ＳＵＮ － 分（ﾘﾝｽ２回目） ００ ００～５９
時 ００ ００～２３ 13 ｵｰﾄﾘﾝｽ曜日別 時（ﾘﾝｽ１回目） ０５ ００～２３，９９
分 ００ ００～５９ 設定(月) 分（ﾘﾝｽ１回目） ００ ００～５９

02 週間予約設定 予約機能 ﾑｺｳ ﾕｳｺｳ 時（ﾘﾝｽ２回目） ９９ ００～２３，９９
(毎日) 有効／無効 ﾑｺｳ 分（ﾘﾝｽ２回目） ００ ００～５９

時（開始） ９９ ００～２３，９９ 14 ｵｰﾄﾘﾝｽ曜日別 時（ﾘﾝｽ１回目） ０５ ００～２３，９９
分（開始） ００ ００～５９ 設定(火) 分（ﾘﾝｽ１回目） ００ ００～５９
時（終了） ９９ ００～２４，９９ 時（ﾘﾝｽ２回目） ９９ ００～２３，９９
分（終了） ００ ００～５９ 分（ﾘﾝｽ２回目） ００ ００～５９
時間外ﾋｰﾀ制御 ｳﾝﾃﾝ ﾃｲｼ，ｳﾝﾃﾝ 15 ｵｰﾄﾘﾝｽ曜日別 時（ﾘﾝｽ１回目） ０５ ００～２３，９９
運転温度 ７０ １０～９６ 設定(水) 分（ﾘﾝｽ１回目） ００ ００～５９

03 曜日別週間 時（開始） ９９ ００～２３，９９ 時（ﾘﾝｽ２回目） ９９ ００～２３，９９
予約設定 分（開始） ００ ００～５９ 分（ﾘﾝｽ２回目） ００ ００～５９

(日) 時（終了） ９９ ００～２４，９９ 16 ｵｰﾄﾘﾝｽ曜日別 時（ﾘﾝｽ１回目） ０５ ００～２３，９９
分（終了） ００ ００～５９ 設定(木) 分（ﾘﾝｽ１回目） ００ ００～５９

04 曜日別週間 時（開始） ９９ ００～２３，９９ 時（ﾘﾝｽ２回目） ９９ ００～２３，９９
予約設定 分（開始） ００ ００～５９ 分（ﾘﾝｽ２回目） ００ ００～５９

(月) 時（終了） ９９ ００～２４，９９ 17 ｵｰﾄﾘﾝｽ曜日別 時（ﾘﾝｽ１回目） ０５ ００～２３，９９
分（終了） ００ ００～５９ 設定(金) 分（ﾘﾝｽ１回目） ００ ００～５９

05 曜日別週間 時（開始） ９９ ００～２３，９９ 時（ﾘﾝｽ２回目） ９９ ００～２３，９９
予約設定 分（開始） ００ ００～５９ 分（ﾘﾝｽ２回目） ００ ００～５９

(火) 時（終了） ９９ ００～２４，９９ 18 ｵｰﾄﾘﾝｽ曜日別 時（ﾘﾝｽ１回目） ０５ ００～２３，９９
分（終了） ００ ００～５９ 設定(土) 分（ﾘﾝｽ１回目） ００ ００～５９

06 曜日別週間 時（開始） ９９ ００～２３，９９ 時（ﾘﾝｽ２回目） ９９ ００～２３，９９
予約設定 分（開始） ００ ００～５９ 分（ﾘﾝｽ２回目） ００ ００～５９

(水) 時（終了） ９９ ００～２４，９９ 27 排気ﾌｨﾙﾀ 年 － －
分（終了） ００ ００～５９ ｱﾗｰﾑ 月 － －

07 曜日別週間 時（開始） ９９ ００～２３，９９ 日 － －
予約設定 分（開始） ００ ００～５９ アラーム機能 ﾑｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ

(木) 時（終了） ９９ ００～２４，９９ アラーム杯数 1000 ００～９９９９
分（終了） ００ ００～５９ 28 水ﾌｨﾙﾀｱﾗｰﾑ 年 － －

08 曜日別週間 時（開始） ９９ ００～２３，９９ 月 － －
予約設定 分（開始） ００ ００～５９ 日 － －

(金) 時（終了） ９９ ００～２４，９９ アラーム機能 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ
分（終了） ００ ００～５９ アラーム方式 ﾆｯｽｳ ﾆｯｽｳ,ﾘｭｳﾘｮｳ,ﾍｲﾖｳ

09 曜日別週間 時（開始） ９９ ００～２３，９９ アラーム日数 ３６５ ０～９９９
予約設定 分（開始） ００ ００～５９ アラーム流量 ３０００ ０～９９９９

(土) 時（終了） ９９ ００～２４，９９ 29 水槽水ｱﾗｰﾑ 年 － －
分（終了） ００ ００～５９ 月 － －

10 ｵｰﾄﾘﾝｽ設定 時（１回目） ０５ ００～２３，９９ 日 － －
(毎日) 分（１回目） ００ ００～５９ アラーム機能 ﾑｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ

時（２回目） ９９ ００～２３，９９ アラーム日数 ３６５ ０～９９９
分（２回目） ００ ００～５９ 30 冷却ﾕﾆｯﾄ 年 － －

ﾌｨﾙﾀｱﾗｰﾑ 月 － －
日 － －
アラーム機能 ﾑｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ
アラーム日数 ３６５ ０～９９９

標　準
データ

標　準
データ

標　準
データ

標　準
データ
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６．リモコン

設定項目と標準データ

機 能 【ＢＨＫ４８０シリーズ】

項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　考 項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　考

01 ホット飲料設定 原料量 ０．７ 0.00，0.10～9.99 10 単位液量設定 原料１の液量 ８０ ８０～１４０
０１ 濃いめ増加量 ０．１ 0.00～9.99 原料２の液量 ８０ ８０～１４０

液量 ８０ ０，８０～２１０ 原料３の液量 ８０ ８０～１４０
飲みごろ温 ７０ ３０～９０ 原料４の液量 ９０ ８０～１４０
撹はん時間１ １．０ ０．０～９．９ 11 原料吐出比例 機能 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ
撹はん時間２ ０．０ ０．０～９．９ 有効／ ﾑｺｳ
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ 無効設定

02 ホット飲料設定 原料量 ０．７ 0.00，0.10～9.99 12 液量設定 機能 ｶﾝｲ ｶﾝｲｾｯﾃｲﾆｼﾀｶﾞｳ,
０２ 濃いめ増加量 ０．１ 0.00～9.99 切換え ｾｯﾃｲﾆ ﾃﾝｷｰｾｯﾃｲﾆｼﾀｶﾞｳ

液量 ８０ ０，８０～２１０ ｼﾀｶﾞｳ
飲みごろ温 ７０ ３０～９０ 13 販売機能設定 飲み頃機能 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ
撹はん時間１ １．０ ０．０～９．９ 濃いめ機能 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ
撹はん時間２ ０．０ ０．０～９．９ チャイルドロック ﾑｺｳ H&Cﾕ,HOT,ｵﾕﾉﾐ,ﾑｺｳ

撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ 販売中ブザー ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ
03 ホット飲料設定 原料量 ０．５５ 0.00，0.10～9.99 14 販売釦／複数 ＨＯＴ１ １ ０～９

０３ 濃いめ増加量 ０．１ 0.00～9.99 杯販売設定 ＨＯＴ２ １ ０～９
液量 ８０ ０，８０～２１０ ＨＯＴ３ １ ０～９
飲みごろ温 ７０ ３０～９０ ※設定上， ＨＯＴ４ １ ０～９
撹はん時間１ １．０ ０．０～９．９ 注意事項が ＣＯＬＤ１ １ ０～９
撹はん時間２ ０．０ ０．０～９．９ あります。 ＣＯＬＤ２ １ ０～９
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ (P6-20 ＣＯＬＤ３ １ ０～９

04 ホット飲料設定 原料量 １．０ 0.00，0.10～9.99 参照) ＣＯＬＤ４ １ ０～９
０４ 濃いめ増加量 ０．１ 0.00～9.99 お湯 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ

液量 ９０ ０，８０～２１０ 冷水 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ
飲みごろ温 ７０ ３０～９０ 15 非適温時， ＨＯＴ飲料 ﾋﾃｷｵﾝ ﾋﾃｷｵﾝNG
撹はん時間１ １．０ ０．０～９．９ 販売可／       OK ﾋﾃｷｵﾝOK
撹はん時間２ ０．０ ０．０～９．９ 不可設定 ＣＯＬＤ飲料 ﾋﾃｷｵﾝ ﾋﾃｷｵﾝNG
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ       OK ﾋﾃｷｵﾝOK

05 ｺｰﾙﾄﾞ飲料設定 原料量 ０．７ 0.00，0.10～9.99 16 温調温度設定 湯温調温度 ９６ １０～９６
０１ 濃いめ増加量 ０．１ 0.00～9.99 17 適温設定 湯適温 ７５ ２～９６

液量 ８０ ０，８０～２１０ 冷水適温 ５ ２～９６
湯添加 ０ ０～１５ 18 リンス設定 リンス湯量 １４０ ３０～１６０
撹はん時間１ ２．０ ０．０～９．９ オートリンス開始 ｵｰﾄ ｵｰﾄﾘﾝｽ,ｼｭｳｶﾝﾖﾔｸ,
撹はん時間２ １．０ ０．０～９．９ パターン ﾘﾝｽ ﾊｲｽｳ+ｵｰﾄﾘﾝｽ,
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ ﾊｲｽｳ+ｼｭｳｶﾝ,ﾑｺｳ

06 ｺｰﾙﾄﾞ飲料設定 原料量 ０．７ 0.00，0.10～9.99 粉系飲料販売数 ５０ １～９９
０２ 濃いめ増加量 ０．１ 0.00～9.99 リンス温度 ｺｳｵﾝ ﾃｲｵﾝ，ｺｳｵﾝ

液量 ８０ ０，８０～２１０ 19 省エネ設定 冷水機運転 ｳﾝﾃﾝ ｳﾝﾃﾝ，ﾃｲｼ
湯添加 ０ ０～１５ ｼｭｳｶﾝﾖﾔｸ
撹はん時間１ ２．０ ０．０～９．９ 湯タンクヒータ ｳﾝﾃﾝ ｳﾝﾃﾝ，ﾃｲｼ
撹はん時間２ １．０ ０．０～９．９ 棚ヒータ ｳﾝﾃﾝ ｳﾝﾃﾝ，ﾃｲｼ
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ 20 学習省エネ 温水タンク ｼﾅｲ ｼﾅｲ，ｽﾙ

07 ｺｰﾙﾄﾞ飲料設定 原料量 ０．５５ 0.00，0.10～9.99 設定 学習省ｴﾈ切換え
０３ 濃いめ増加量 ０．１ 0.00～9.99 しきい値杯数 ０ ０～９９

液量 ８０ ０，８０～２１０ 省エネ時の ８７ ６８～９８
湯添加 ０ ０～１５ 温調温度
撹はん時間１ ２．０ ０．０～９．９ 27 給水方式設定 給水方式 ｶｾｯﾄ ｽｲﾁｮｸ，ｶｾｯﾄ
撹はん時間２ １．０ ０．０～９．９ 30 食衛売切れ 食衛機能 ｳﾘｷﾚ ｳﾘｷﾚﾎｰﾙﾄﾞ，
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ 設定 ﾎｰﾙﾄﾞ ﾃｽﾄ

08 ｺｰﾙﾄﾞ飲料設定 原料量 １．０ 0.00，0.10～9.99 36 お湯ボタン設定 機能 ﾚﾝｿﾞｸ ﾚﾝｿﾞｸ，ﾃｲﾘｮｳ
０４ 濃いめ増加量 ０．１ 0.00～9.99 定量時湯量 ４０ ０，２０～２１０

液量 ９０ ０，８０～２１０ 37 冷水ボタン設定機能 ﾚﾝｿﾞｸ ﾚﾝｿﾞｸ，ﾃｲﾘｮｳ
湯添加 １０ ０～１５ 定量時冷水量 ４０ ０，２０～２１０
撹はん時間１ ６．０ ０．０～９．９ 80 押しボタン設定 － －
撹はん時間２ ２．０ ０．０～９．９ 90 標準データ ２ １～４
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ｵｿｲ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ パターン設定

09 流量調整ﾃｽﾄ 原料１ ２０．５ ０．５０～５０．００ 91 コインメック ｺｲﾝﾒｯｸ有り/無し ｺｲﾝ ｺｲﾝﾒｯｸｱﾘ，
原料２ ２０．５ ０．５０～５０．００ 有り/無し設定 ﾒｯｸﾅｼ ｺｲﾝﾒｯｸﾅｼ
原料３ １５．０ ０．５０～５０．００ 99 販売価格設定 ＨＯＴ１価格 ５０ ０～９９０
原料４ １４．０ ０．５０～５０．００ ＨＯＴ２価格 ５０ ０～９９０
ホット１湯 １５０ １００～２５０ ＨＯＴ３価格 ５０ ０～９９０
ホット２湯 １５０ １００～２５０ ＨＯＴ４価格 ５０ ０～９９０
ホット３湯 １５０ １００～２５０ ＣＯＬＤ１価格 ５０ ０～９９０
ホット４湯 １５０ １００～２５０ ＣＯＬＤ２価格 ５０ ０～９９０
お湯 １５０ １００～２５０ ＣＯＬＤ３価格 ５０ ０～９９０
冷水 １４０ １００～２００ ＣＯＬＤ４価格 ５０ ０～９９０

お湯価格 １０ ０～９９０
冷水価格 １０ ０～９９０

標　準
データ

標　準
データ

－
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６．リモコン

設定項目と標準データ

機 能 【ＢＨＫ３８０シリーズ】

項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　考 項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　考

01 ホット飲料設定 原料量 ０．７ 0.00，0.10～9.99 14 販売釦／複数 ＨＯＴ１ １ ０～９
０１ 液量 ８０ ０，８０～２１０ 杯販売設定 ＨＯＴ２ １ ０～９

飲みごろ温 ７０ ３０～９０ ＨＯＴ３ １ ０～９
撹はん時間１ １．０ ０．０～９．９ ※設定上， ＣＯＬＤ１ １ ０～９
撹はん時間２ ０．０ ０．０～９．９ 注意事項が ＣＯＬＤ２ １ ０～９
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ あります。 ＣＯＬＤ３ １ ０～９

02 ホット飲料設定 原料量 ０．５５ 0.00，0.10～9.99 (P6-20 お湯 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ
０２ 液量 ８０ ０，８０～２１０ 参照) 冷水 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ

飲みごろ温 ７０ ３０～９０ 15 非適温時， ＨＯＴ飲料 ﾋﾃｷｵﾝ ﾋﾃｷｵﾝNG
撹はん時間１ １．０ ０．０～９．９ 販売可／       OK ﾋﾃｷｵﾝOK
撹はん時間２ ０．０ ０．０～９．９ 不可設定 ＣＯＬＤ飲料 ﾋﾃｷｵﾝ ﾋﾃｷｵﾝNG
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ       OK ﾋﾃｷｵﾝOK

03 ホット飲料設定 原料量 １．０ 0.00，0.10～9.99 16 温調温度設定 湯温調温度 ９６ １０～９６
０３ 液量 ９０ ０，８０～２１０ 17 適温設定 湯適温 ７５ ２～９６

飲みごろ温 ７０ ３０～９０ 冷水適温 ５ ２～９６
撹はん時間１ １．０ ０．０～９．９ 18 リンス設定 リンス湯量 １４０ ３０～１６０
撹はん時間２ ０．０ ０．０～９．９ オートリンス開始 ｵｰﾄ ｵｰﾄﾘﾝｽ,ｼｭｳｶﾝﾖﾔｸ,
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ パターン ﾘﾝｽ ﾊｲｽｳ+ｵｰﾄﾘﾝｽ,

05 ｺｰﾙﾄﾞ飲料設定 原料量 ０．７ 0.00，0.10～9.99 ﾊｲｽｳ+ｼｭｳｶﾝ,ﾑｺｳ
０１ 液量 ８０ ０，８０～２１０ 粉系飲料販売数 ５０ １～９９

湯添加 ０ ０～１５ リンス温度 ｺｳｵﾝ ﾃｲｵﾝ，ｺｳｵﾝ
撹はん時間１ ２．０ ０．０～９．９ 19 省エネ設定 冷水機運転 ｳﾝﾃﾝ ｳﾝﾃﾝ，ﾃｲｼ
撹はん時間２ １．０ ０．０～９．９ ｼｭｳｶﾝﾖﾔｸ
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ 湯タンクヒータ ｳﾝﾃﾝ ｳﾝﾃﾝ，ﾃｲｼ

06 ｺｰﾙﾄﾞ飲料設定 原料量 ０．５５ 0.00，0.10～9.99 棚ヒータ ｳﾝﾃﾝ ｳﾝﾃﾝ，ﾃｲｼ
０２ 液量 ８０ ０，８０～２１０ 20 学習省エネ 温水タンク ｼﾅｲ ｼﾅｲ，ｽﾙ

湯添加 ０ ０～１５ 設定 学習省ｴﾈ切換え
撹はん時間１ ２．０ ０．０～９．９ しきい値杯数 ０ ０～９９
撹はん時間２ １．０ ０．０～９．９ 省エネ時の ８７ ６８～９８
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ 温調温度

07 ｺｰﾙﾄﾞ飲料設定 原料量 １．０ 0.00，0.10～9.99 26 同時販売 同時販売 ﾄﾞｳｼﾞ ﾄﾞｳｼﾞﾊﾝﾊﾞｲｶﾉｳ
０３ 液量 ９０ ０，８０～２１０ ﾊﾝﾊﾞｲ ﾄﾞｳｼﾞﾊﾝﾊﾞｲｷﾝｼ

湯添加 １０ ０～１５ ｶﾉｳ
撹はん時間１ ６．０ ０．０～９．９ 27 給水方式設定 給水方式 ｶｾｯﾄ ｽｲﾁｮｸ，ｶｾｯﾄ
撹はん時間２ ２．０ ０．０～９．９ 30 食衛売切れ 食衛機能 ｳﾘｷﾚ ｳﾘｷﾚﾎｰﾙﾄﾞ，
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ｵｿｲ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ 設定 ﾎｰﾙﾄﾞ ﾃｽﾄ

09 流量調整ﾃｽﾄ 原料１ ２０．５ ０．５０～５０．００ 36 お湯ボタン設定 機能 ﾚﾝｿﾞｸ ﾚﾝｿﾞｸ，ﾃｲﾘｮｳ
原料２ １５．０ ０．５０～５０．００ 定量時湯量 ４０ ０，２０～２１０
原料３ １４．０ ０．５０～５０．００ 37 冷水ボタン設定機能 ﾚﾝｿﾞｸ ﾚﾝｿﾞｸ，ﾃｲﾘｮｳ
ホット１湯 １５０ １００～２５０ 定量時冷水量 ４０ ０，２０～２１０
ホット２湯 １５０ １００～２５０ 80 押しボタン設定 － － －
ホット３湯 １５０ １００～２５０ 90 標準データ ２ １～４
お湯 １５０ １００～２５０ パターン設定
冷水 １４０ １００～２００ 91 コインメック ｺｲﾝﾒｯｸ有り/無し ｺｲﾝ ｺｲﾝﾒｯｸｱﾘ，

10 単位液量設定 原料１の液量 ８０ ８０～１４０ 有り/無し設定 ﾒｯｸﾅｼ ｺｲﾝﾒｯｸﾅｼ
原料２の液量 ８０ ８０～１４０ 99 販売価格設定 ＨＯＴ１価格 ５０ ０～９９０
原料３の液量 ９０ ８０～１４０ ＨＯＴ２価格 ５０ ０～９９０

11 原料吐出比例 機能 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ ＨＯＴ３価格 ５０ ０～９９０
有効／ ﾑｺｳ ＣＯＬＤ１価格 ５０ ０～９９０

無効設定 ＣＯＬＤ２価格 ５０ ０～９９０
12 液量設定 機能 ｶﾝｲ ｶﾝｲｾｯﾃｲﾆｼﾀｶﾞｳ, ＣＯＬＤ３価格 ５０ ０～９９０

切換え ｾｯﾃｲﾆ ﾃﾝｷｰｾｯﾃｲﾆｼﾀｶﾞｳ お湯価格 １０ ０～９９０
ｼﾀｶﾞｳ 冷水価格 １０ ０～９９０

13 販売機能設定 飲み頃機能 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ
販売中ブザー ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ

標　準
データ

標　準
データ
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６．リモコン

設定項目と標準データ

機 能 【ＢＨＫ２８０シリーズ】

項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　考 項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　考

01 ホット飲料設定 原料量 ０．７ 0.00，0.10～9.99 15 非適温時， ＨＯＴ飲料 ﾋﾃｷｵﾝ ﾋﾃｷｵﾝNG
０１ 液量 ８０ ０，８０～２１０ 販売可／       OK ﾋﾃｷｵﾝOK

飲みごろ温 ７０ ３０～９０ 不可設定 ＣＯＬＤ飲料 ﾋﾃｷｵﾝ ﾋﾃｷｵﾝNG
撹はん時間１ １．０ ０．０～９．９       OK ﾋﾃｷｵﾝOK
撹はん時間２ ０．０ ０．０～９．９ 16 温調温度設定 湯温調温度 ９６ １０～９６
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ 17 適温設定 湯適温 ７５ ２～９６

02 ホット飲料設定 原料量 ０．５５ 0.00，0.10～9.99 冷水適温 ５ ２～９６
０２ 液量 ８０ ０，８０～２１０ 18 リンス設定 リンス湯量 １４０ ３０～１６０

飲みごろ温 ７０ ３０～９０ オートリンス開始 ｵｰﾄ ｵｰﾄﾘﾝｽ,ｼｭｳｶﾝﾖﾔｸ,
撹はん時間１ １．０ ０．０～９．９ パターン ﾘﾝｽ ﾊｲｽｳ+ｵｰﾄﾘﾝｽ,
撹はん時間２ ０．０ ０．０～９．９ ﾊｲｽｳ+ｼｭｳｶﾝ,ﾑｺｳ
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ 粉系飲料販売数 ５０ １～９９

05 ｺｰﾙﾄﾞ飲料設定 原料量 ０．７ 0.00，0.10～9.99 リンス温度 ｺｳｵﾝ ﾃｲｵﾝ，ｺｳｵﾝ
０１ 液量 ８０ ０，８０～２１０ 19 省エネ設定 冷水機運転 ｳﾝﾃﾝ ｳﾝﾃﾝ，ﾃｲｼ

湯添加 ０ ０～１５ ｼｭｳｶﾝﾖﾔｸ
撹はん時間１ ２．０ ０．０～９．９ 湯タンクヒータ ｳﾝﾃﾝ ｳﾝﾃﾝ，ﾃｲｼ
撹はん時間２ １．０ ０．０～９．９ 棚ヒータ ｳﾝﾃﾝ ｳﾝﾃﾝ，ﾃｲｼ
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ 20 学習省エネ 温水タンク ｼﾅｲ ｼﾅｲ，ｽﾙ

06 ｺｰﾙﾄﾞ飲料設定 原料量 ０．５５ 0.00，0.10～9.99 設定 学習省ｴﾈ切換え
０２ 液量 ８０ ０，８０～２１０ しきい値杯数 ０ ０～９９

湯添加 ０ ０～１５ 省エネ時の ８７ ６８～９８
撹はん時間１ ２．０ ０．０～９．９ 温調温度
撹はん時間２ １．０ ０．０～９．９ 26 同時販売 同時販売 ﾄﾞｳｼﾞ ﾄﾞｳｼﾞﾊﾝﾊﾞｲｶﾉｳ
撹はんｽﾋﾟｰﾄﾞ ﾌﾂｳ ﾊﾔｲ,ﾌﾂｳ,ｵｿｲ ﾊﾝﾊﾞｲ ﾄﾞｳｼﾞﾊﾝﾊﾞｲｷﾝｼ

09 流量調整ﾃｽﾄ 原料１ ２０．５ ０．５０～５０．００ ｶﾉｳ
原料２ １５．０ ０．５０～５０．００ 27 給水方式設定 給水方式 ｶｾｯﾄ ｽｲﾁｮｸ，ｶｾｯﾄ
ホット１湯 １５０ １００～２５０ 30 食衛売切れ 食衛機能 ｳﾘｷﾚ ｳﾘｷﾚﾎｰﾙﾄﾞ，
ホット２湯 １５０ １００～２５０ 設定 ﾎｰﾙﾄﾞ ﾃｽﾄ
お湯 １５０ １００～２５０ 36 お湯ボタン設定 機能 ﾚﾝｿﾞｸ ﾚﾝｿﾞｸ，ﾃｲﾘｮｳ
冷水 １４０ １００～２００ 定量時湯量 ４０ ０，２０～２１０

10 単位液量設定 原料１の液量 ８０ ８０～１４０ 37 冷水ボタン設定機能 ﾚﾝｿﾞｸ ﾚﾝｿﾞｸ，ﾃｲﾘｮｳ
原料２の液量 ８０ ８０～１４０ 定量時冷水量 ４０ ０，２０～２１０

11 原料吐出比例 機能 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ 80 押しボタン設定 － － －
有効／ ﾑｺｳ 90 標準データ ２ １～４

無効設定 パターン設定
12 液量設定 機能 ｶﾝｲ ｶﾝｲｾｯﾃｲﾆｼﾀｶﾞｳ, 91 コインメック ｺｲﾝﾒｯｸ有り/無し ｺｲﾝ ｺｲﾝﾒｯｸｱﾘ，

切換え ｾｯﾃｲﾆ ﾃﾝｷｰｾｯﾃｲﾆｼﾀｶﾞｳ 有り/無し設定 ﾒｯｸﾅｼ ｺｲﾝﾒｯｸﾅｼ
ｼﾀｶﾞｳ 99 販売価格設定 ＨＯＴ１価格 ５０ ０～９９０

13 販売機能設定 飲み頃機能 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ ＨＯＴ２価格 ５０ ０～９９０
販売中ブザー ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ ＣＯＬＤ１価格 ５０ ０～９９０

14 販売釦／複数 ＨＯＴ１ １ ０～９ ＣＯＬＤ２価格 ５０ ０～９９０
杯販売設定 ＨＯＴ２ １ ０～９ お湯価格 １０ ０～９９０

ＣＯＬＤ１ １ ０～９ 冷水価格 １０ ０～９９０
※設定上， ＣＯＬＤ２ １ ０～９

注意事項が お湯 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ
あります。 冷水 ﾕｳｺｳ ﾕｳｺｳ，ﾑｺｳ
(P6-20
参照)

標　準
データ

標　準
データ

６－１９



６．リモコン

設定項目と標準データ

点 検

項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　考 項目№及び項目名 種　　　　類 備　　　考

01 現在の売切れ － － 11 順次動作ﾃｽﾄ － －

02 現在の故障 － － 81 定期ﾒﾝﾃﾅﾝｽ － －

03 累計トータル － － 82 稼働時間表示 稼働年数 －

販売杯数 稼働月数 － －

カウンタ 3年ﾒﾝﾃﾅﾝｽまで － －

04 期間トータル － － の残年数

販売杯数 3年ﾒﾝﾃﾅﾝｽまで － －

カウンタ の残月数

05 期間販売杯数 － － 5年ﾒﾝﾃﾅﾝｽまで － －

カウンタ の残年数

06 操作部ﾁｪｯｸ － － 5年ﾒﾝﾃﾅﾝｽまで － －

07 出力動作ﾁｪｯｸ － － の残月数

08 過去の故障 － －

09 入力テスト － － 90 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報 － － －

10 連続出しﾃｽﾄ － － 表示

※[機能]１４　販売釦／複数杯販売設定時の注意点

　販売中は湯温の低下を防ぐため，温水タンクへの給水をしない制御としています。

　そのため，販売設定数×販売量＝約８５０ｍｌを超えると低水位を検知し，販売中止

　となりますので，設定時にはご注意ください。

設定例）

飲料設定量：８０ｍｌ

複数杯販売設定：９杯

　⇒上記の設定の場合，販売総量は７２０ｍｌとなり販売可能です。

[！] 販売時の総量が８５０ｍｌ以下になるような設定でお願い致します。

－

標  準
データ

標  準
データ

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

６－２０



６．リモコン

食衛機能と省エネ機能を設定する際の注意点

[タイマー]０２～０９：週間予約設定や，[ｅｃｏ]キーによる省エネ運転を行う際に条件によっては
食衛売切ホールドが発生する場合がありますのでご注意ください。

(1)それぞれの機能について

① 食衛機能：湯温６３℃以下，冷水温１０℃以上になった際に食衛売切となり，販売を中止します。
モニタランプ点滅時に[食衛リセット]キーを押し，食衛売切ホールドの解除または解除
予約をしないと販売復帰しません。

② 省エネ機能：次の際に省エネ運転を行います。
・[タイマー]０２～０９：週間予約設定の通常運転時間外(終了～開始)
・[ｅｃｏ]キーを押し，モニタランプが点滅している時

③ 省エネ運転時の設定は[タイマー]０２：週間予約設定(毎日)のつぎの設定に従っておこなわれます。
・時間外ヒータ・・・「テイシ」設定時は湯温に関係なくヒータを停止します。
・運転温度・・・・・ 時間外ヒータが「ウンテン」設定時のヒータ運転温度です。

 →省エネ運転時間によっては食衛売切温度以下になる場合があります。

(2)設定時のポイント

次のＡ，Ｂ，どちらかの方法で食衛売切ホールドの発生を回避することができます。

Ａ．食衛機能優先 Ｂ．省エネ機能優先

(食衛機能は生かしたい場合) (最大限省エネ機能を生かしたい場合)

[タイマー]０２：週間予約設定(毎日) [機能]３０：食衛売切設定

・時間外ヒータ・・・「ウンテン」に設定 ・「ウリキレホールド」→「テスト」に設定

・運転温度 ・・・・・「７０℃」以上に設定

６－２１



６．リモコン

簡易設定のしかた
(1)液量設定

簡易設定にて全飲料の液量を一律で簡単に切換えることができます。標準データは８０mLです。

◆　液量を８０mL→１００mLに変更する場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 待機状態 [　]キーにて｢コナリョウ４｣の表示
2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0 画面に移動します。
ﾕ 9 7 ゜ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ゜ C

ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

待機画面でこのデータが
表示されている時，簡易
設定ができます。
表示されていない場合は
[機能]12で「ｶﾝｲｾｯﾃｲﾆｼﾀ
ｶﾞｳ」に設定してください｡

2 [▼]キーにて｢コナリョウ４｣の設定
キーを押す > ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L 画面に移動します。

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 1 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 2 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 3 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

3
キーを100mL > ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 1 0 0 m L

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 1 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

になるまで押す ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 2 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 3 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

4
キーを押して 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ゜ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ゜ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

1 0 0 0 0 0

[！] [機能]１１「原料吐出比例有効／無効設定」が「有効」(標準データ)になっているときに本設定

を行いますと変更した液量に比例して飲料の濃さが一定になるように原料量も自動的に変更

されます。

「無効」に設定されている場合は液量のみ変更しますが，原料量はそのままです。

※　本設定はＢＨＫ４８０シリーズを示します。

増

飲料
設定

飲料
設定
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６．リモコン

簡易設定のしかた
(2)原料増減量設定

簡易設定にて[機能]０１～０８で設定している原料量を使って簡単に吐出量を切換えることができます。

◆　原料１の増減量設定を標準→＋２０％増に設定する場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 [▼]キーにて｢コナリョウ４｣の設定
キーを押す > ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L 画面に移動します。

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 1 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 2 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 3 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

2
キーを押す ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L

> ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 1 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 2 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 3 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

3 ・[機能]０１～０８で設定された原料
キーを｢20%増｣ ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L 量に対して下記割合(固定)にて増減

> ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 1 2 0 % ｿ ﾞ ｳ を行います。
になるまで押す ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 2 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ

ｺ ﾅ ﾘ ｮ ｳ 3 ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ ｭ ﾝ 画 面 表 示 増 減 量
　１０％ケ゛ン －１０％
　ヒョウシ゛ュン 　　０％
　１０％ソ゛ウ ＋１０％
　２０％ソ゛ウ ＋２０％
　３０％ソ゛ウ ＋３０％

4
キーを押して 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ゜ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ゜ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 + 2 0 0 0

・原料の標準量は[機能]１１：「原料吐出比例有効／無効設定」により下記のように異なります。

[機能]１１設定 原　料　の　標　準　量　の　考　え　方

有効設定 [機能]０１～０８：｢原料量｣×

無効設定 [機能]０１～０８：「原料量」

[機能]０１～０８：｢液量｣もしくは簡易設定：｢液量｣

[機能]１０：単位液量

増

飲料
設定

飲料
設定
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６．リモコン

[タイマー]キーの使い方
(1)現在時刻の設定

現在時刻設定を行う必要があります。次の手順で設定を実施してください。

◆　２０１９年０３月１５日午後３時２０分に設定する場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1
キーを押す 0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> 2 0 1 9 - 0 0 - 0 0  S U N

0 0 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

2 ・設定値が点滅し，設定モードになり
キーを押す 0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ ます。

> 2 0 1 9 - 0 0 - 0 0  S U N

0 0 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

3
キーを押す 0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> 2 0 1 9 - 0 0 - 0 0  S U N

0 0 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

4
0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> 2 0 1 9 - 0 3 - 0 0  S U N

キーを押す 0 0 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

5
キーを押す 0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> 2 0 1 9 - 0 3 - 0 0  S U N

0 0 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

6 ・年，月，日，曜日が入力されます。
0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> 2 0 1 9 - 0 3 - 1 5  F R I

キーを押す 0 0 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

7 ・設定値を記憶します。
キーを押す 0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ ・設定値の点滅は無くなり，項目移動

> 2 0 1 9 - 0 3 - 1 5  F R I モードになります。
0 0 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

8
キーを押す 0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

2 0 1 9 - 0 3 - 1 5  F R I

> 0 0 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

１ ６

１ ２

タイマー

データ
入 力

動 作

記 憶
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６．リモコン

[タイマー]キーの使い方
(1)現在時刻の設定(つづき)

■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

9 ・設定値が点滅し，設定モードになり
キーを押す 0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ ます。

2 0 1 9 - 0 3 - 1 5  F R I

> 0 0 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

10
0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

2 0 1 9 - 0 3 - 1 5  F R I

キーを押す > 1 5 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

11
キーを押す 0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

2 0 1 9 - 0 3 - 1 5  F R I

> 1 5 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

12 ・時，分が入力されます。
0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ

2 0 1 9 - 0 3 - 1 5  F R I

キーを押す > 1 5 : 2 0

ｵ ﾜ ﾘ

13 ・設定値を記憶します。
キーを押す 0 1 ) ｼ ゛ ｺ ｸ ｾ ｯ ﾃ ｲ ・設定値の点滅は無くなり，項目移動

2 0 1 9 - 0 3 - 1 5  F R I モードになります。
> 1 5 : 2 0

ｵ ﾜ ﾘ

14 ＜待機画面の各種表示項目＞
キーを押し， 　([機能]１２液量簡易設定時)

2 0 1 9 - 0 3 - 1 5 1 5 : 2 0 ←[ﾀｲﾏｰ]01で設定した現在時刻を表示
待機状態に戻す ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C ←現在の湯温／冷水温を表示

ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0 ←簡易設定内容を表示

　([機能]１２液量テンキー設定時)
2 0 1 9 - 0 3 - 1 5 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

0 0 0

データ
入 力

１ ５

２ ０

動 作

記 憶

終 了

６－２５



６．リモコン

[タイマー]キーの使い方
(2)週間予約設定のしかた

[タイマ]０２～０９にて週間予約設定を行うことができます。
・[タイマ]０２……………………週間予約設定　毎日
・[タイマ]０３～０９……………週間予約設定　日曜日～土曜日

◆　週間予約設定を毎週月曜日　８：３０～１７：００の間にて行う場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1
0 4 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ｹ ﾞ ﾂ ﾖ ｳ

> ｶ ｲ ｼ 9 9 : 0 0

ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 9 9 : 0 0

キーを押す ｵ ﾜ ﾘ

2 ・設定値が点滅し，設定モードになり
キーを押す 0 4 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ｹ ﾞ ﾂ ﾖ ｳ ます。

> ｶ ｲ ｼ 9 9 : 0 0

ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 9 9 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

3
0 4 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ｹ ﾞ ﾂ ﾖ ｳ

> ｶ ｲ ｼ 0 8 : 0 0

キーを押す ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 9 9 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

4
キーを押す 0 4 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ｹ ﾞ ﾂ ﾖ ｳ

> ｶ ｲ ｼ 0 8 : 0 0

ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 9 9 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

5
0 4 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ｹ ﾞ ﾂ ﾖ ｳ

> ｶ ｲ ｼ 0 8 : 3 0

キーを押す ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 9 9 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

6 ・開始時間の設定を記憶します。
キーを押す 0 4 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ｹ ﾞ ﾂ ﾖ ｳ ・設定値の点滅が無くなり項目移動

> ｶ ｲ ｼ 0 8 : 3 0 モードになります。
ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 9 9 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

7
キーを押す 0 4 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ｹ ﾞ ﾂ ﾖ ｳ

ｶ ｲ ｼ 0 8 : 3 0

> ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 9 9 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

8 手順№２～６と同様の操作 ・終了時間の設定・記憶を行います。
を行い，終了時分を入力 0 4 ) ｼ ｭ ｳ ｶ ﾝ ﾖ ﾔ ｸ ｹ ﾞ ﾂ ﾖ ｳ

する ｶ ｲ ｼ 0 8 : 3 0

> ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 1 7 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

４

０ ８

３ ０

０タイマー

データ
入 力

動 作

記 憶

６－２６



６．リモコン

[タイマー]キーの使い方
(2)週間予約設定のしかた(つづき)

■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

9
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

［週間予約設定パターン例］ ：販売可能時間帯

ケ 設定パターン例 週　間　予　約　設　定　動　作

｜ 備　　　　考

ス （時

１ ０６：００ ２０：００

２ ００：００ ２４：００ 終日販売可能

３ ００：００ ００：００ 開始終了時分とも｢00:00｣

同一設定→終日販売可能

４ ０６：００ ０６：００ 開始終了時分とも｢00:00｣以

外同一設定→前日設定の終

了時分から終日販売不可

※全ての曜日で開始と終了

 が同一の場合はタイマ無

 効で１週間終日販売可能

 となります。

５ ００：００ ２０：００

６ ０６：００ ２４：００

(００：００)

７ ２０：００ ０６：００ 開始時分＞終了時分

→日をまたぐ

８ ９９：００ ００：００ 前日設定の終了時分から終日

販売不可

９ ００：００ ９９：００ 終日販売不可

※全ての曜日で開始と終了

 が同一の場合はタイマ無

 効で１週間終日販売可能

 となります。

10 ９９：００ ９９：００ 終日販売不可

※全ての曜日で開始と終了

 が同一の場合はタイマ無

 効で１週間終日販売可能

 となります。

※ケース７の翌日がケース４又はケース８，ケース９，ケース１０の場合は，翌日６時まで販売可能で，
　その後６～２４時まで販売不可となります。

※ケース７の翌日がケース２又はケース３の場合は，翌日６時まで販売可能で，その後も６～２４時まで
　継続して販売可能です。

開始時分 終了時分
(翌日０)

24 翌日６20６０

終 了

６－２７



６．リモコン

[タイマー]キーの使い方
(3)オートリンス設定のしかた

[タイマ]１０，１２～１８にてオートリンス設定を行うことができます。
・[タイマ]１０……………………オートリンス設定　毎日
・[タイマ]１２～１８……………オートリンス設定　日曜日～土曜日

◆　オートリンスを毎日２回目　２１：３０から開始する場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1
1 0 ) ｵ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｽ ﾏ ｲ ﾆ ﾁ

> ﾘ ﾝ ｽ 1 ｶ ｲ ﾒ 0 5 : 0 0

ﾘ ﾝ ｽ 2 ｶ ｲ ﾒ 9 9 : 0 0

キーを押す ｵ ﾜ ﾘ

2 ※１ ９９：００の時は実行しません｡
キーを押す 1 0 ) ｵ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｽ ﾏ ｲ ﾆ ﾁ

ﾘ ﾝ ｽ 1 ｶ ｲ ﾒ 0 5 : 0 0

> ﾘ ﾝ ｽ 2 ｶ ｲ ﾒ 9 9 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

3 ・設定値が点滅し，設定モードになり
キーを押す 1 0 ) ｵ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｽ ﾏ ｲ ﾆ ﾁ ます。

ﾘ ﾝ ｽ 1 ｶ ｲ ﾒ 0 5 : 0 0

> ﾘ ﾝ ｽ 2 ｶ ｲ ﾒ 9 9 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

4
1 0 ) ｵ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｽ ﾏ ｲ ﾆ ﾁ

ﾘ ﾝ ｽ 1 ｶ ｲ ﾒ 0 5 : 0 0

キーを押す > ﾘ ﾝ ｽ 2 ｶ ｲ ﾒ 2 1 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

5
キーを押す 1 0 ) ｵ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｽ ﾏ ｲ ﾆ ﾁ

ﾘ ﾝ ｽ 1 ｶ ｲ ﾒ 0 5 : 0 0

> ﾘ ﾝ ｽ 2 ｶ ｲ ﾒ 2 1 : 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

6
1 0 ) ｵ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｽ ﾏ ｲ ﾆ ﾁ

ﾘ ﾝ ｽ 1 ｶ ｲ ﾒ 0 5 : 0 0

キーを押す > ﾘ ﾝ ｽ 2 ｶ ｲ ﾒ 2 1 : 3 0

ｵ ﾜ ﾘ

7 ・開始時間の設定を記憶します。
キーを押す 1 0 ) ｵ ｰ ﾄ ﾘ ﾝ ｽ ﾏ ｲ ﾆ ﾁ ・設定値の点滅が無くなり項目移動

ﾘ ﾝ ｽ 1 ｶ ｲ ﾒ 0 5 : 0 0 モードになります。
> ﾘ ﾝ ｽ 2 ｶ ｲ ﾒ 2 1 : 3 0

ｵ ﾜ ﾘ

8
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

１

２ １

３ ０

０

タイマー

データ
入 力

動 作

記 憶

終 了

６－２８



６．リモコン

[タイマー]キーの使い方
(4)冷却ユニットフィルタアラーム

冷却ユニットフィルタの清掃時期をお知らせするアラーム機能の有／無とアラーム日数を設定する操作
です。

◆　アラーム日数を３６５日→３６０日に変更する場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1
3 0 ) ﾕ ﾆ ｯ ﾄ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

2 0 1 9 - 0 0 - 0 0 ｶ ﾗ

> ｱ ﾗ ｰ ﾑ ｷ ﾉ ｳ ﾑ ｺ ｳ

キーを押す ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 5 ﾆ ﾁ

2
キーを１回押す 3 0 ) ﾕ ﾆ ｯ ﾄ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

2 0 1 9 - 0 0 - 0 0 ｶ ﾗ

ｱ ﾗ ｰ ﾑ ｷ ﾉ ｳ ﾑ ｺ ｳ

> ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 5 ﾆ ﾁ

3 ・設定値が点滅し，設定モードになり
キーを押す 3 0 ) ﾕ ﾆ ｯ ﾄ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ ます。

2 0 1 9 - 0 0 - 0 0 ｶ ﾗ

ｱ ﾗ ｰ ﾑ ｷ ﾉ ｳ ﾑ ｺ ｳ

> ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 5 ﾆ ﾁ

4
3 0 ) ﾕ ﾆ ｯ ﾄ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

2 0 1 9 - 0 0 - 0 0 ｶ ﾗ

ｱ ﾗ ｰ ﾑ ｷ ﾉ ｳ ﾑ ｺ ｳ

キーを押す > ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 0 ﾆ ﾁ

5 ・設定値を記憶します。
キーを押す 3 0 ) ﾕ ﾆ ｯ ﾄ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ ・設定値の点滅は無くなり，項目移動

2 0 1 9 - 0 0 - 0 0 ｶ ﾗ モードになります。
ｱ ﾗ ｰ ﾑ ｷ ﾉ ｳ ﾑ ｺ ｳ

> ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 0 ﾆ ﾁ

6
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

３

０

６

０

３

タイマー

データ
入 力

動 作

記 憶

終 了

６－２９



６．リモコン

[タイマー]キーの使い方
(5)水フィルタアラーム

水フィルタの交換時期をお知らせするアラーム機能の有／無とアラーム検知する方法(日数／販売杯数／
日数販売杯数併用)を設定する操作です。

◆　アラーム日数を３６５日→３６０日に変更する場合 

■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1
2 8 ) ﾐ ｽ ﾞ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

2 0 1 9 - 0 0 - 0 0 ｶ ﾗ

> ｱ ﾗ ｰ ﾑ ｷ ﾉ ｳ ﾕ ｳ ｺ ｳ

キーを押す ｱ ﾗ ｰ ﾑ ﾎ ｳ ｼ ｷ ﾆ ｯ ｽ ｳ

2
キーを２回押す 2 8 ) ﾐ ｽ ﾞ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

> ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 5 ﾆ ﾁ

ｵ ﾜ ﾘ

3 ・設定値が点滅し，設定モードになり
キーを押す 2 8 ) ﾐ ｽ ﾞ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ ます。

> ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 5 ﾆ ﾁ

ｵ ﾜ ﾘ

4
2 8 ) ﾐ ｽ ﾞ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ

> ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 0 ﾆ ﾁ

ｵ ﾜ ﾘ

キーを押す

5 ・設定値を記憶します。
キーを押す 2 8 ) ﾐ ｽ ﾞ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ｱ ﾗ ｰ ﾑ ・設定値の点滅は無くなり，項目移動

> ﾆ ｯ ｽ ｳ ｱ ﾄ 3 6 0 ﾆ ﾁ モードになります。
ｵ ﾜ ﾘ

6
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

３ ６

０

８

２タイマー

データ
入 力

動 作

記 憶

終 了

６－３０



６．リモコン

[機能]キーの使い方
(1)液量設定切換え

本設定をテンキー設定に切換えることにより，各飲料毎に液量を設定することが可能になります。

◆　テンキー設定に切換える場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 待機状態(簡易設定)
2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

2
1 2 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾋ ﾚ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> ﾕ ｳ ｺ ｳ

 ｵ ﾜ ﾘ

キーを押す

3
キーを押す 1 2 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾋ ﾚ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> ﾕ ｳ ｺ ｳ

 ｵ ﾜ ﾘ

4
キーを押す 1 2 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾋ ﾚ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> ﾕ ｳ ｺ ｳ

 ｵ ﾜ ﾘ

(　　　　でも良い)

5
キーを押す 1 2 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾋ ﾚ ｲ ｾ ｯ ﾃ ｲ

> ﾕ ｳ ｺ ｳ

 ｵ ﾜ ﾘ

6
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態(テンキー設定) ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

に戻す 0 0 0

２

１機 能

データ
入 力

動 作

記 憶

終 了

６－３１



６．リモコン

[機能]キーの使い方
(2)流量調整テスト

◆　原料２の原料量設定を行う場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 ・流量調整テストモードになります。
0 9 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 1 2 0 . 5 0 g

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 2 2 0 . 5 0 g

キーを押す ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 3 1 5 . 0 0 g

2
キーを押す 0 9 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 1 2 0 . 5 0 g

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 2 2 0 . 5 0 g

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 3 1 5 . 0 0 g

3 ・[記憶／動作]キーを押し，原料量を
キーを押す 0 9 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ 測定します。

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 1 2 0 . 5 0 g (実測値が１７.０ｇの場合)
> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 2 2 0 . 5 0 g

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 3 1 5 . 0 0 g

4 ・設定値が点滅し，設定モードになり
キーを押す 0 9 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ ます。

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 1 2 0 . 5 0 g

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 2 2 0 . 5 0 g

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 3 1 5 . 0 0 g

5 ・実測値を入力します。
0 9 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 1 2 0 . 5 0 g

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 2 1 7 . 0 0 g

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 3 1 5 . 0 0 g

キーを押す
6 ・設定値を記憶します。

キーを押す 0 9 ) ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾁ ｮ ｳ ｾ ｲ

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 1 2 0 . 5 0 g

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 2 1 7 . 0 0 g

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 3 1 5 . 0 0 g

7
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

９

０

１ ７

００

機 能

動 作

記 憶

データ
入 力

終 了

動 作

記 憶
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６．リモコン

[機能]キーの使い方
(3)飲料設定

原料量，濃いめ増加量，液量，飲み頃温度などを設定する操作です。

◆　原料量を１.２５ｇに設定する場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 ・ホット飲料モードになります。
キーを押す 0 1 ) H O T ｲ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 0 1

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾘ ｮ ｳ  0 . 7 0 g

 ｺ ｲ ﾒ ｿ ﾞ ｳ ﾘ ｮ ｳ 0 . 1 0 g

ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L

2 ・設定値が点滅し，設定モードになり
キーを押す 0 1 ) H O T ｲ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 0 1 ます。

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾘ ｮ ｳ  0 . 7 0 g

 ｺ ｲ ﾒ ｿ ﾞ ｳ ﾘ ｮ ｳ 0 . 1 0 g

ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L

3
0 1 ) H O T ｲ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 0 1

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾘ ｮ ｳ  1 . 2 5 g

 ｺ ｲ ﾒ ｿ ﾞ ｳ ﾘ ｮ ｳ 0 . 1 0 g

キーを押す ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L

4 ・設定値を記憶します。
キーを押す 0 1 ) H O T ｲ ﾝ ﾘ ｮ ｳ 0 1 ・設定値の点滅は無くなり，項目移動

> ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾘ ｮ ｳ  1 . 2 5 g モードになります。
 ｺ ｲ ﾒ ｿ ﾞ ｳ ﾘ ｮ ｳ 0 . 1 0 g

ｴ ｷ ﾘ ｮ ｳ 8 0 m L

5
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

0 0 0

１ ２

５

機 能

データ
入 力

動 作

記 憶

終 了
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６．リモコン

[機能]キーの使い方
(3)飲料設定（つづき）

◆　飲料設定の設定順序とポイント

飲料の設定を変更したりする際には，次の手順で行うと後戻りの無い設定が行えます｡
設定範囲内であれば正しく飲料ができる訳ではありませんので，下記のポイントを参考に設定して
ください。

順
序

① 流量調整 ●原料種類を変更した際は[機能]09にて流量調整テストを行い，原料を10秒

(流量調整ﾃｽﾄ) 　間吐出し，吐出量を測定，入力します。

　（詳細は４－０６ページによる）

② 原料量 ●[機能]01～08にて一杯分の原料吐出量を設定します。

③ 液量 ●[機能]01～08にて一杯分の総液量を設定します。

④ 撹はんスピード ●[機能]01～08にて撹はん速度を設定します。

・速い場合：溶け残りは良くなるが，泡が立ちやすい。

・普通の場合：溶け残りは良くないが，泡が立ちにくい。

・遅い場合：コールド飲料で溶け残りは良くなるが，泡が立ちやすい。

⑤ 撹はん時間１ ●[機能]01～08にて1回目の撹はん時間を設定します。

●手順①②で原料の吐出終了のタイミングが決まるのでそれより遅くする。

・長い場合：ベンドタイムが長くなり，泡が立ちやすくなる。

・短い場合：1回目の原料吐出中に飲料が出始め，溶けが悪くなる。

⑥ 撹はん時間２ ●[機能]01～08にて２回目の撹はん時間を設定します。

・長い場合：飲料吐出が２回に分かれたり，ベンドタイムが長くなります。

　　　　　　（撹はん中はミキシングボールに飲料が保留される為）

・短い場合：洗浄効果が低い。

作業／設定項目 作　業　／　設　定　ポ　イ　ン　ト

６－３４



６．リモコン

［機能］キーの使い方
(4)原料一覧表

各飲料ごとに飲料データが異なります。
［機能］01～08を設定する際に下表を参考にしてください。
・原料調整量………………［機能］09にて設定
・原料の標準量……………下記の「原料の標準量」の説明による
・液量………………………［機能］10にて設定

品　　　　種 原料調整量（ｇ） 原料の標準量（ｇ） 液量（mL）

上せん茶 １７．０ 　０．６ ９０

せん茶 １７．０ 　０．６ ９０

ほうじ茶 １７．０ 　０．６ ９０

玄米茶 １７．０ 　０．６ ９０

烏龍茶 １７．０ 　０．６ ９０

紅茶 １７．０ 　０．６ ９０

むぎ茶 １７．０ 　０．６ ９０

コーヒー(ブレンディ) １７．０ 　１．０ ９０

上煎茶 ２０．５ 　０．７ ８０

煎茶 ２０．５ 　０．７ ８０

ほうじ茶 １４．０ 　　０．５５ ８０

ウーロン茶 １５．０ 　　０．５５ ８０

玄米茶 １６．０ 　　０．５５ ８０

麦茶 １３．０ 　　０．５５ ８０

ブラックパックコーヒー １４．０ 　１．０ ８０

[！] 原料は特性によって使用できないものがあります。本機には上記一覧表の原料のみを
ご使用ください。

・原料の標準量は[機能]１１：「原料吐出比例有効／無効設定」により下記のように異なります。

[機能]１０設定 原　料　の　標　準　量　の　考　え　方

有効設定 [機能]０１～０８：｢原料量｣×

無効設定 [機能]０１～０８：「原料量」

Ａ
Ｇ
Ｆ
製

グ
リ
ー

ン
サ
ー

ビ
ス

[機能]０１～０８：｢液量｣もしくは簡易設定：｢液量｣

[機能]１０：単位液量
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６．リモコン

[飲料設定]キーの使い方
(1)原料連続出しテスト

◆　原料２を連続出しする場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1
キーを３秒間 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ N o . ﾉ

長押しする  ｽ ｳ ｼ ﾞ ｷ ｰ ｦ

ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ

2 ・原料２の連続出しを開始します。
キーを押し ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ N o . ﾉ

続ける  ｽ ｳ ｼ ﾞ ｷ ｰ ｦ

ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ

3 ・原料２の連続出しを終了します。
キーをはなす ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ

ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ N o . ﾉ

 ｽ ｳ ｼ ﾞ ｷ ｰ ｦ

ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ

4
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

２

２

飲料
設定

終 了

６－３６



６．リモコン

[点検]キーの使い方
(1)期間販売杯数カウンタ

◆　ホット２飲料の販売杯数を確認したい場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 ・本項目表示中に[クリア／停止]キー
0 5 ) ｷ ｶ ﾝ ﾊ ｲ ｽ ｳ を３秒間長押しするとカウンタがク

2 0 1 9 - 0 3 - 1 8 ｶ ﾗ リアされます。
H O T 1 1 2 0 ﾊ ｲ ・クリアされた年月日を新しい期間

キーを押す H O T 2 1 0 0 ﾊ ｲ 開始日として，表示します。

2
キーを押す 0 5 ) ｷ ｶ ﾝ ﾊ ｲ ｽ ｳ

H O T 3 9 2 ﾊ ｲ

H O T 4 1 3 5 ﾊ ｲ

C O L D 1 1 3 0 ﾊ ｲ

3
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

５

０点 検

終 了

６－３７



６．リモコン

[点検]キーの使い方
(2)操作部チェック

◆　選択ボタン(ホット粉末１)の操作部チェックを行う場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1
0 6 ) ｿ ｳ ｻ ﾌ ﾞ ﾁ ｪ ｯ ｸ

ｷ ｵ ｸ / ﾄ ﾞ ｳ ｻ ｷ ｰ ｦ ｵ ｽ ﾄ

ﾃ ｽ ﾄ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ ﾆ ﾊ ｲ ﾘ ﾏ ｽ

キーを押す

2 ・[記憶／動作]キーを押し，操作部
キーを押す 0 6 ) ｿ ｳ ｻ ﾌ ﾞ ﾁ ｪ ｯ ｸ チェックモードに入ります｡

3 ・液晶画面に対象の名称を表示すると
選択ボタン 0 6 ) ｿ ｳ ｻ ﾌ ﾞ ﾁ ｪ ｯ ｸ 共に１つ目のランプが点灯します。
(ﾎｯﾄ粉末１) H O T 1 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ

を押す

4 ・液晶画面に対象の名称を表示すると
再度 0 6 ) ｿ ｳ ｻ ﾌ ﾞ ﾁ ｪ ｯ ｸ 共に再度同一ボタンを押した場合は
選択ボタン H O T 1 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ２つ目のランプが点灯します。
(ﾎｯﾄ粉末１)
を押す

5
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

点 検 ０

６

動 作

記 憶

終 了
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６．リモコン

[点検]キーの使い方
(2)操作部チェック（つづき）

◆操作部チェック項目は下の表のとおりです｡

対象ボタンを押すとランプが点灯します。

対　象　ボ　タ　ン 表 示 文 字 対象ランプ

選択ボタン(ホット粉末１) HOT 1 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ＨＯＴ１ランプ

選択ボタン(ホット粉末２) HOT 2 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ＨＯＴ２ランプ

選択ボタン(ホット粉末３) HOT 3 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ＨＯＴ３ランプ

選択ボタン(ホット粉末４) HOT 4 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ＨＯＴ４ランプ

選択ボタン(コールド粉末１) COL D1 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ＣＯＬＤ１ランプ

選択ボタン(コールド粉末２) COL D2 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ＣＯＬＤ２ランプ

選択ボタン(コールド粉末３) COL D3 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ＣＯＬＤ３ランプ

選択ボタン(コールド粉末４) COL D4 ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ＣＯＬＤ４ランプ

選択ボタン(湯) ﾕﾉ ﾐ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ 湯ランプ

選択ボタン(冷水) ﾚ ｲ ｽｲ ﾉ ﾐ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ 冷水ランプ

ファンクションボタン(濃いめボタン) ｺ ｲ ﾒ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ 濃いめランプ

ファンクションボタン(熱めボタン) ｱﾂ ﾒ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ 熱めランプ

ファンクションボタン(ロック解除ボタン) ﾁ ｬ ｲ ﾙﾄ ﾞ ﾛ ｯ ｸ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ロック中ランプ

[給水]キー ｷｭ ｳｽｲ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ 給水ランプ,故障ランプ,売切ランプ

[週間予約]キー ｼ ｭ ｳｶ ﾝ ﾖ ﾔｸ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ 週間予約ランプ

[ｅｃｏ]キー e c o ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｅｃｏランプ

[食衛リセット]キー ｼ ｮ ｸ ｴ ｲ ﾘ ｾｯ ﾄ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ 食衛リセットランプ

[リンス]キー(長押し) ﾘ ﾝ ｽﾎ ﾞ ﾀ ﾝ

濃いめボタン(長押し) ﾗ ﾝ ﾌ ﾟ ﾃ ｽﾄ 断水ランプ→排水満水ランプ→点検

※ＢＨＫ３８０，２８０シリーズは ランプ

選択ボタン(ホット粉末１)(長押し)

※　本表はＢＨＫ４８０シリーズを示します。
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６．リモコン

[点検]キーの使い方
(3)出力動作チェック

［！］ 出力動作テストを行うと選択された各部が動作しますのでご注意ください。

◆粉末２原料モータの出力動作テストを行う場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1
0 7 ) ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ

ｷ ｵ ｸ / ﾄ ﾞ ｳ ｻ ｷ ｰ ｦ ｵ ｽ ﾄ

ﾃ ｽ ﾄ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ ﾆ ﾊ ｲ ﾘ ﾏ ｽ

キーを押す

2 ・[記憶／動作]キーを押し，出力動作
キーを押す 0 7 ) ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ チェックモードに入ります｡

> ｺ ﾅ 1 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

ｺ ﾅ 2 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

ｺ ﾅ 3 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

3
キーを押す 0 7 ) ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ

ｺ ﾅ 1 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

> ｺ ﾅ 2 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

ｺ ﾅ 3 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

4 ・[記憶／動作]キーを押し，粉末２
キーを押す 0 7 ) ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ 原料モータの出力動作テストを行

います。
ﾄ ﾞ ｳ ｻ ﾁ ｭ ｳ

5 ・粉末２原料モータの出力動作テスト
0 7 ) ｼ ｭ ﾂ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ が終了します。

ｺ ﾅ 1 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

ｺ ﾅ 2 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

> ｺ ﾅ 3 ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ

6
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

０

７

点 検

動 作

記 憶

終 了

動 作

記 憶
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６．リモコン

[点検]キーの使い方
(3)出力動作チェック（つづき）

◆　キーボードで選択できる出力動作テスト項目は下の表の通りです。

負　荷　表　示 表　示　文　字 動作時間

1 粉原料モータ１ ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ 1 　１秒

2 粉原料モータ２ ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ 2 　１秒

3 粉原料モータ３ ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ 3 　１秒

4 粉原料モータ４ ｹ ﾞ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾓ ｰ ﾀ 4 　１秒

5 粉１冷水弁 ｺ ﾅ 1 ﾚ ｲ ｽ ｲ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

6 粉２冷水弁 ｺ ﾅ 2 ﾚ ｲ ｽ ｲ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

7 粉３冷水弁 ｺ ﾅ 3 ﾚ ｲ ｽ ｲ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

8 粉４冷水弁 ｺ ﾅ 4 ﾚ ｲ ｽ ｲ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

9 水のみ冷水弁 ﾐ ｽ ﾞ ﾉ ﾐ ﾚ ｲ ｽ ｲ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

10 粉１湯弁 ｺ ﾅ 1 ﾕ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

11 粉２湯弁 ｺ ﾅ 2 ﾕ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

12 粉３湯弁 ｺ ﾅ 3 ﾕ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

13 粉４湯弁 ｺ ﾅ 4 ﾕ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

14 湯のみ湯弁 ﾕ ﾉ ﾐ ﾕ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

15 給水弁(温水タンク) ｵ ﾝ ｽ ｲ ﾀ ﾝ ｸ ｷ ｭ ｳ ｽ ｲ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

16 給水弁(水槽) ｽ ｲ ｿ ｳ ｷ ｭ ｳ ｽ ｲ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

17 水入口弁 ﾐ ｽ ﾞ ｲ ﾘ ｸ ﾞ ﾁ ﾍ ﾞ ﾝ 　１秒

18 カセットポンプ＋給水弁(温水タンク)＋水入口弁 ｵ ﾝ ｽ ｲ ﾀ ﾝ ｸ ｷ ｭ ｳ ｽ ｲ １０秒

19 コンプレッサ ｺ ﾝ ﾌ ﾟ ﾚ ｯ ｻ 　１秒

20 コンデンシングファン ｺ ﾝ ﾃ ﾞ ﾝ ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾌ ｧ ﾝ 　１秒

21 排気ファン ﾊ ｲ ｷ ﾌ ｧ ﾝ 　１秒

22 アジテータモータ ｱ ｼ ﾞ ﾃ ｰ ﾀ ﾓ ｰ ﾀ 　１秒

23 撹はんモータ１ ｶ ｸ ﾊ ﾝ ﾓ ｰ ﾀ 1 　１秒

24 撹はんモータ２ ｶ ｸ ﾊ ﾝ ﾓ ｰ ﾀ 2 　１秒

25 撹はんモータ３ ｶ ｸ ﾊ ﾝ ﾓ ｰ ﾀ 3 　１秒

26 撹はんモータ４ ｶ ｸ ﾊ ﾝ ﾓ ｰ ﾀ 4 　１秒

27 温水ヒータ ｵ ﾝ ｽ ｲ ﾋ ｰ ﾀ 　１秒

28 棚ヒータ ﾀ ﾅ ﾋ ｰ ﾀ 　１秒

29 電極切換え信号 ﾃ ﾞ ﾝ ｷ ｮ ｸ ｷ ﾘ ｶ ｴ ｼ ﾝ ｺ ﾞ ｳ 　１秒

30 アイスバンク＆水槽水位電極 I B C & ｽ ｲ ｿ ｳ ｽ ｲ ｲ 　１秒

31 アイスバンク＆水槽水位ＣＯＭ電極 I B C & ｽ ｲ ｿ ｳ ｽ ｲ ｲ C OM 　１秒

※　本表はＢＨＫ４８０シリーズを示します。
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６．リモコン

[点検]キーの使い方
(4)入力テスト

◆各入力をＯＮ／ＯＦＦ状態を確認したい場合
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1
0 9 ) ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ

C O M 0 : 0 0 0 0 0 0 0 0

C O M 1 : 0 0 0 0 0 0 0 0

キーを押す C O M 2 : 0 1 0 0 0 0 0 0

2 ・[▽]キーを押して次画面を表示しま
キーを押す 0 9 ) ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ す。

C O M 3 : 0 0 0 0 0 0 0 0

C O M 4 : 0 0 0 0 0 0 0 0

C O M 5 : 0 0 0 0 0 0 0 0

3 ・[▽]キーを押して次画面を表示しま
キーを押す 0 9 ) ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ す。

C O M 6 : 0 0 0 0 0 0 0 0

C O M 7 : 0 0 0 0 0 0 0 0

ｵ ﾜ ﾘ

4
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

０

９

点 検

終 了

６－４２



６．リモコン

[点検]キーの使い方
(4)入力テスト（つづき）

◆　キーボードで選択できる入力テスト項目は下の表の通りです。

7 7 ) ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ ﾃ ｽ ﾄ

C O M 0 : 0 0 0 0 0 0 0 0

C O M 1 : 0 0 0 0 0 0 0 0

C O M 2 : 0 0 1 0 0 0 0 0

１桁目

２桁目

３桁目

４桁目

５桁目

６桁目

７桁目

８桁目

ＩＮ７ ＩＮ６ ＩＮ５ ＩＮ４ ＩＮ３ ＩＮ２ ＩＮ１ ＩＮ０

COM0 漏水検知

0:漏水無し

1:漏水有り

COM1

COM2 温水ﾀﾝｸ 温水ﾀﾝｸ低水位SW 沸騰防止ｻｰﾓ

高水位SW (過昇防止ｻｰﾓ)

0:高水位以外 0:低水位以外 0:正常

1:高水位 1:低水位 1:異常

COM3 排水満水SW

0:正常

1:満水

COM4

COM5

COM6

COM7

◇ 正常待機状態の場合の表示

ＩＮ７ ＩＮ６ ＩＮ５ ＩＮ４ ＩＮ３ ＩＮ２ ＩＮ１ ＩＮ０

ＣＯＭ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＣＯＭ１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＣＯＭ２ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０

ＣＯＭ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＣＯＭ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＣＯＭ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＣＯＭ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＣＯＭ７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ：網掛け部は未使用項目
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６．リモコン

[点検]キーの使い方
(5)定期メンテナンスの時期と解除方法

◆　各定期メンテナンスの時期

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 10年目

３年メンテナンス ○ ○ ○

５年メンテナンス ○

10年メンテナンス ○ ○

※１０年メンテナンスは１０年目以降，毎年アラームが発生します。

◆　各定期メンテナンスの解除方法

３年メンテナンス

５年メンテナンス １０年メンテナンス

(３年毎または５年目)

・稼動年数が一定時期を越えると次のアラー ①稼動年数が１０年目に達する３ヶ月前に

　ムが発生しますが販売は可能です。 　次のアラームが発生しますが販売は可能

・[点検]０１：現在売切にて｢３ネンメンテ 　です。

　ナンスジキ｣または｢５ネンメンテナンス ・[点検]０１：現在売切にて｢１０ネンメン

　ジキ｣表示 　テヨコク｣表示

・扉の点検ランプが点灯 ・扉の点検ランプが点灯

・キーボードの売切ランプ点滅 ・キーボードの売切ランプ点滅

②稼動年数が１０年目に達すると，次のア

　ラームが発生し，機械は停止します。

・[点検]０２：現在故障にて｢１０ネンメン

　テナンスジキ｣表示

・扉の点検ランプが点滅

・全販売ランプ消灯

・キーボードの故障ランプ点滅

①各取説のメンテナンスガイドラインに従っ ①裏表紙の連絡先へ連絡してください。

　て部品を交換します。 ②弊社にてオーバーホール等の交換作業を

②交換後，[点検]８１：定期メンテナンス 　行います。

解除方法 　画面を表示し，[記憶／動作]キーを押し， ③交換後，弊社でアラームを解除します。

　アラームを解除します。 　

　(6-45ページ)

11年目
以降

発生アラーム

稼動年数

メンテナンス
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６．リモコン

[点検]キーの使い方
(6)定期メンテナンス

◆　３年または５年メンテナンスにより部品交換が終了し，アラームを解除したい場合

■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 ・扉の点検ランプが点灯
8 1 ) ﾃ ｲ ｷ ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ・キーボードの売切ランプ点滅
> ﾌ ﾞ ﾋ ﾝ ｺ ｳ ｶ ﾝ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ

ｵ ﾜ ﾘ

キーを押す

2 ・扉の点検ランプが消灯
キーを押す 8 1 ) ﾃ ｲ ｷ ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ・キーボードの売切ランプ消灯

> ﾌ ﾞ ﾋ ﾝ ｺ ｳ ｶ ﾝ ｼ ﾞ ｯ ｺ ｳ

ｵ ﾜ ﾘ

3
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

(7)稼動時間表示

◆　現在の稼動時間を確認したい場合

■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 現在の稼動時間を表示します。
8 2 ) ｶ ﾄ ﾞ ｳ ｼ ﾞ ｶ ﾝ

3 ﾈ ﾝ 5 ｶ ｹ ﾞ ﾂ

3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 2 Y 7 M

キーを押す 5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 1 Y 7 M

１年７ヶ月
2

キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

１

８点 検

終 了

動 作

記 憶

２

８点 検

終 了

６－４５



７．主要部品

抽出装置

(1)キャニスタ
ｷｬｯﾌﾟ

ふた

ﾎｲｰﾙ

ﾌｯｸ

原料箱

口金
ﾖｰｸ

吐出口

(2)ミキシングボール

撹はんﾓｰﾀ

ふた

ﾐｷｼﾝｸﾞﾎﾞｰﾙ本体
撹はん羽根

吐出口ｷｬｯﾌﾟ

取付ﾍﾞｰｽ

ﾉｽﾞﾙ
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７．主要部品

抽出装置

(3)排気ファン (4)排水バケツセットスイッチ・
排水検知スイッチ

排気ﾄﾚｲ

排気ﾌｨﾙﾀ
ひも ﾌﾛｰﾄ

(5)カセットポンプ (6)水入口弁

排気ﾌｧﾝ

ﾓｰﾀ

ﾎﾟﾝﾌﾟ

ﾏｲｸﾛｽｲｯﾁ
(排水ﾊﾞｹﾂｾｯﾄｽｲｯﾁ)

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ
(排水検知ｽｲｯﾁ)
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７．主要部品

抽出装置

(7)流量センサ

ｷｬｯﾌﾟ
ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ軸

ﾎﾞﾃﾞｨ

ﾏｸﾞﾈｯﾄ

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ受け

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ

ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ軸ﾌｫﾙﾀﾞ
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７．主要部品

冷却装置

(1)冷却ユニット(水槽)
（ユニットコード№：４３１６１）

ﾍｯﾀﾞ

ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ

ｺﾝﾃﾞﾝｻ

電動圧縮器

電装品組立

ﾌｧﾝﾓｰﾀ
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７．主要部品

アイスバンク検知回路
(1)仕様

方　式　名 ２　本　電　極　方　式

水槽

電極
（電極は

構　　　造 　固定式）

ｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ

(2)構成

ノイズフィルタ・スレーブボックス

本体スレーブ基板

アイスバンク電極

コンプレッサ

(3)原理

アイスバンク電極間の抵抗値を検出し，電極間の氷の有無を判定する。

電極間が水（みず）の時 約２１０ＫΩ未満

電極間が氷（こおり）の時 約２１０ＫΩ以上

(4)コンプレッサの動作について

コンプレッサは，基本的に電極間の氷がなくなると運転をします。詳細はつぎの通りです。

① コンプレッサは電極間が水と判定したときに運転をします。

② コンプレッサの運転は，電極間の水が氷に変化したと判定してから１５分間運転して停止します。

③ コンプレッサの運転が停止してから５分間は再起動しません。

④ 電源ＯＮ後，１分間は電極間を水と判定した場合でも起動しません。

アイスバンク
検出回路

コンプレッサ
制御リレー

パワーリレー基板

78.1

◆アイスバンクを制御

1
2
.
7

水ｺｲﾙ

(前)
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７．主要部品

加熱装置

(1)湯弁

ﾆｰﾄﾞﾙ

止めﾘﾝｸﾞ

ﾊﾞﾙﾌﾞ本体

(2)温水タンク
低水位ｽｲｯﾁ

高水位ｽｲｯﾁ

ふた

ﾌﾛｰﾄ ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ口

ﾋｰﾀ

過昇防止ｻｰﾓ

湯温ｾﾝｻ

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

ｺｲﾙ

ふた

ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬ

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

水入口
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７．主要部品

加熱装置
(3)温水タンクの水位検知システム

温水タンク内の水位はつぎのようなシステムにて管理されています。

ａ） オーバーフロー水位

この水位になった時点（水位(ア)）で，湯がオーバーフローホースを通って温水タンクより外に
排出されます。

ｂ） 高水位

高水位スイッチがＯＮになった時点（水位(イ)）で，温水タンクの給水を停止します。

ｃ） 低水位

低水位時（水位(ウ)）（給水時）には，温水タンク低水位の警告を表示します。

[！] 販売中は温水タンクへの給水は行われません。

・構造
給水

ﾌﾛｰﾄ

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ口

ｃ）低水位

ｂ）高水位

ａ）オーバーフロー水位

(ｱ)
(ｲ)

(ｳ)

2
8
0㎜

（
7
.
7Ｌ

）

2
5
6㎜

（
7
.
0Ｌ

）

2
2
5㎜

（
6
.
15

Ｌ
）

高水位ｽｲｯﾁ 低水位ｽｲｯﾁ
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８．タイムチャート

記 号 説 明

可変タイム 可変タイミング

固定タイム 固定タイミング

ホット飲料

対象飲料の
販売ランプ

※１：つぎの２つの条件が両方満たされた時点で原料モータが動作します。

① 湯と冷水の吐出量の合計が３０mLに達した時
② 湯と冷水の吐出開始から０．３秒経過した時

※２：全体液量によって可変します。

※３：＜全体液量が１５０mL以下の場合＞ １回目吐出液量＝全液量－２回目吐出最低液量(30mL)
２回目吐出液量＝２回目吐出最低液量(30mL)

　　　＜全体液量が１５０mL以上の場合＞ １回目吐出液量＝１回目吐出最大液量(120mL)
２回目吐出液量＝全液量－１回目吐出最大液量(120mL)

また，各湯＋冷水の吐出量は[機能]１３，１７の設定ならびに湯温，冷水温によって異なります。

選択ボタン

湯　　　弁

冷　水　弁

かく拌モータ

原料モータ

点　　滅(アラーム)

0.3s

0.1s

※３

撹はん
時間1

※2

※３

※３ ※３

※2

0.3s 撹はん時間2

※1

点 灯
点

灯
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８．タイムチャート

コールド飲料

対象飲料の
販売ランプ

※１：湯添加設定有りの場合は０．３秒，湯添加設定無しの場合は０．５秒です。

※２：つぎの２つの条件が両方満たされた時点で原料モータが動作します。

・撹はんスピードが｢普通｣または｢速い｣の場合
① 湯と冷水の吐出量の合計が３０mLに達した時
② 湯と冷水の吐出開始から※１の設定時間が経過した時

・撹はんスピードが｢遅い｣の場合
① 湯と冷水の吐出量の合計が２０mLに達した時
② 湯と冷水の吐出開始から※１の設定時間が経過した時

※３：全体液量によって可変します。

※４：撹はんスピードが｢普通｣または｢速い｣の場合

　　　＜全体液量が１５０mL以下の場合＞
１回目吐出液量(１回目冷水量＋湯添加量)＝全液量－２回目吐出最低液量(３０mL)
２回目吐出液量＝２回目吐出最低液量(３０mL)

　　　＜全体液量が１５０mL以上の場合＞
１回目吐出液量量＝１回目吐出最大液量(１２０mL)
２回目吐出量＝全液量－１回目吐出最大液量(１２０mL)

・撹はんスピードが｢遅い｣の場合
１回目吐出液量＝２０mL
２回目吐出液量＝全液量－１回目吐出液量(２０mL)(２回目吐出液量＝最大１２０mL)
３回目吐出液量＝全液量－(１回目吐出液量(２０mL)＋２回目吐出液量(最大１２０mL))

湯添加量は，可変(０～１５mL)。撹はんスピードが｢遅い｣場合の推奨値：１０mL
撹はんスピードが｢遅い｣場合の撹はん時間の推奨値は次の通りです。

・撹はん時間１：１．６ｓ
・撹はん時間２：２．２ｓ

選択ボタン

湯　　　弁

冷　水　弁

かく拌モータ

原料モータ

0.1s

撹はん
時間1

※1 0.3s 撹はん時間2

※3

※2

※3

点灯
点

灯 点 滅(アラーム)
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８．タイムチャート

同時販売について

本機は右図の条件により，２～３種類の飲料の 同時販売する飲料の種類
同時販売が可能です。 飲料１ 飲料２ 飲料３

Ｈ Ｈ － 　　○　（※１）
（※１）［機能］12「飲みごろ温有効／無 Ｃ Ｈ － 　　○　（※１）
　　　　効設定」が「ムコウ」の場合の Ｃ Ｃ － 　　×
　　　　み同時販売可 Ｈ Ｈ Ｈ 　　○　（※１）

Ｃ Ｈ Ｈ 　　○　（※１）
※　右図はＢＨＫ３８０シリーズを示します。 Ｃ Ｃ Ｈ 　　×

Ｃ Ｃ Ｃ 　　×
Ｈ：ホット飲料 ○：販売可
Ｃ：コールド飲料 ×：販売不可

湯
(1)定量販売設定時

湯 販 売 用
湯 　　　弁

対象飲料の
販売ランプ

(2)連続出し販売設定時

湯 販 売 用
湯 　　　弁

対象飲料の
販売ランプ

選択ボタン

選択ボタン

定量時湯量

点灯 点 滅 点 灯

点灯 点 灯点 滅

販売可否

８－０３



８．タイムチャート

冷水
(1)定量販売設定時

冷水販売用
冷  水  弁

対象飲料の
販売ランプ

(2)連続出し販売設定時

冷水販売用
冷  水  弁

対象飲料の
販売ランプ

選択ボタン

選択ボタン

定量時冷水量

点灯 点 灯点 滅

点灯 点 灯点 滅

８－０４



８．タイムチャート

リンス

工　　程 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

冷水販売用
冷水弁
粉末１ 
撹はんモータ
粉末２
撹はんモータ
粉末３
撹はんモータ
粉末４
撹はんモータ

ｵｰﾄﾘﾝｽ開始 ｵｰﾄﾘﾝｽ終了

リンス温度が高温の場合，約８０℃のお湯にてリンスを行います。
リンス温度が低温の場合，約５０℃のお湯にてリンスを行います。
(低温設定は安全配慮の目的でお湯と冷水をミキシングボールにて混ぜる事により通常より低温で吐出
 しますが，湯販売用ノズルからは高温と同様の高温のお湯が吐出しますのでご注意ください)

※①，③，⑤，⑦は撹はんモータの動作も含む（Ｔｍの動作まで含む）

Ｔ１［ｓ］＝０.１ Ｔ２［ｓ］＝２.０ Ｔ３［ｓ］＝０.５ Ｔ５［ｓ］＝１４.５
Ｔ４［ｓ］＝８.０（※全ての吐出と撹はんモータ動作が終わってからカウントする）

[機能]１８：

リンス設定

リンス湯量／ ２０［ｍＬ］

(各流量調整値／各流量調整時間) (冷水流量調整値／流量調整パルス数)

(リンス湯量×０．５７)／ (リンス湯量－(リンス湯量×０．５７))／

(各流量調整値／各流量調整時間) (冷水流量調整値／流量調整パルス数)

Ｔｈ［ｓ］＝２０［ｍＬ］／（湯のみ流量調整値／流量調整時間）
Ｔｍ［ｓ］＝１０(撹はんモータのスピードは｢速い｣固定で動作)

各Ｔｒ[ｓ] Ｔｃ[パルス]

リンス温度：高温

リンス温度：低温

湯販売用湯弁

リンス中状態

粉末４湯弁

粉末４冷水弁

粉末１湯弁

粉末１冷水弁

粉末２湯弁

粉末２冷水弁

粉末３湯弁

粉末３冷水弁

Tc

Tc
T2

Tr

Tr

Tc

Tr

Tc

Th

T3

T3

T2

T2

T5

T3 T4Tm

Tm

Tm

T1

Tr
T3

Tc
T2

Tm

８－０５



９．故障診断

リモコン操作による故障診断

機械に異常が発生した場合には，速やかな異常原因の発見と処置が必要となります。
本機では，ほとんどの異常をマスタボックスの液晶表示に表示します。

(1)売切内容の表示手順

◆　現在の売切内容を表示させるとき
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 待機状態
2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

 8 0 0 0 0

売切が発生するとリモコンの
売切ランプが点滅します。

2 [点検]キーを押し，現在売切内容の画
＜売切がない場合＞ 面を表示します

0 1 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｳ ﾘ ｷ ﾚ

キーを押す ｳ ﾘ ｷ ﾚ ﾅ ｼ

＜売切がある場合＞

2019年3月10日15時に 0 1 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｳ ﾘ ｷ ﾚ

水槽水低水位になった 2 0 1 9 - 0 3 - 1 0

ことを示します 1 5 : 0 0

ｽ ｲ ｿ ｳ ｽ ｲ ﾃ ｲ ｽ ｲ ｲ

キーを押すと ＜現在の売切内容が全て表示された場合＞

0 1 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｳ ﾘ ｷ ﾚ

つぎへ進む ｵ ﾜ ﾘ

キーを押すと

前へ戻る

3
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

 8 0 0 0 0

点 検

終 了

９－０１



９．故障診断

リモコン操作による故障診断
(2)故障内容の表示手順

◆　現在の故障内容を表示させるとき
■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 待機状態
2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

 8 0 0 0 0

故障が発生するとリモコンの
故障ランプが点滅します。

2 現在の故障が表示される [点検]キーを２回押すか，[点検][　]
まで ＜故障がない場合＞ キーを押し，現在故障内容の画面を表

0 2 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ 示します
キーを２回押す ｺ ｼ ｮ ｳ ﾅ ｼ

＜故障がある場合＞

2019年3月10日15時に 0 2 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ

沸騰検知があったことを 2 0 1 9 - 0 3 - 1 0

示します 1 5 : 0 0

ﾌ ｯ ﾄ ｳ ｹ ﾝ ﾁ

キーを押すと ＜現在故障内容が全て表示された場合＞

0 2 ) ｹ ﾞ ﾝ ｻ ﾞ ｲ ﾉ ｺ ｼ ｮ ｳ

つぎへ進む ｵ ﾜ ﾘ

キーを押すと

前へ戻る

3
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

 8 0 0 0 0

点 検

終 了

９－０２



売
切

№
売

 切
 表

 示
 文

 字
売

  
切

  
名

売
 切

 内
 容

売
 切

 条
 件

解
 除

 方
 法

５
０

１
ﾕ

ﾀ
ﾝ

ｸ
ｼ

ｮ
ｸ

ｴ
ｲ

ﾎ
ｰ

ﾙ
ﾄ

ﾞ
湯

温
食

衛
売

切
れ

ホ
ー

ル
ド

一
度

温
水

タ
ン

ク
の

湯
の

温
度

が
低

温
と

な
っ

湯
の

温
度

が
６

３
℃

以
下

が
６

０
秒

続
い

リ
モ

コ
ン

の
食

衛
リ

セ
ッ

ト
ボ

タ
ン

を
押

し
て

，

て
い

ま
す

(再
度

湯
温

度
が

上
が

っ
て

も
販

売
た

こ
と

が
あ

る
食

衛
売

切
ホ

ー
ル

ド
(売

切
状

態
)を

解
除

し

で
き

ま
せ

ん
)

ま
す

５
０

２
ﾚ

ｲ
ｽ

ｲ
ﾎ

ｰ
ﾙ

ﾄ
ﾞ

冷
水

食
衛

売
切

れ
ホ

ー
ル

ド
一

度
冷

却
さ

れ
た

冷
水

が
高

温
に

な
っ

て
い

ま
冷

水
の

温
度

が
１

０
℃

以
上

に
６

０
秒

間
リ

モ
コ

ン
の

食
衛

リ
セ

ッ
ト

ボ
タ

ン
を

押
し

て
，

す
(再

度
冷

水
温

度
が

下
が

っ
て

も
販

売
で

き
以

上
な

っ
た

こ
と

が
あ

る
食

衛
売

切
ホ

ー
ル

ド
(売

切
状

態
)を

解
除

し

ま
せ

ん
)

ま
す

５
１

１
ﾊ

ｲ
ｽ

ｲ
ﾏ

ﾝ
ｽ

ｲ
排

水
容

器
満

水
・
排

水
容

器
が

満
水

と
な

っ
て

い
ま

す
・
排

水
ス

イ
ッ

チ
Ｏ

Ｎ
時

容
器

の
水

を
捨

て
，

空
に

し
ま

す

・
排

水
容

器
が

正
し

く
セ

ッ
ト

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
・
排

水
容

器
検

知
ス

イ
ッ

チ
Ｏ

Ｎ
時

容
器

を
正

し
く
奥

ま
で

入
れ

て
セ

ッ
ト

し
ま

す

５
１

２
ﾐ

ｽ
ﾞ

ﾅ
ｼ

水
無

し
給

水
や

販
売

の
際

，
流

量
セ

ン
サ

に
一

定
給

水
，

販
売

時
に

３
秒

間
流

量
セ

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
を

し
,給

水
さ

れ
る

よ
う

に
し

時
間

水
が

供
給

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
ン

サ
で

水
を

検
知

し
て

い
な

い
時

ま
す

５
１

５
ﾕ

ﾀ
ﾝ

ｸ
ﾃ

ｲ
ｽ

ｲ
ｲ

温
水

タ
ン

ク
断

水
温

水
タ

ン
ク

内
の

水
が

少
な

く
な

っ
て

い
ま

す
湯

タ
ン

ク
低

水
位

ス
イ

ッ
チ

Ｏ
Ｎ

時
配

管
の

チ
ェ

ッ
ク

を
し

，
温

水
タ

ン
ク

に
水

が
入

△

温
水

タ
ン

ク
空

焚
温

水
タ

ン
ク

が
空

焚
き

に
な

っ
て

い
ま

す
ま

た
は

空
焚

防
止

サ
ー

モ
動

作
る

よ
う

に
し

ま
す

空
焚

防
止

サ
ー

モ
を

操
作

し
て

解
除

し
て

く
だ

く
だ

さ
い

　
そ

の
後

,温
水

タ
ン

ク
の

点
検

を
行

っ
て

く
だ

　
さ

い

５
１

６
ｽ

ｲ
ｿ

ｳ
ﾃ

ｲ
ｽ

ｲ
ｲ

水
槽

低
水

位
水

槽
内

の
水

が
少

な
く
な

っ
て

い
ま

す
水

槽
水

位
電

極
が

水
を

検
知

し
て

い
な

配
管

の
チ

ェ
ッ

ク
を

し
，

水
槽

に
水

が
入

る
よ

○

い
時

う
に

し
ま

す

５
２

１
ｽ

ｲ
ｿ

ｳ
ｽ

ｲ
ｺ

ｳ
ｵ

ﾝ
冷

水
温

度
売

切
れ

冷
水

温
度

が
高

く
な

っ
て

い
ま

す
[機

能
]1

7
の

｢適
温

設
定

｣の
冷

水
適

冷
水

Ｍ
Ｃ

の
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

く
だ

さ
い

(注
２

)
温

の
設

定
値

以
上

に
な

っ
て

い
る

時
Ｍ

Ｃ
が

正
常

な
ら

ば
，

冷
水

温
度

が
下

が
る

ま
で

待
っ

て
く
だ

さ
い

５
２

２
ﾕ

ﾀ
ﾝ

ｸ
ﾃ

ｲ
ｵ

ﾝ
湯

温
度

売
切

れ
湯

温
が

低
く
な

っ
て

い
ま

す
[機

能
]1

7
の

「
適

温
設

定
」
の

湯
適

温
温

水
タ

ン
ク

ヒ
ー

タ
の

チ
ェ

ッ
ク

を
し

て
く
だ

さ
い

(注
１

)
の

設
定

温
度

を
下

回
っ

て
い

ま
す

ヒ
ー

タ
が

正
常

な
ら

ば
湯

温
度

が
上

が
る

ま
で

待
っ

て
く
だ

さ
い

５
２

３
H

O
T

1
ﾕ

ｵ
ﾝ

ﾄ
ﾞ

ｳ
ﾘ

ｷ
ﾚ

Ｈ
Ｏ

Ｔ
１

飲
み

頃
湯

温
度

ホ
ッ

ト
１

飲
料

の
販

売
温

度
が

飲
み

頃
温

度
[機

能
]1

3
で

飲
み

頃
機

能
が

有
効

に
温

水
タ

ン
ク

ヒ
ー

タ
の

チ
ェ

ッ
ク

を
し

て
く
だ

さ
い

売
切

よ
り

低
く
な

っ
て

い
ま

す
設

定
さ

れ
て

い
る

際
に

，
販

売
温

度
が

ヒ
ー

タ
が

正
常

な
ら

ば
湯

温
度

が
上

が
る

ま

(注
１

)
[機

能
]0

1
の

飲
み

頃
温

度
設

定
よ

り
で

待
っ

て
く
だ

さ
い

低
く
な

っ
て

い
ま

す
[機

能
]1

3
で

飲
み

頃
機

能
を

無
効

に
設

定
し

設
定

温
度

＋
７

℃
よ

り
低

く
な

っ
て

ま
す

い
ま

す
[機

能
]0

1
の

飲
み

頃
温

度
を

下
げ

ま
す

５
２

４
H

O
T

2
ﾕ

ｵ
ﾝ

ﾄ
ﾞ

ｳ
ﾘ

ｷ
ﾚ

Ｈ
Ｏ

Ｔ
２

飲
み

頃
湯

温
度

ホ
ッ

ト
２

飲
料

の
販

売
温

度
が

飲
み

頃
温

度
[機

能
]1

3
で

飲
み

頃
機

能
が

有
効

に
温

水
タ

ン
ク

ヒ
ー

タ
の

チ
ェ

ッ
ク

を
し

て
く
だ

さ
い

売
切

れ
よ

り
低

く
な

っ
て

い
ま

す
設

定
さ

れ
て

い
る

際
に

，
販

売
温

度
が

ヒ
ー

タ
が

正
常

な
ら

ば
湯

温
度

が
上

が
る

ま
で

(注
１

)
[機

能
]0

2
の

飲
み

頃
温

度
設

定
よ

り
待

っ
て

く
だ

さ
い

低
く
な

っ
て

い
ま

す
[機

能
]1

3
で

飲
み

頃
機

能
を

無
効

に
設

定
し

設
定

温
度

＋
７

℃
よ

り
低

く
な

っ
て

ま
す

い
ま

す
[機

能
]0

2
の

飲
み

頃
温

度
を

下
げ

ま
す

(注
１

)：
[機

能
]１

４
に

て
ホ

ッ
ト

飲
料

が
「
ヒ

テ
キ

オ
ン

Ｏ
Ｋ

」
に

設
定

さ
れ

て
い

る
場

合
は

，
ど

の
よ

う
な

湯
温

で
も

売
切

表
示

さ
れ

ま
せ

ん
。

(注
２

)：
[機

能
]１

４
に

て
コ

ー
ル

ド
飲

料
が

「
ヒ

テ
キ

オ
ン

Ｏ
Ｋ

」
に

設
定

さ
れ

て
い

る
場

合
は

，
ど

の
よ

う
な

冷
水

温
で

も
売

切
表

示
さ

れ
ま

せ
ん

。
点

検
ラ

ン
プ

対
象

○
：
点

灯
　

　
　

△
：
点

滅

点
検

ラ
ン

プ
対

象

 ９－０３

(3)売切モニタ一覧表

リモコン操作による故障診断
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売
切

№
売

 切
 表

 示
 文

 字
売

  
切

  
名

売
 切

 内
 容

売
 切

 条
 件

解
 除

 方
 法

５
２

５
H

O
T

3
ﾕ

ｵ
ﾝ

ﾄ
ﾞ

ｳ
ﾘ

ｷ
ﾚ

Ｈ
Ｏ

Ｔ
３

飲
み

頃
湯

温
度

ホ
ッ

ト
３

飲
料

の
販

売
温

度
が

飲
み

頃
温

度
[機

能
]1

3
で

飲
み

頃
機

能
が

有
効

に
温

水
タ

ン
ク

ヒ
ー

タ
の

チ
ェ

ッ
ク

を
し

て
く
だ

さ

売
切

れ
よ

り
低

く
な

っ
て

い
ま

す
設

定
さ

れ
て

い
る

際
に

，
販

売
温

度
が

い

(注
１

)
[機

能
]0

3
の

飲
み

頃
温

度
設

定
よ

り
ヒ

ー
タ

が
正

常
な

ら
ば

湯
温

度
が

上
が

る
ま

低
く
な

っ
て

い
ま

す
で

待
っ

て
く
だ

さ
い

設
定

温
度

＋
１

４
℃

よ
り

低
く
な

っ
て

[機
能

]1
3
で

飲
み

頃
温

度
を

無
効

に
設

定
し

い
ま

す
ま

す

[機
能

]0
3
の

飲
み

頃
温

度
を

下
げ

ま
す

５
２

６
H

O
T

4
ﾕ

ｵ
ﾝ

ﾄ
ﾞ

ｳ
ﾘ

ｷ
ﾚ

Ｈ
Ｏ

Ｔ
４

飲
み

頃
湯

温
度

ホ
ッ

ト
４

飲
料

の
販

売
温

度
が

飲
み

頃
温

度
[機

能
]1

3
で

飲
み

頃
温

度
が

有
効

に
温

水
タ

ン
ク

ヒ
ー

タ
の

チ
ェ

ッ
ク

を
し

て
く
だ

さ

売
切

れ
よ

り
低

く
な

っ
て

い
ま

す
設

定
さ

れ
て

い
る

際
に

，
販

売
温

度
が

い

(注
１

)
[機

能
]0

4
の

飲
み

頃
温

度
設

定
よ

り
ヒ

ー
タ

が
正

常
な

ら
ば

湯
温

度
が

上
が

る
ま

低
く
な

っ
て

い
ま

す
で

待
っ

て
く
だ

さ
い

設
定

温
度

＋
１

４
℃

よ
り

低
く
な

っ
て

[機
能

]1
3
で

飲
み

頃
温

度
を

無
効

に
設

定
し

い
ま

す
ま

す

[機
能

]0
4
の

飲
み

頃
温

度
を

下
げ

ま
す

５
３

１
ﾐ

ｽ
ﾞ

ﾌ
ｨ

ﾙ
ﾀ

ｱ
ﾗ

ｰ
ﾑ

水
フ

ィ
ル

タ
ア

ラ
ー

ム
水

フ
ィ

ル
タ

の
交

換
時

期
に

な
っ

て
い

ま
す

[タ
イ

マ
]2

8
の

ｱ
ﾗ
ｰ

ﾑ
日

数
ま

た
は

流
水

フ
ィ

ル
タ

を
交

換
し

，
［
タ

イ
マ

ー
］
2
8
に

て
○

量
を

超
え

た
時

再
設

定
し

て
く
だ

さ
い

５
３

２
ﾚ

ｲ
ｷ

ｬ
ｸ

ﾌ
ｨ

ﾙ
ﾀ

ｱ
ﾗ

ｰ
ﾑ

冷
却

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

冷
却

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

の
清

掃
時

期
に

な
っ

[タ
イ

マ
]3

0
の

ｱ
ﾗ
ｰ

ﾑ
日

数
を

超
え

た
時

冷
却

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

を
清

掃
し

，
○

ア
ラ

ー
ム

て
い

ま
す

[タ
イ

マ
ー

]3
0
に

て
再

設
定

し
て

く
だ

さ
い

５
３

３
ﾊ

ｲ
ｷ

ﾌ
ｨ

ﾙ
ﾀ

ｱ
ﾗ

ｰ
ﾑ

排
気

フ
ァ

ン
フ

ィ
ル

タ
排

気
フ

ァ
ン

の
清

掃
時

期
に

な
っ

て
い

ま
す

[タ
イ

マ
ー

]2
7
の

ア
ラ

ー
ム

杯
数

を
超

排
気

フ
ァ

ン
フ

ィ
ル

タ
を

清
掃

し
，

[タ
イ

マ
ー

]
○

ア
ラ

ー
ム

え
た

時
2
7
に

て
再

設
定

し
て

く
だ

さ
い

５
３

４
ｽ

ｲ
ｿ

ｳ
ｽ

ｲ
ｺ

ｳ
ｶ

ﾝ
ｱ

ﾗ
ｰ

ﾑ
水

槽
水

ア
ラ

ー
ム

水
槽

水
の

交
換

時
期

に
な

っ
て

い
ま

す
[タ

イ
マ

ー
]2

9
の

ア
ラ

ー
ム

日
数

を
超

水
槽

水
を

交
換

し
，

[タ
イ

マ
ー

]2
9
に

て
再

設
○

え
た

時
定

し
て

く
だ

さ
い

６
０

１
1

0
ﾈ

ﾝ
ﾒ

ﾝ
ﾃ

ﾖ
ｺ

ｸ
１

０
年

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

予
告

１
０

年
目

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

行
う

時
期

が
近

付
累

計
稼

動
年

数
が

１
０

年
に

達
す

る
裏

表
紙

の
連

絡
先

ま
で

ご
連

絡
く
だ

さ
い

○

い
て

い
ま

す
３

ヶ
月

前

６
０

２
3

ﾈ
ﾝ

ﾒ
ﾝ

ﾃ
ﾅ

ﾝ
ｽ

ｼ
ﾞ

ｷ
３

年
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
ア

ラ
ー

ム
３

年
毎

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

行
う

時
期

に
な

っ
て

稼
働

年
数

が
３

年
を

超
え

た
時

本
書

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
ガ

イ
ド

を
ご

覧
頂

き
，

○

い
ま

す
交

換
目

安
が

３
年

の
部

品
を

交
換

し
て

く
だ

さ
い

そ
の

後
［
点

検
］
8
1
に

て
［
記

憶
／

動
作

］

キ
ー

を
押

し
て

く
だ

さ
い

６
０

３
5

ﾈ
ﾝ

ﾒ
ﾝ

ﾃ
ﾅ

ﾝ
ｽ

ｼ
ﾞ

ｷ
５

年
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
ア

ラ
ー

ム
５

年
目

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

行
う

時
期

に
な

っ
て

稼
働

年
数

が
５

年
を

超
え

た
時

本
書

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
ガ

イ
ド

を
ご

覧
頂

き
，

○

い
ま

す
交

換
目

安
が

５
年

の
部

品
を

交
換

し
て

く
だ

さ
い

そ
の

後
［
点

検
］
8
1
に

て
［
記

憶
／

動
作

］

キ
ー

を
押

し
て

く
だ

さ
い

点
検

ラ
ン

プ
対

象

 ９－０４

(3)売切モニタ一覧表(つづき)

リモコン操作による故障診断
９．故障診断



故
障

№
故

 障
 表

 示
 文

 字
故

  
障

  
名

故
 障

 内
 容

故
 障

 条
 件

解
 除

 方
 法

０
０

１
ﾒ

ﾓ
ﾘ

ﾃ
ﾞ

ｰ
ﾀ

ﾐ
ｾ

ｯ
ﾃ

ｲ
メ

モ
リ

デ
ー

タ
異

常
メ

モ
リ

デ
ー

タ
が

正
規

で
な

い
メ

モ
リ

デ
ー

タ
が

正
規

で
な

い
［
記

憶
/
動

作
］
キ

ー
を

３
秒

間
長

押
し

，
△

(メ
モ

リ
デ

ー
タ

が
停

電
時

バ
ッ

ク
(メ

モ
リ

デ
ー

タ
が

停
電

時
バ

ッ
ク

標
準

デ
ー

タ
を

ロ
ー

ド
し

ま
す

ア
ッ

プ
で

き
な

い
)

ア
ッ

プ
で

き
な

い
)

０
０

２
ﾄ

ｹ
ｲ

ﾃ
ﾞ

ｰ
ﾀ

ﾐ
ｾ

ｯ
ﾃ

ｲ
時

計
デ

ー
タ

異
常

時
計

デ
ー

タ
が

正
規

で
は

あ
り

ま
せ

ん
時

計
デ

ー
タ

が
正

規
で

は
あ

り
ま

せ
ん

［
ﾀ
ｲ
ﾏ
］
0
1
に

て
現

在
時

刻
を

再
設

定
し

て
△

く
だ

さ
い

０
０

６
1

0
ﾈ

ﾝ
ﾒ

ﾝ
ﾃ

ﾅ
ﾝ

ｽ
ｼ

ﾞ
ｷ

１
０

年
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
１

０
年

目
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
行

う
時

期
累

計
稼

働
年

数
が

１
０

年
を

超
え

た
時

裏
表

紙
の

連
絡

先
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

○
△

ア
ラ

ー
ム

に
な

っ
て

い
ま

す

０
１

１
ﾕ

ｾ
ﾝ

ｻ
ﾀ

ﾝ
ﾗ

ｸ
湯

温
度

セ
ン

サ
シ

ョ
ー

ト
湯

温
セ

ン
サ

が
シ

ョ
ー

ト
の

と
き

湯
温

セ
ン

サ
か

ら
の

入
力

電
圧

が
湯

温
セ

ン
サ

交
換

，
ま

た
は

セ
ン

サ
と

ハ
ー

○
△

異
常

値
で

す
ネ

ス
の

接
続

チ
ェ

ッ
ク

し
ま

す

０
１

２
ﾕ

ｾ
ﾝ

ｻ
ｶ

ｲ
ﾎ

ｳ
湯

温
度

セ
ン

サ
オ

ー
プ

ン
湯

温
セ

ン
サ

が
オ

ー
プ

ン
の

と
き

湯
温

セ
ン

サ
か

ら
の

入
力

電
圧

が
湯

温
セ

ン
サ

交
換

，
ま

た
は

セ
ン

サ
と

ハ
ー

○
△

異
常

値
で

す
ネ

ス
の

接
続

チ
ェ

ッ
ク

し
ま

す

０
１

５
ﾚ

ｲ
ｽ

ｲ
ｾ

ﾝ
ｻ

ﾀ
ﾝ

ﾗ
ｸ

冷
水

温
セ

ン
サ

シ
ョ

ー
ト

冷
水

温
セ

ン
サ

が
シ

ョ
ー

ト
の

と
き

冷
水

温
セ

ン
サ

か
ら

の
入

力
電

圧
冷

水
温

セ
ン

サ
交

換
，

ま
た

は
セ

ン
サ

と
○

△

が
異

常
値

で
す

ハ
ー

ネ
ス

の
接

続
チ

ェ
ッ

ク
し

ま
す

０
１

６
ﾚ

ｲ
ｽ

ｲ
ｾ

ﾝ
ｻ

ｶ
ｲ

ﾎ
ｳ

冷
水

温
セ

ン
サ

オ
ー

プ
ン

冷
水

温
セ

ン
サ

が
オ

ー
プ

ン
の

と
き

冷
水

温
セ

ン
サ

か
ら

の
入

力
電

圧
冷

水
温

セ
ン

サ
交

換
，

ま
た

は
セ

ン
サ

と
○

△

が
異

常
値

で
す

ハ
ー

ネ
ス

の
接

続
チ

ェ
ッ

ク
し

ま
す

０
１

７
ｴ

ﾊ
ﾞ

ｵ
ﾝ

ｾ
ﾝ

ｻ
ﾀ

ﾝ
ﾗ

ｸ
エ

バ
温

セ
ン

サ
シ

ョ
ー

ト
エ

バ
温

セ
ン

サ
が

シ
ョ

ー
ト

の
と

き
エ

バ
温

セ
ン

サ
か

ら
の

入
力

電
圧

エ
バ

温
セ

ン
サ

交
換

，
ま

た
は

セ
ン

サ
と

○
△

が
異

常
で

す
ハ

ー
ネ

ス
の

接
続

チ
ェ

ッ
ク

し
ま

す

０
１

８
ｴ

ﾊ
ﾞ

ｵ
ﾝ

ｾ
ﾝ

ｻ
ｶ

ｲ
ﾎ

ｳ
エ

バ
温

セ
ン

サ
オ

ー
プ

ン
エ

バ
温

セ
ン

サ
が

オ
ー

プ
ン

の
と

き
エ

バ
温

セ
ン

サ
か

ら
の

入
力

電
圧

エ
バ

温
セ

ン
サ

交
換

，
ま

た
は

セ
ン

サ
と

○
△

が
異

常
で

す
ハ

ー
ネ

ス
の

接
続

チ
ェ

ッ
ク

し
ま

す

０
２

１
ﾛ

ｳ
ｽ

ｲ
ｹ

ﾝ
ﾁ

漏
水

検
知

漏
水

検
知

器
に

て
漏

水
状

態
を

検
知

漏
水

検
知

器
に

て
漏

水
を

検
知

し
た

漏
水

箇
所

を
修

復
し

，
セ

ン
サ

部
の

水
を

○
△

し
て

い
ま

す
時

き
れ

い
に

拭
き

取
り

，
乾

燥
さ

せ
て

く
だ

さ
い

０
２

２
ﾕ

ﾀ
ﾝ

ｸ
ﾌ

ｯ
ﾄ

ｳ
ｹ

ﾝ
ﾁ

沸
と

う
検

知
温

水
タ

ン
ク

内
の

湯
が

沸
と

う
し

て
い

沸
と

う
防

止
サ

ー
モ

が
，

５
秒

間
連

続
沸

と
う

の
原

因
を

取
り

除
き

，
電

源
リ

セ
ッ

ト
○

ま
す

し
て

沸
と

う
を

検
知

し
た

場
合

し
，

[機
能

]１
７

に
て

設
定

温
度

を
見

直
し

ま

す

０
６

４
ｹ

ﾞ
ﾝ

ﾘ
ｮ

ｳ
ﾓ

ｰ
ﾀ

ﾛ
ｯ

ｸ
原

料
モ

ー
タ

過
電

流
検

知
原

料
モ

ー
タ

が
異

常
で

す
原

料
モ

ー
タ

ロ
ッ

ク
を

１
秒

間
以

上
電

源
を

Ｏ
Ｆ

Ｆ
し

，
ロ

ッ
ク

原
因

を
取

り
除

い
○

△

検
知

し
た

場
合

た
後

，
電

源
を

再
投

入
し

ま
す

０
６

５
ｺ

ﾝ
ﾃ

ﾞ
ﾝ

ｼ
ﾝ

ｸ
ﾞ

ﾌ
ｧ

ﾝ
ﾛ

ｯ
ｸ

コ
ン

デ
ン

シ
ン

グ
冷

却
ユ

ニ
ッ

ト
の

フ
ァ

ン
が

ロ
ッ

ク
し

て
コ

ン
デ

ン
シ

ン
グ

フ
ァ

ン
ロ

ッ
ク

を
０

．
５

電
源

を
Ｏ

Ｆ
Ｆ

し
，

ロ
ッ

ク
原

因
を

取
り

除
い

○
△

フ
ァ

ン
ロ

ッ
ク

い
ま

す
秒

間
以

上
検

知
し

た
場

合
た

後
，

電
源

を
再

投
入

し
ま

す

０
６

６
ｱ

ｼ
ﾞ

ﾃ
ｰ

ﾀ
ﾓ

ｰ
ﾀ

ﾛ
ｯ

ｸ
ア

ジ
テ

ー
タ

モ
ー

タ
ロ

ッ
ク

ア
ジ

テ
ー

タ
モ

ー
タ

が
ロ

ッ
ク

し
て

い
ア

ジ
テ

ー
タ

モ
ー

タ
ロ

ッ
ク

検
知

が
５

秒
電

源
を

Ｏ
Ｆ

Ｆ
し

，
ロ

ッ
ク

原
因

を
取

り
除

い
○

△

ま
す

間
経

過
し

て
も

変
化

し
な

い
場

合
た

後
，

電
源

を
再

投
入

し
ま

す

０
７

０
ﾕ

ﾀ
ﾝ

ｸ
ｷ

ｭ
ｳ

ｽ
ｲ

ｲ
ｼ

ﾞ
ｮ

ｳ
温

水
タ

ン
ク

給
水

異
常

一
定

時
間

ま
た

は
一

定
量

を
給

水
し

●
低

水
位

ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
O

N
時

か
ら

の
給

原
因

を
取

り
除

き
，

マ
ス

タ
ボ

ッ
ク

ス
の

○
△

て
も

温
水

タ
ン

ク
が

満
水

に
な

り
ま

せ
　

水
時

は
1
2
分

ま
た

は
1
1
L
給

水
し

[給
水

]ス
イ

ッ
チ

を
再

度
押

し
ま

す

ん
　

て
も

温
水

タ
ン

ク
高

水
位

ス
イ

ッ

　
チ

が
Ｏ

Ｎ
し

な
い

場
合

●
低

水
位

ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
O

F
F
時

か
ら

の
給

　
水

時
は

８
分

ま
た

は
７

L
給

水
し

て

　
も

温
水

タ
ン

ク
高

水
位

ス
イ

ッ
チ

　
が

Ｏ
Ｎ

し
な

い
場

合

(注
)
点

検
ラ

ン
プ

対
象

○
：
点

灯
　

　
　

△
：
点

滅

１１．故障診断

点
検

ラ
ン

プ
対

象
過

去
故

障
対

象

 ９－０５

(4)故障モニタ一覧表

リモコン操作による故障診断



故
障

№
故

 障
 表

 示
 文

 字
故

  
障

  
名

故
 障

 内
 容

故
 障

 条
 件

解
 除

 方
 法

０
７

１
ｽ

ｲ
ｿ

ｳ
ｷ

ｭ
ｳ

ｽ
ｲ

ｲ
ｼ

ﾞ
ｮ

ｳ
水

槽
給

水
異

常
一

定
時

間
ま

た
は

一
定

量
を

給
水

し
●

電
源

投
入

時
か

ら
水

槽
低

水
位

で
原

因
を

取
り

除
き

，
マ

ス
タ

ボ
ッ

ク
ス

の
○

て
も

水
槽

が
満

水
に

な
り

ま
せ

ん
　

の
給

水
時

に
8
分

ま
た

は
7
L
給

水
[給

水
]ス

イ
ッ

チ
を

再
度

押
し

ま
す

　
し

て
も

水
槽

水
位

が
満

水
に

な
ら

な
い

　
場

合

●
水

槽
水

位
が

満
水

→
低

水
位

と
変

　
化

し
て

の
給

水
時

に
1
分

ま
た

は
1
L

　
給

水
し

て
も

水
槽

水
位

が
満

水
に

　
な

ら
な

い
場

合

０
９

１
I

C
ﾎ

ﾞ
ﾀ

ﾝ
ﾐ

ｾ
ｯ

ﾃ
ｲ

ＩＣ
ボ

タ
ン

未
設

定
ＩＣ

選
択

ボ
タ

ン
が

未
設

定
で

す
ＩＣ

選
択

ボ
タ

ン
が

未
設

定
の

時
ＩＣ

選
択

ボ
タ

ン
の

初
期

設
定

を
行

っ
て

く
だ

△

さ
い

（
[機

能
]８

０
）

０
９

２
I

C
ﾎ

ﾞ
ﾀ

ﾝ
ｲ

ｼ
ﾞ

ｮ
ｳ

ＩＣ
ボ

タ
ン

通
信

異
常

ＩＣ
選

択
ボ
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(4)故障モニタ一覧表(つづき)

リモコン操作による故障診断
９．故障診断
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９．故障診断

リモコン操作による故障診断
(5)押しボタン設定

各ＩＣ販売ボタン群のアドレス№の割付設定を行います。（故障表示「ＩＣボタンミセッテイ」時に
設定します）

◆　故障表示「ＩＣボタンミセッテイ」時に初期の割付設定を行いたい場合

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

1 ・[機能][８][０]キーを押し，押し
8 0 ) ｵ ｼ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ ボタン設定画面を表示します｡
> ｼ ｮ ｷ ｾ ｯ ﾃ ｲ

ｵ ﾜ ﾘ

キーを押す

2 ・[記憶／動作]ボタンを押し，初期設
ボタンを押す 8 0 ) ｵ ｼ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ 定モードに入ります。

ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾁ ｭ ｳ   一度設定がリセットされるため，
  正面扉のランプが消灯します

3 ・ファンクションボタン並びに選択ボ
下記①～の 8 0 ) ｵ ｼ ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ タンを割付けます｡
ボタンを順番 ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾁ ｭ ｳ 各ボタンのランプが点灯します。
に押す

4 ・全てのボタンを押したら[終了]ボタ
ボタンを押し, 2 0 1 9 - 0 3 - 1 6 1 5 : 2 0 ンを押し，待機状態に戻します。

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ｴ ｷ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

【ボタン配列】

ＢＨＫ４８０シリーズ ＢＨＫ３８０シリーズ ＢＨＫ２８０シリーズ

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③

④ ⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑤ ⑤

⑩ ⑪ ④ ⑥ ④ ⑥

⑫ ⑬ ⑦ ⑧

機能 ８

０

終 了

記 憶
動 作
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９．故障診断

故障診断フローチャート

万一，故障した場合には故障現象を調べ，これをもとに以下のフローチャートにより対策を行って
ください。
なお，売切の場合の原因のほとんどは，リモコンに表示されます。
まず，リモコン操作による故障診断を行い，不明なときには故障診断フローチャートによる処置を
お願いします。

機　構　部　分 分類記号 故　障　の　状　況

ヒータ，温水タンク関係 Ａ－１ 温水タンクの水があたたまらない

Ａ－２ 温水タンク内のお湯が沸とうする

冷却水槽関係 Ｂ－１ 冷却機は運転するが水が冷えない

Ｂ－２ 冷却機が運転しない

飲料，湯，冷水供給関係 Ｃ－１ 押ボタンを押しても飲料，湯，冷水が出ない

Ｃ－２ 粉末原料が出ない（湯，冷水は出る）

給・排水関係 Ｄ－１ 水がカセット給水機から温水タンク・水槽に

供給されない

Ｄ－２ 排水されない

その他の部分 Ｅ－１ まったく動作しない

９－０８



９．故障診断

故障診断フローチャート
Ａ－１　温水タンクの水があたたまらない

断水ﾗﾝﾌﾟ はい

が点灯している 給水ﾗｲﾝの異常を取り除く

いいえ

 [ﾀｲﾏ]02～09 はい

週間予約設定に
よる省ｴﾈ運転

いいえ

沸騰検知ｴﾗｰ はい

が出ている

いいえ

湯温ｾﾝｻの はい

取付け不良または 取付け調整または交換する
故障

いいえ

各端子の はい

はずれまたは断線

いいえ

はい

ﾋｰﾀが断線している

いいえ

ここまでの診断，処置でも直らないときは，
お買い上げの販売店または，もよりの当社
ｻｰﾋﾞｽ機関にご相談ください。

ﾃｽﾀｰにてあたり，不良箇所が
見つかれば処置する

ﾃｽﾀｰで調べて断線があればﾋｰﾀ
を交換する

週間予約時間を変更する

沸騰となる原因を取り除く
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９．故障診断

故障診断フローチャート
Ａ－２　温水タンク内のお湯が沸とうする

湯温ｾﾝｻ取付け はい

不良または故障

いいえ

標高の高い はい 湯温設定を下げる
所で使用し ※約６００ｍの高度で沸点が
ている 　１℃下がります。

いいえ

はい

マスタボックスの故障 マスタボックスを交換する

いいえ

ここまでの診断，処置でも直らないときは，
お買い上げの販売店または，もよりの当社
ｻｰﾋﾞｽ機関にご相談ください。

調整または交換する

９－１０



９．故障診断

故障診断フローチャート
Ｂ－１　冷却機は運転するが水が冷えない

ﾏｽﾀﾎﾞｯｸｽ はい

の水槽水低水位ﾗﾝﾌﾟが

点灯している

いいえ

近くに熱源 はい

があり周囲温度が高く
なっている

いいえ

背面の冷却 はい

ﾕﾆｯﾄﾌｨﾙﾀが汚れて
いる

いいえ

ｺｲﾙ断線やﾛｯｸ はい

 などでﾌｧﾝﾓｰﾀが回って
いない

いいえ

水槽電極の はい

取付不良または端子
のはずれ

いいえ

冷却器または はい

 冷媒配管のつまりまた
は冷媒漏れ

いいえ

 凝縮器の はい

空気通路に障害物
がある

いいえ

冷水機の はい

背面と壁面との隙間
が小さい

いいえ

ここまでの診断，処置でも直らないときは，
お買い上げの販売店または，もよりの当社
ｻｰﾋﾞｽ機関にご相談ください。

熱源を取り除く

ﾌｨﾙﾀを清掃する

ﾌｧﾝﾓｰﾀを交換する

調整または不良箇所を処置する

冷却ﾕﾆｯﾄを交換する

障害物を取り除く

背面と壁面の隙間を10cm以上開ける

給水ﾗｲﾝの異常を取り除く

９－１１



９．故障診断

故障診断フローチャート
Ｂ－２　冷却機が運転しない

[機能]17に
運転 て冷水機の運転設定 停止

がどうなっていま
すか？

週間予約ﾀｲﾏと同期

 [ﾀｲﾏ]02～09
週間予約ﾀｲﾏ設定 はい

による省ｴﾈ時間帯
である

いいえ

水槽電極
の取付不良または はい

端子のはずれ

いいえ

起動ﾘﾚｰ不良 はい

いいえ

各端子のはずれ はい

またはｺｰﾄﾞの断線

いいえ

電動圧縮機の不良 はい

いいえ

ここまでの診断，処置でも直らないときは，
お買い上げの販売店または，もよりの当社
ｻｰﾋﾞｽ機関にご相談ください。

設定を変更する

調整または不良箇所を処置する

ﾃｽﾀｰで調べ交換する
（無通電時導通なければ良品）

ﾃｽﾀｰにてあたり，不良箇所が
見つかれば処置する

冷却ﾕﾆｯﾄを交換する

設定を変更する
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９．故障診断

故障診断フローチャート
Ｃ－１　押ボタンを押しても飲料，湯，冷水が出ない

温水ﾀﾝｸ， 温水ﾀﾝｸ,
水槽内に水が はい 水槽の給水ﾗｲﾝ はい

入っていない に異常がある

いいえ いいえ

[機能]13 ﾌﾛｰﾄの位置
にて｢0｣または はい の変化により給水 はい

｢ﾑｺｳ｣に設定されて 設定を変更する 電磁弁がON,OFF
いる するか

いいえ

いいえ

端子の はい

はずれまたは
ｺｰﾄﾞの断線

いいえ

給水電
磁弁または給水 はい

ﾊﾟｲﾌﾟが詰まっている 異物を取り除く
または故障して

いる

いいえ

湯弁，
冷水弁が詰まって はい

いる，または故障
している

いいえ

ここまでの診断，処置でも直らないときは，
お買い上げの販売店または，もよりの当社
ｻｰﾋﾞｽ機関にご相談ください。

ﾃｽﾀｰにてあたり，不良箇所が
見つかれば処置する

ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁの位置調整または
交換，給水電磁弁の交換

給水ﾗｲﾝの異
常を取り除く

異物を取り除く，または交換
する
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９．故障診断

故障診断フローチャート
Ｃ－２　粉末原料が出ない（湯，冷水は出る）

全ての粉末 はい

飲料が出ないか, 全ﾊﾟｳﾀﾞ 原料ﾓｰﾀの配線
特定の粉末飲料の に接続不良が

みですか ある

特定 いいえ

その原料が はい

ｷｬﾆｽﾀに入って 原料を充てんする
いない

いいえ

ｷｬﾆｽﾀの はい

駆動軸と原料ﾓｰﾀが
外れている

いいえ

原料量の はい

設定が「0.00」に
なっている

いいえ

原料固着 はい

によりﾓｰﾀﾛｯｸし
ている

いいえ

ここまでの診断，処置でも直らないときは，
お買い上げの販売店または，もよりの当社
ｻｰﾋﾞｽ機関にご相談ください。

ｷｬﾆｽﾀを正しくｾｯﾄして原料ﾓｰﾀ
軸とかみ合うようにする

ｷｬﾆｽﾀを清掃して，ﾓｰﾀﾛｯｸ解除
する

正規の原料ﾃﾞｰﾀ値を設定してか
ら再ﾁｪｯｸする

ﾏｽﾀﾎﾞｯｸｽを交換する

配線修正
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９．故障診断

故障診断フローチャート
Ｄ－１　水がカセット給水機から温水タンク・水槽に供給されない

ｶｾｯﾄ給水機
と給茶機とのｶﾌﾟﾗ はい

を接続していない

いいえ

扉の「断水 はい ｶｾｯﾄﾀﾝｸに はい

ﾗﾝﾌﾟ」が点灯し 水が無い
ている

いいえ いいえ 水配管内のつまりを確認し，
つまりがなければ給水釦を押
して，給水する

水ﾎﾟﾝﾌﾟ はい 水配管経路 はい 水配管経路につまりがあると，

ﾓｰﾀから異常音が がつまっている 異常音が出る場合があるので
出ている つまりを調べる

いいえ いいえ

水ﾎﾟﾝﾌﾟ はい

ﾓｰﾀが回っていない 水ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀを交換する

いいえ

給水ﾎｰｽが はい

折れ曲がっている 折れ曲がりを修正する

いいえ

ｺﾈｸﾀ(接続ﾘﾝｸﾞ) はい
が正しく取付ら
れていない

いいえ

 ここまでの診断，処理でも直らないとき
 は，お買い上げの販売店または，もより
 の当社ｻｰﾋﾞｽ機関にご連絡ください

※水槽への給水は，温水タンクの給水が完了後，実施します。

正しく取り付ける

ｶﾌﾟﾗを接続する

ｶｾｯﾄﾀﾝｸに水を補給し，給水
釦を押す
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９．故障診断

故障診断フローチャート
Ｄ－２　排水されない

ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽがつまっ はい

ている

いいえ

排水ｺｯｸが はい

つまっているまたは
故障している

いいえ

ここまでの診断，処置でも直らないときは，
お買い上げの販売店または，もよりの当社
ｻｰﾋﾞｽ機関にご相談ください。

つまっている異物を取り除く

異物がつまっていれば取り除く
または故障していれば交換する
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９．故障診断

故障診断フローチャート
Ｅ－１　まったく動作しない

ｺﾝｾﾝﾄに はい

電源がきていない 停電していないかﾁｪｯｸする

いいえ

電圧が90V はい

以下である

いいえ

漏電しゃ断 はい

器がOFFになって 漏電しゃ断器をONにする
いる

いいえ

ﾌﾟﾗｸﾞ～ｺﾝ
ﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽまで はい

の配線の各端子はず
れまたはｺｰﾄﾞの

断線

いいえ

ここまでの診断，処置でも直らないときは，
お買い上げの販売店または，もよりの当社
ｻｰﾋﾞｽ機関にご相談ください。

設置場所を変えるか電源容量
を上げる

ﾃｽﾀｰにてあたり，不良箇所が
見つかれば処置する
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１０．電気部品の定格

抽出装置

ＢＨＫ３７０，ＢＨＫ４８０との互換性…○：互換性有，×：互換性無

名　　　称 種　別 型　式　名 定 格 仕 様 部品番号・図番

BHK370 BHK480

(1)押ボタン

販　売　ボ　タ　ン ＭＴスイッチ SKRCACD010 50mA(DC12V)(MAX) YDV65C48118 C01 × ○

10μA(DC1V)(min)

チャイルドロックランプ 発光 SEP121404A-US IF=35mA(MAX) YDV65C49728 C01 × ○

(赤　　　　　色) ダイオード

ＨＯＴ飲料ランプ 発光 SEP121404A-US IF=35mA(MAX) YDV65C49728 C01 × ○

(赤　　　　　色) ダイオード

ＣＯＬＤ飲料ランプ 発光 SEP1E1404 IF=40mA(MAX) YDV65C49728 C02 × ○

(青　　　　　色) ダイオード

濃 い め ラ ン プ 発光 NSSW157AT IF=150mA(MAX) YDV65C49714 C01 × ○

(白　　　　　色) ダイオード

熱　め　ラ　ン　プ 発光 NSSW157AT IF=150mA(MAX) YDV65C49714 C01 × ○

(白　　　　　色) ダイオード

(2)表示

断 水 ラ ン プ 発光 BR1102W IF=20mA(MAX) YDM09C46802 C01 ○ ○

(赤　　　　　色) ダイオード

排水満水ランプ 発光 BR1102W IF=20mA(MAX) YDM09C46802 C01 ○ ○

(赤　　　　　色) ダイオード

点 検 ラ ン プ 発光 BR1102W IF=20mA(MAX) YDM09C46802 C01 ○ ○

(赤　　　　　色) ダイオード

(3)電源

漏電しゃ断器 漏電 FV32Y AC100V 50/60Hz 0FE4S21000250 ○ ○

しゃ断器 定格電流 30A，

定格感度電流 15mA

(4)水配管

給　  水 　 弁 ソレノイド T36-112R DC24V 320mA YDM53C3H371 C01 × ○

バルブ

流 量 セ ン サ ローター回 RSI-8LC DC4.5～16V, 5FE0E08600080 ○ ○

転式センサ   5.5～6mA 

給　 水　 弁 ソレノイド T36-112R DC24V 320mA YDM53C3H371 C01 × ○

(温水タンク) バルブ

互換性

１０－０１



１０．電気部品の定格

抽出装置

ＢＨＫ３７０，ＢＨＫ４８０との互換性…○：互換性有，×：互換性無

名　　　称 種　別 型　式　名 定 格 仕 様 部品番号・図番

BHK370 BHK480

(5)パウダ飲料

原料モータ ＤＣモータ M8 DC24V 400mA YDC12X3G844 C01 × ○

撹はんモータ ＤＣモータ FM-60K3-L6 DC24V 190mA YDM45C4A284 C01 ○ ○

(6)カセット給・排水部

カセットポンプ コンデンサ VP-30A-BA-03 AC100V,50/60Hz YDM42X4A587 C01 ○ ○

運転型 84/70W

誘導電動機 ｻｰﾏﾙﾌﾟﾛﾃｸﾀ:120℃±5℃

排水検知スイッチ マイクロ VX-53-1C23 AC250V 5A 0FE4S11002360 ○ ○

排水バケツ マイクロ VX-53-1C23 AC250V 5A 0FE4S11002360 ○ ○

セットスイッチ

(7)その他

排気ファンモータ ブラシレス FBDC24B4C DC24V, 0.15A 0FE0M14000760 × ○

ＤＣモータ

互換性

１０－０２



１０．電気部品の定格

冷却装置

ＢＨＫ３７０，ＢＨＫ４８０との互換性…○：互換性有，×：互換性無

名　　　称 種　別 型　式　名 定 格 仕 様 部品番号・図番

BHK370 BHK480

(1)冷却ユニット

電 動 圧 縮 機 全密閉型 B35G0 AC100V 50/60Hz YDM42X3B812 C01 × ×

92W

凝  縮  器  用 ブラシレス 09225SA DC24V,90mA(MAX) YDM42C4B550 C01 × ○

ファン モー タ ＤＣモータ -24M-AL

(2)水槽

冷　　水　　弁 直動式 FWV-6 DC24V 650mA YDM42C4B486 C01 × ○

２ポート弁

アジテータモータ コンデンサ DR-6638-533 DC24V 3.0W YDM42C4B462 C01 ○ ○

電動機

冷 水 温 センサ サーミスタ NBFC-36-F1 6.0kΩ±2.5％(0℃) 5FE0E08603370 ○ ○

水 槽 給 水 弁 直動式 FWV-6 DC24V 650mA YDM42C4B486 C01 × ○

２ポート弁

エ バ 温 センサ サーミスタ NBFC-36-F1 6.0kΩ±2.5％(0℃) 5FE0E08603380 ○ ○

互換性

１０－０３



１０．電気部品の定格

加熱装置

ＢＨＫ３７０，ＢＨＫ４８０との互換性…○：互換性有，×：互換性無

名　　　称 種　別 型　式　名 定 格 仕 様 部品番号・図番

BHK370 BHK480

(1)スペースヒータ

ヒ　　ー　　タ シリコン AC100V 50/60Hz × ○

ゴムヒータ 13W

(2)温水タンク

メイン ヒ ー タ シーズ AC100V 50/60Hz YDM42Y3A879 C01 ○ ○

ヒータ 1000W

過昇温防止サーモ バイメタル CR-71 動作105℃ 0FE4S40000500 ○ ○

サーモ AC125V 15A

水 位 ス イ ッ チ フロート VX-01-1C23 DC30V 100mA 4231992344 ○ ○

（高水位） スイッチ

水 位 ス イ ッ チ フロート VX-15-1C24 AC125V 15A 4231992344 × ○

（低水位） スイッチ

湯　　　　　弁 直動式 J244-081 AC100V 50/60Hz 0FE4L81001030 ○ ○

２ポート弁

湯 温 セ ン サ 半導体式 PT3M-51F-F3 3.3KΩ±3％(160℃) 0FE0V25100660 ○ ○

(ｻｰﾐｽﾀ型)

互換性

１０－０４



１０．電気部品の定格

リレー

リレー名称 個数 形式名 コイル定格 コイル抵抗 接点 備考

湯弁リレー ５ G5NB-1A DC24V 8.3mA 2880Ω±10% AC277V 3A ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ･ｽﾚｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

(ﾊﾟﾜｰﾘﾚｰ基板)

棚ヒータリレー １ G5NB-1A DC24V 8.3mA 2880Ω±10% AC277V 3A ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ･ｽﾚｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

(ﾊﾟﾜｰﾘﾚｰ基板)

ＭＣリレー １ ALF1T24 DC24V 640Ω±10% AC250V 20A ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ･ｽﾚｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

37.5mA±10% (本体ｽﾚｰﾌﾞ基板)

ヒータリレー １ ALF1T24 DC24V 640Ω±10% AC250V 20A ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ･ｽﾚｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

37.5mA±10% (本体ｽﾚｰﾌﾞ基板)

カセットポンプリレー １ G5NB-1A DC24V 8.3mA 2880Ω±10% AC277V 3A ﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀ･ｽﾚｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

(ﾊﾟﾜｰﾘﾚｰ基板)

１０－０５



１１．電気回路図

全体構成図

接点入力 センサ入力 大負荷 ＤＣ負荷

・温水ﾀﾝｸ低水位 ・湯温ｾﾝｻ ・温水ﾀﾝｸﾋｰﾀ ・かく拌ﾓｰﾀ
・温水ﾀﾝｸ高水位 ・冷水温ｾﾝｻ ・MC ・排気ﾌｧﾝﾓｰﾀ
・排水検知 ・流量ｾﾝｻ 等 ・冷水弁 押釦基板

等 ・ｴﾊﾞ温ｾﾝｻ ・給水弁
・ｱｲｽﾊﾞﾝｸ電極 ・原料モータ ・選択ボタン
・水槽水位電極 等

等

⑤

④

①

③

本体スレーブ基板 マスタボックス

ＡＣ負荷 ②

・湯弁 パワーリレー基板
・棚ﾋｰﾀ (ノイズフィルタ付)
・ｶｾｯﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　等

漏電しゃ断器

AC100V
50/60Hz

＜ボックス名称＞ ＜図面番号＞

①ノイズフィルタ・スレーブボックス ＹＤＭ４５Ｘ２Ａ２７７　Ｃ０１
②電源ボックス ＹＤＭ４５Ｘ３Ａ２６３　Ｃ０２
③マスタボックス ＹＤＭ５５Ｘ４Ａ５６８　Ｃ０２
④リモコン ＹＤＡ５１Ｘ２８６７０　Ｃ０５
⑤ＩＳＳ変換ボックス ３ＦＥ０Ｅ０８１０５８４０

リ
モ
コ
ン

レギュレータ基板

Ｉ
Ｓ
Ｓ
変
換
ボ

ッ
ク
ス
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１１．電気回路図

リレー配置図
(1)ノイズフィルタ・スレーブボックス(本体スレーブ基板)

(2)ノイズフィルタ・スレーブボックス(パワーリレー基板)
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：
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２
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ＲＹ２：ＡＬＦ１Ｔ２４
コンプレッサ(ＭＣ)
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５
Ｎ
Ｂ
－
１
Ａ
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湯

)
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)
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Ｙ
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－
１
Ａ

湯
弁
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２
)

Ｒ
Ｙ
３
：
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１
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(粉
３
)

Ｒ
Ｙ
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：
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５
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Ｂ
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湯
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(粉
４
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Ｒ
Ｙ
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Ｎ
Ｂ
－
１
Ａ

カ
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ン
プ
モ
ー
タ
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１１．電気回路図

ＵＳＢメモリの使い方
マスタボックスのバージョンアップによるプログラム書き換えや設定／売上データの読み取り等に各種
ＵＳＢメモリを使用します。

(1)ＵＳＢメモリの種類
書 込 み 読 込 み

ﾒﾓﾘ ＵＳＢ ＵＳＢ 自販機 ＵＳＢ

№ ▼ 挿入 ▼ 挿入

自販機 のみ ＵＳＢ のみ

１ プログラム ＵＳＢメモリ内のプログラムにバージョン

ＵＰする場合に使用，この時設定・売上デー ○

タは自販機内のデータ継承される

２ 設定データコピー 自販機内の設定データをＵＳＢメモリに読み

込む

または，カード内の設定データを自販機に

書き込む

３ 設定・売上データ 自販機内の設定・売上データをＵＳＢメモリ

コピー に読み込む

または，ＵＳＢ内の設定・売上データを自販

機に書き込む

４ ＢＯＸ交換 ボックスを交換する際に交換前のボックスの

プログラム及び設定・売上・その他のデータ

をＵＳＢに読み込む

交換後，新しいボックスに書き込む

５ 出荷処理１ 出荷時にＵＳＢメモリ内のプログラム及び

設定・売上・その他のデータを自販機に書き ○ ○

込む

６ 出荷処理２ 出荷時にＵＳＢメモリ内のプログラムを自販

機に書き込む ○ ○

７ 出荷処理３ 出荷時にＵＳＢメモリ内の設定・売上・その

他のデータを書き込む ○ ○

８ プログラム実行 ＵＳＢメモリ内のラストプログラム等をボッ

クス内のＳＤＲＡＭ上で実行する ○ ○

９ ベリファイ ボックス内のプログラムとＵＳＢメモリ内の

プログラムの内容が同じか，ベリファイを行 ○ ○

い確認する

○ ○

処　　理　　内　　容メモリ種類

○ ○

○○

１１－０３



１１．電気回路図

ＵＳＢメモリの使い方
(2)マスタボックスの場合

①電源を切ってください。

②ＵＳＢメモリをマスタボックスの左側面から差し込みます。

③電源を入れてください。

④データをＵＳＢメモリに読み取りたい場合は「マスタᐅＵＳＢ」スイッチを，自販機のプログラムを
　書き換えたい場合は「ＵＳＢᐅマスタ」スイッチを押すと，モニタランプが点滅し，動作を行います。

⑤ブザーが鳴ったら，再度電源を切ってからＵＳＢメモリを抜き取ってください。

ＵＳＢᐅマスタスイッチ

マスタᐅＵＳＢスイッチ

Ｕ
Ｓ
Ｂ
挿
入

ＵＳＢメモリスイッチ

１１－０４



１１．電気回路図

マスタボックス交換時の設定

【！】　出荷時は，機種№が設定されていますので設定は行う必要がありません。

製品の使用に支障が無くても，保障期間を過ぎて使用される場合は，水かかりや汚れによる電気
部品の絶縁劣化，経年変化などにより，感電，火災，水漏れなどの原因になることがあります。
その為，一定期間経過後にメンテナンス時期を表示する機能を搭載しております。
マスタボックスを交換した場合は，次の手順に従い設定をお願いします。

【設定例】
①機種№１０→４２に設定する場合
②製品を設置してから３年経過している場合

■ 反転文字 ： カーソル点滅
№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作
１ 電源投入時(マスタボッ

クス交換時) ｼ ﾊ ﾞ ﾗ ｸ ｵ ﾏ ﾁ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ

1 6 T E A 1 0

V 0 2

２ 機種№未設定時 ・機種№未設定時は設定画面が表示さ
ｷ ｼ ｭ N o . ｦ ｾ ｯ ﾃ ｲ ｼ れます。
ｷ ｵ ｸ / ﾄ ﾞ ｳ ｻ ｷ ｰ ｦ ・機種№を変える場合は，その後テン
3 ﾋ ﾞ ｮ ｳ ｶ ﾝ ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ キーにて入力します。

> ｷ ｼ ｭ N o . 1 0

３ ・機種№を入力します。
ｷ ｼ ｭ N o . ｦ ｾ ｯ ﾃ ｲ ｼ

ｷ ｵ ｸ / ﾄ ﾞ ｳ ｻ ｷ ｰ ｦ

3 ﾋ ﾞ ｮ ｳ ｶ ﾝ ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ

> ｷ ｼ ｭ N o . 4 2

４ 再起動後，メンテナンス設定画面を
キーを３秒間 0 0 ) ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ 表示します。

> 3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 3 ﾈ ﾝ

長押しして待機画面にしま 5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 5 ﾈ ﾝ

す 1 0 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 1 0 ﾈ ﾝ

５ 製品設置から３年経過している為，
キーを押す 0 0 ) ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ 最初３年メンテナンスは終了してい

3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 3 ﾈ ﾝ ます
> 5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 5 ﾈ ﾝ 次の３年メンテナンスまで３年ある

1 0 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 1 0 ﾈ ﾝ ので「３」のままにして次の項目に
進みます

６
キーを押す 0 0 ) ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ

3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 3 ﾈ ﾝ

> 5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 5 ﾈ ﾝ

1 0 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 1 0 ﾈ ﾝ

７ ５年メンテナンスまで２年になるので
キーを押す 0 0 ) ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ 「２」を入力

3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 3 ﾈ ﾝ

> 5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 2 ﾈ ﾝ

1 0 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 1 0 ﾈ ﾝ

記 憶
動 作

４ ２

データ
入力

２

１１－０５



１１．電気回路図

マスタボックス交換時の設定

■ 反転文字 ： カーソル点滅

№ 操　　　　　作 液  晶  表  示 動　　　　　　　　作

８
キーを押す 0 0 ) ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ

3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 3 ﾈ ﾝ

> 5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 2 ﾈ ﾝ

1 0 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 1 0 ﾈ ﾝ

９
キーを押す 0 0 ) ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ

3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 3 ﾈ ﾝ

5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 2 ﾈ ﾝ

> 1 0 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 1 0 ﾈ ﾝ

10
キーを押す 0 0 ) ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ

3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 3 ﾈ ﾝ

5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 2 ﾈ ﾝ

> 1 0 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 1 0 ﾈ ﾝ

11 １０年メンテナンスまで７年になるの
キーを押す 0 0 ) ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ で「７」を入力

3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 3 ﾈ ﾝ

5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 2 ﾈ ﾝ

> 1 0 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 0 7 ﾈ ﾝ

12
キーを押す 0 0 ) ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ ｾ ｯ ﾃ ｲ

3 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 3 ﾈ ﾝ

5 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 2 ﾈ ﾝ

> 1 0 ﾈ ﾝ ﾒ ﾝ ﾃ ﾏ ﾃ ﾞ 0 7 ﾈ ﾝ

13
キーを押し， 2 0 1 9 - 0 0 - 0 0 0 0 : 0 0

ﾕ 9 7 ﾟ C ﾚ ｲ ｽ ｲ 0 1 ﾟ C

待機状態に戻す ﾘ ｮ ｳ ｺ ﾅ 1 ｺ ﾅ 2 ｺ ﾅ 3

8 0 0 0 0

◆　機種№一覧表

機種№ 製　品　形　名

４１ ＢＨＫ４８０ＲＹ

４２ ＢＨＫ４８０Ｒ

３１ ＢＨＫ３８０ＲＹ
３２ ＢＨＫ３８０Ｒ
２１ ＢＨＫ２８０ＲＹ
２２ ＢＨＫ２８０Ｒ

データ
入力

７

終 了

動 作
記 憶

動 作
記 憶

１１－０６



１１．電気回路図

コネクタピン番号配列一覧表

コネクタ名 ＨＬＰ・ＶＬＰ ＨＬＲ・ＶＬＲ ＸＬＰ・ＺＬＰ ＸＬＲ・ＺＬＲ

メーカー ＪＳＴ ＪＳＴ ＪＳＴ ＪＳＴ

１２

Ｐ

１６

Ｐ

●ＪＳＴ：日本圧着端子

極
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

２
　
Ｐ

３
　
Ｐ

４
　
Ｐ

６
　
Ｐ

８
　
Ｐ

９
　
Ｐ

１１－０７



１１．電気回路図

コネクタピン番号配列一覧表

コネクタ名 ＸＡ ＰＨ ＸＨ

メーカー ＪＳＴ ＪＳＴ ＪＳＴ

１２

Ｐ

１６

Ｐ

●ＪＳＴ：日本圧着端子

極
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

２
　
Ｐ

３
　
Ｐ

４
　
Ｐ

６
　
Ｐ

８
　
Ｐ

９
　
Ｐ

１１－０８



１１．電気回路図

端子早見表
(1)マスターボックス（１／２）

RMCN XA（赤）  5P 232C XA（赤）  12P

№ I/O 信 号 名 待機 動作 基準 № I/O 信 号 名 待機 動作 基準

1 O リセット電源 5V GND 1 － 未使用 － － －

2 O 制御電源(+8V) 8V 8V GND 2 － 未使用 － － －

3 O ISS Bus - (2.5V) (2.5V) Bus(+) 3 － 未使用 － － －

4 O ISS Bus + (2.5V) (2.5V) Bus(-) 4 － 未使用 － － －

5 O GND GND 5 － 未使用 － － －

6 － 未使用 － － －

7 － 未使用 － － －

CNS1 MOL（白）  3OP 8 － 未使用 － － －

№ I/O 信 号 名 待機 動作 基準 9 － 未使用 － － －

1 I GND(VTS) GND 1O － 未使用 － － －

2 I +24V 24V 24V GND 11 － 未使用 － － －

3 O VTS_SYN － － GND 12 － 未使用 － － －

4 O VTS_TXD － － GND

5 I VTS_RXD － － GND

6 － 未使用 － － － HP XA（白）  13P

7 － 未使用 － － － № I/O 信 号 名 待機 動作 基準

8 － 未使用 － － － 1 － 未使用 － － －

9 － 未使用 － － － 2 － 未使用 － － －

1O O ISS Bus - (2.5V) (2.5V) Bus(+) 3 － 未使用 － － －

11 O ISS Bus + (2.5V) (2.5V) Bus(-) 4 － 未使用 － － －

12 － 未使用 － － － 5 － 未使用 － － －

13 I +8V 8V 8V GND 6 － 未使用 － － －

14 － 未使用 － － － 7 － 未使用 － － －

15 O リセット電源 5V GND 8 － 未使用 － － －

16 O GND(8V) GND 9 － 未使用 － － －

17 － 未使用 － － － 1O － 未使用 － － －

18 O +8V 8V 8V GND 11 － 未使用 － － －

19 － 未使用 － － － 12 － 未使用 － － －

2O － 未使用 － － － 13 － 未使用 － － －

21 － 未使用 － － －

22 － 未使用 － － －

23 － 未使用 － － －

24 － 未使用 － － －

25 － 未使用 － － －

26 － 未使用 － － －

27 － 未使用 － － －

28 I PFD 9.5V 9.5V GND

29 － 未使用 － － －

3O － 未使用 － － －

※№3～11，28はパルス信号のためテスターでは測定できません。

0V 0V

0V

0V 0V

0V 0V

0V
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１１．電気回路図

端子早見表
(1)マスターボックス（２／２）

TM MOL（赤)  30P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 － 未使用 － － －

2 － 未使用 － － －

3 － 未使用 － － －

4 － 未使用 － － －

5 － 未使用 － － －

6 － 未使用 － － －

7 － 未使用 － － －

8 － 未使用 － － －

9 － 未使用 － － －

10 － 未使用 － － －

11 － 未使用 － － －

12 － 未使用 － － －

13 － 未使用 － － －

14 － 未使用 － － －

15 － 未使用 － － －

16 － 未使用 － － －

17 － 未使用 － － －

18 － 未使用 － － －

19 － 未使用 － － －

20 － 未使用 － － －

21 － 未使用 － － －

22 － 未使用 － － －

23 － 未使用 － － －

24 － 未使用 － － －

25 － 未使用 － － －

26 － 未使用 － － －

27 － 未使用 － － －

28 － 未使用 － － －

29 － 未使用 － － －

30 － 未使用 － － －
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１１．電気回路図

端子早見表
(2)電装ボックス(スレーブ基板)(１／３)

FO XA（白） 6P TM PND（白） 20P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 24V 1 未使用
2 コンデンシングファン 2 未使用
3 アジテータモータ駆動 3 つり銭切れランプ　10円
4 排気ファン 4 つり銭切れランプ　100円
5 未使用 5 GND
6 GND(24V) 6 未使用

7 5V
SE XA（白） 5P 8 未使用

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 9 未使用
1 24V 10 未使用
2 排水満水SW 11 5V
3 24V(排水満水) 12 湯温センサ
4 未使用 13 冷水温センサ
5 GND(24V) 14 エバ温センサ

15 未使用
VO PND（ｱｲﾎﾞﾘｰ） 16P 16 未使用

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 17 未使用
1 24V 18 未使用
2 水入口弁 19 未使用
3 給水弁(温水タンク) 20 未使用
4 撹拌モータ1
5 撹拌モータ2 ISS XA（白） 7P

6 撹拌モータ3 № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

7 撹拌モータ4 1 未使用
8 粉1湯弁 2 未使用
9 粉4冷水弁 3 未使用
10 粉3冷水弁 4 未使用
11 粉2冷水弁 5 未使用
12 粉1冷水弁 6 未使用
13 粉2湯弁 7 未使用
14 粉3湯弁
15 粉4湯弁 BM1 VH（白） 5P

16 GND(24V) № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 未使用

SSR XA（白） 4P 2 未使用

№ 信 号 名 待機 動作 基準 3 未使用

1 未使用 4 未使用

2 未使用 5 未使用

3 カセットポンプ
4 棚ヒータ

－

O 24V 0V GND

O 24V 0V GND

－ － －

－ － － － － － －

－ － － －

－ － － － －

－ － － －

－ － － －

O 24V 0V GND

I 0V 0V GND

－ －

O 24V 0V GND

O 24V 0V GND － －

－ －

O 24V 0V GND － － － －

O 24V 0V GND － －

－ －

O 24V 0V GND － － － －

O 24V 0V GND － －

－ －

O 24V 0V GND － － － －

O 24V 0V GND － －

O 24V 0V GND

O 24V 0V GND

－ －

O 24V 0V GND

O 24V 0V GND － －

－ －

O 24V 0V GND － － － －

I 24V 24V GND － －

－ － － －

－ － － －

不定 GND

－ － － －

I 0V 0V GND I 不定

不定 GND

－ － － － I 不定 不定 GND

O 0V 24V GND I 不定

－ －

I 0V 24V GND O 5V 5V GND

－ － － －

I 24V 24V GND － －

O 5V 5V GND

－ － － －

０V GND

I 0V 0V GND － － － －

－ － － － O ０V

約8V GND

O 0V 24V GND O ０V 約8V GND

O 0V 24V GND O ０V

－ －

O 0V 24V GND － － － －

I 24V 24V GND － －

Ｐ
Ｏ

ＦＯ
ＶＯ

Ｍ
Ｏ

ＳＥ
ＳＳＲ ＴＭ

ＩＳＳ
ＢＭ３ ＢＭ２ ＢＭ１

Ｐ
Ｆ

Ｄ

Ｗ
Ｔ

ＳＷＹＢＭ

ＦＷ

ＰＤ

Ｔ
Ｐ

Ｇ
Ｍ
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１１．電気回路図

端子早見表
(2)電装ボックス(スレーブ基板)(２／３)

M PND（白） 40P SW PND（赤） 40P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 +24V 1 未使用
2 GND(VTS) 2 未使用
3 未使用 3 未使用
4 VTS(SYNC) 4 未使用
5 VTS(TXD) 5 未使用
6 VTS(RXD) 6 未使用
7 GND(24V) 7 未使用
8 +8V 8 未使用
9 未使用 9 未使用
10 水流量センサ入力 10 未使用
11 コンデンシングファンロック検知 11 未使用
12 アジテータモータロック検知 12 未使用
13 GND(8V) 13 温水タンク高水位SW
14 未使用 14 未使用
15 断水ランプ 15 未使用
16 排水満水ランプ 16 未使用
17 点検ランプ 17 未使用
18 未使用 18 漏水検知(オプション)
19 未使用 19 未使用
20 未使用 20 未使用
21 未使用 21 未使用
22 未使用 22 未使用
23 未使用 23 未使用
24 未使用 24 未使用
25 未使用 25 未使用
26 未使用 26 未使用
27 未使用 27 未使用
28 未使用 28 GND
29 未使用 29 GND
30 未使用 30 未使用
31 未使用 31 未使用
32 未使用 32 未使用
33 未使用 33 未使用
34 未使用 34 未使用
35 未使用 35 未使用
36 未使用 36 未使用
37 未使用 37 未使用
38 未使用 38 未使用
39 未使用 39 VP24
40 未使用 40 VP24

※No.4～6,10,12はパルス信号のため、テスタで測定することができません。

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ － － － － －

－ － － － － －

約7V GND

O 8V 約4.7V GND

－ －

－ －

－ － － － I 0V

－ － － － － －

－

－

－

－ － － － － － －

－ －

O 8V 約4.7V GND

－

－

－ －

O 8V 約4.7V GND － －

－ － － － － －

－ －

－

－ － － － － － －

－ －

I 0V 0V GND I 0V

－ －

約7V GND

－ － － － － －

0V GND

－ －

－ － － － － －

I 0V 約5V GND

－ －

－ －

－ －

－ －

I 0V (約10V) GND － － － －

－ － － － － －

0V

－ － － － O 0V

－

－ － － －

－ － － － O

－

－ －

I 0or8V (0or8V) GND － － －

－

0V GND

－ － － － － － －

I 0V 0V GND

－

－

－

－ － －

－ －

I 8V 8V GND － － － －

－

－ － － － － － －

－ －

I － － GND

－ －

－ － － －

－ －

O － － GND － － － －

－ －

－ － － － －

－ －

－ － － － － －

－ － － －

－ －

－ －

－ －

－ －

I － － GND － － － －

－ － － － － －

－ － － － － －

－ － － － － －

－ －

I 24V 24V GND

－ －

－ －

I 0V 0V GND － －

－ － － － O 24V 24V GND

－ － － － I 24V 24V GND

Ｐ
Ｏ

ＦＯ
ＶＯ

Ｍ
Ｏ

ＳＥ
ＳＳＲ ＴＭ

ＩＳＳ
ＢＭ３ ＢＭ２ ＢＭ１

Ｐ
Ｆ

Ｄ

Ｗ
Ｔ

ＳＷＹＢＭ

ＦＷ

ＰＤ

Ｔ
Ｐ

Ｇ
Ｍ
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１１．電気回路図

端子早見表
(2)電装ボックス(スレーブ基板)(３／３)

BM2 VH（赤） 5P TP VH（白） 6P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 沸騰防止サーモ 1 未使用

2 未使用 2 未使用

3 AC200－2 3 未使用

4 未使用 4 未使用

5 空焚防止サーモ 5 未使用

6 未使用

BM3 VH（黄） 5P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 MO VH（赤） 6P

1 未使用 № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

2 未使用 1 未使用

3 未使用 2 未使用

4 未使用 3 未使用

5 未使用 4 未使用

5 未使用

FW PH（白） 5P 6 未使用

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 ＶＣＣ PO XA（白） 8P

2 RESET_OUT № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

3 TOOL0 1 24V

4 FLMD0 2 未使用

5 GND 3 給水弁(水槽)

4 未使用

PD VH（白） 4P 5 未使用

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 6 水のみ冷水弁

1 未使用 7 湯のみ湯弁

2 未使用 8 GND(24V)

3 未使用

4 未使用

GM VH（白） 7P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 24V

2 原料モータ4

3 原料モータ１

4 原料モータ２

5 原料モータ３

6 未使用

7 GND(24V)

－ － － －

－ － －

O 5V 5V GND

O 5V 5V/0V GND

－ － － －

－ － － －

－ －

－ － － － － － － －

－

－ － －

－

－

－

－ － －

－ － － － － －

GND I 24V 24V GND

－

－ － － －

－ －

O 0V 0V GND O 24V 0V GND

－

O 0V 5V/0V GND － －

O 5V 5V/0V

－

－ － －

－ － －

0V GND

－ － －

－ － －

－ －

－ － － － I 0V

－ － － －

－ － －

I 100V 0V AC(L) －

－

－ － － －

－

－

－

－

－ － －

I 100V 100V AC(L)

GND

I 0V 0V GND

I 100V 0V AC(L)

－

－ － － O 24V 0V

I 24V 24V GND

－

O 24V 0V GND

－

－ －

－ － － －

－ － － －

O 24V 0V GND

O 24V 0V GND

O 24V 0V GND

－ －

O 24V 0V GND

Ｐ
Ｏ

ＦＯ
ＶＯ

Ｍ
Ｏ

ＳＥ
ＳＳＲ ＴＭ

ＩＳＳ
ＢＭ３ ＢＭ２ ＢＭ１

Ｐ
Ｆ

Ｄ

Ｗ
Ｔ

ＳＷＹＢＭ

ＦＷ

ＰＤ

Ｔ
Ｐ

Ｇ
Ｍ
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１１．電気回路図

端子早見表
(3)電源ボックス(パワーリレー基板)(ノイズフィルタ付)

CN1 VH（白） 10P CN5 VH（白） 3P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 I カセットポンプ 24V 0V GND 1 O DC電源 100V 100V

2 I 粉４湯弁 24V 0V GND 2 － 未使用 － － －

3 I 粉３湯弁 24V 0V GND 3 O 電極トランス1 100V 100V

4 I 粉２湯弁 24V 0V GND

5 I 粉１湯弁 24V 0V GND CN6 VH（黄） 3P

6 I 湯のみ湯弁 24V 0V GND № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

7 I 棚ヒータ 24V 0V GND 1 O DC電源 100V 100V

8 I ２４Ｖ 24V 24V GND 2 － 未使用 － － －

9 － 未使用 － － － 3 O 電極トランス2 100V 100V

10 O 排水満水スイッチ 24V 0V GND

L タブ端子

CN2 VH（白） 11P № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 1 I AC100V入力 100V 100V

1 O 棚ヒータ 0V 100V

2 － 未使用 － － － N タブ端子

3 O 湯のみ湯弁 0V 100V № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

4 － 未使用 － － － 1 I AC100V入力 100V 100V

5 O 粉1湯弁 0V 100V

6 － 未使用 － － － M タブ端子

7 O 粉2湯弁 0V 100V № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

8 － 未使用 － － － 1 O 温水ヒータリレー 100V 100V

9 O 粉3湯弁 0V 100V

10 － 未使用 － － － O タブ端子

11 O 粉4湯弁 0V 100V № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 O 温水ヒータ 100V 100V

CN3 VH（白） 6P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 P タブ端子

1 I 排水SW入力 100V 100V № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

2 － 未使用 － － － 1 O コンプレッサリレー 100V 100V

3 O 排水SW出力 100V 0V

4 － 未使用 － － － Q タブ端子

5 O カセットポンプ 0V 100V № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 O コンプレッサ 100V 100V

CN4 VH（赤） 3P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準 G タブ端子

1 O 湯弁1～4,湯のみ湯弁 100V 100V № I/0 信 号 名 待機 動作 基準

2 － 未使用 － － － 1 I FG 0V 0V

3 O 棚ヒータ 100V 100V

AC(N)

AC(N)

AC(L)

AC(L)

AC(N)

AC(L)

AC(L)

AC(L)

AC(L)

AC(L)

AC(L)

AC(L)

AC(N)

AC(L)

FG

AC(L)

AC(L)

AC(N)

AC(N)

AC(L)

AC(N)

AC(N)
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１１．電気回路図

端子早見表
(3)電源ボックス(レギュレータ基板)

CN1 ZL（白） 4P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 Ｉ ＡＣ(Ｎ)

2 Ｉ ＡＣ(Ｌ)

3 I FG

4 － 未使用 － － －

CN2 ZL（黄） 6P

№ I/0 信 号 名 待機 動作 基準

1 O 8Ｖ

2 O GND (VTS)

3 O 24Ｖ

4 O GND(24V)

5 O ＰＦＤ

6 O GND (8V)

9.5V 9.5V GND

0V 0V GND

24V 24V GND

0V 0V GND

0V 0V GND

8V 8V GND

100V 100V AC(L)

0V 0V GND

100V 100V AC(N)

C
N2

C
N1
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１１．電気回路図

シーケンス
(1)ＢＨＫ４８０シリーズ YDM45Z2A243 C01

１１－１６



１１．電気回路図

シーケンス
(2)ＢＨＫ３８０シリーズ YDM45Z2A288 C01

１１－１７



１１．電気回路図

シーケンス
(3)ＢＨＫ２８０シリーズ YDM45Z2A292 C01

１１－１８



１１．電気回路図

配線系統図
(1)ＢＨＫ４８０シリーズ YDM45Z2A256 C01

１１－１９



１１．電気回路図

配線系統図
(2)ＢＨＫ３８０シリーズ YDM45Z2A295 C01

１１－２０



１１．電気回路図

配線系統図
(3)ＢＨＫ２８０シリーズ YDM45Z2A296 C01

１１－２１



１１．電気回路図

結線図
(1)ＢＨＫ４８０シリーズ YDM45Z2A255 C01

１１－２２



１１．電気回路図

結線図
(2)ＢＨＫ３８０シリーズ YDM45Z2A293 C01

１１－２３



１１．電気回路図

結線図
(3)ＢＨＫ２８０シリーズ YDM45Z2A294 C01

１１－２４



１２．配管系統図

配管系統図
(1)ＢＨＫ４８０シリーズ YDM42Z3B640 C01

１２－０１



１２．配管系統図

配管系統図
(2)ＢＨＫ３８０シリーズ YDM42Z3B939 C01

１２－０２



１２．配管系統図

配管系統図
(3)ＢＨＫ２８０シリーズ YDM42Z3B940 C01

１２－０３



１２．配管系統図

配管系統図
YDM42Z3B632 C01

ＢＨＫ－Ｃ８

ＢＨＫ－ＳＢ８

１２－０４



富 士 電 機 粉 末 自 動 給 茶 機

ＢＨＫ４８０ＲＴ ＢＨＫ３８０ＲＴ ＢＨＫ２８０ＲＴ
ＢＨＫ４８０ＲＳ ＢＨＫ３８０ＲＳ ＢＨＫ２８０ＲＳ
ＢＨＫ４８０ＲＳＢ ＢＨＫ３８０ＲＳＢ ＢＨＫ２８０ＲＳＢ
ＢＨＫ４８０ＲＣ ＢＨＫ３８０ＲＣ ＢＨＫ２８０ＲＣ

食品流通事業本部 開発統括部 商品企画部
東京都品川区大崎 1-11-2 

ｹﾞｰﾄｼﾃｨ大崎 ｲｰｽﾄﾀﾜｰ

●  １版発行／印刷      '19-03

● 仕 様 等 の 変 更 に よ り 本 資 料 の 内 容 が 機 械 と 一 致

し な い 場 合 が あ り ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。

● お 問 い 合 わ せ ， ご 相 談 は 裏 表 紙 の 全 国 サ ー ビ ス

ネ ッ ト へ お 願 い い た し ま す 。

● 本 資 料 を 無 断 で 複 製 転 載 す る こ と を 禁 じ ま す 。 

ＭＦ１８－００４



           製品に関するお問い合わせ、サービス・修理のご用命は
                   全国共通ナビ・ダイヤル　℡０５７０－０５６０２２　へご連絡下さい。

 　 (コールはフジ)

全国販売拠点網

北海道支社 〒060-0031 北海道札幌市中央区北一条東二丁目 5-2 (札幌泉第一ﾋﾞﾙ) ℡ 011-804-5060

東北支社 〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町一丁目 9-1 (仙台ﾄﾗｽﾄﾀﾜｰ) ℡ 022-716-5851

北陸支社（金沢支店） 〒921-8001 石川県金沢市高畠三丁目 192番 ℡ 076-291-8830

中部支社 〒460-0007 愛知県名古屋市中区新栄一丁目 5-8 (広小路ｱｸｱﾌﾟﾚｲｽ) ℡ 052-746-1055

関西支社 〒530-0011 大阪府大阪市北区大深町 3-1 (ｸﾞﾗﾝﾌﾛﾝﾄ大阪 ﾀﾜｰB) ℡ 06-7166-7316

中国支社 〒730-0022 広島県広島市中区銀山町 14-18 ℡ 082-545-2138

四国支社 〒760-0017 香川県高松市番町 1-6-8 （高松興銀ﾋﾞﾙ） ℡ 087-851-9102

九州支社 〒812-0025 福岡県福岡市博多区店屋町 5-18 （博多NSﾋﾞﾙ） ℡ 092-283-6111

沖縄支社 〒900-0004 沖縄県那覇市銘苅 2-4-51 （ｼﾞｪｲ･ﾂｰﾋﾞﾙ） ℡ 098-867-3999

営業統括部 〒141-0032 東京都品川区大崎 1-11-2 ｹﾞｰﾄｼﾃｨ大崎ｲｰｽﾄﾀﾜｰ 〔営業第二部〕 ℡ 03-5435-7080

部品ｾﾝﾀｰ 〒510-8631 三重県四日市市富士町 1-27 （ﾅﾋﾞ･ﾀﾞｲﾔﾙ） ℡ 0120-992-513
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